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カネ〆船具店について

カネ〆船具店とは、かつて常滑の保示地区にあり、その後、明治屋と名称を変更 し船具

や雑貨を商った店の前身である。F常滑町史編纂資料』「常滑船舶考」の中で保示の船舶所

有者として出てくる鯉江庄治兵衛家が本家のカネ〆で明治27年に船稼ぎを廃業 したと読め

る。この家は、その後、味噌溜 りの醸造業を始めるが、分家 した鯉江庄人が明治屋 として
ヤマンョウ

船具類を商っていた。庄八家は山庄を屋号としてお り、カネ〆は本家の屋号であることか

ら、ここに紹介する資料は本家の醸造業開始前の帳面であつた可能性が高いのだが、明治

屋に伝存 していたものである。表紙が失われているため、この帳面が担った役割を確定す

ることは難しいが、裏表紙には「常滑港 カネ〆船具店」と墨書されており、常滑港に出

入 りする船から注文を受けて、その帆のサイズや形状を記録 した帳面と見ることができる。

現存する最初の頁には「明治29年 7月 」と書かれており、最終頁には年号がないが、最終

頁から三枚目のページに「明治39年 10月 1日 」 と記されている。途中年号の書かれていな

い頁もあり、それらについては前後関係から判明する範囲で想定される年号を与えた。全

部で458頁 になり、 1頁 に一般分の帆の絵がある頁や数艘分が描かれた頁もある。一般分

の帆を数えると807艘分が描かれているが、 4枚一組の帆もあれば 1枚のみのものもある。

知多半島沿岸の港だけでなく伊勢湾から志摩にかけて多 くの注文があり、まれに関東の船
Iナ がめ

もある。関西の船がないのは、興味深い点である。明治30年代の常滑は土管や下甕が大量
1よ う

に 関 東 方 面 に 逗 ば れ て い た 時 期 で あ る 。 三 河 の 船 も 多 く 見 え る が 、 三 河 の 製 品 と し て は 焙
ろく

烙やコンロなどの日用品が運ばれており、30年代 も後半になると窯を築 くときに用いる赤

レンガなどが逼ばれていたと考えられる。その他、酒造や味噌・イ留り。醤油の醸造、そして

木綿などの産物の運搬が想定できる港の名も見えるが、一方で漁港を主とする港も見える。

ここに描かれた帆がどこで作れたのか今のところわかっていない。そして、どのような

船に用いられたのかも不明瞭のままである。したがって、この資料から多 くの情報を読み

とる努力は、今後の課題として残 したまま、とりあえず資料にあるデータを報告すること

にした。それは、ここの記された船名や人名、会社名から1合 に関する手がかりが、これを

機会に得られるのではないかと期待 しているからである。今後、それぞれの港を持つ地域

の諸賢よりご教示いただける機会を楽しみに待ちたい。

/(1〉 flJを'

あ
ぺ
争

ｔ
下

回
、

４
由
ｓ丸
エ

含ペア一ぶ【「・・ｒ一一一一．狩

御ズ慧
□
入あi

食=ユ ー‐

|=一・―

:生

2〉

そ3).>入
´

【3Jス



帆
需
ぺ一ジ需

船  名 人   名 会  社  名 地 名 年 月 日
A

(1)

l l 角 卜 2号常滑丸 知多郡常滑町 M29/07
2 角 卜 2号常 滑 丸 知多郡常滑町 〕v129///07 52.5 17

3 3 角 卜 2号常滑九 知多郡常滑町 〕v129//07

4 3 改良丸良造船 良造 M29/ 20.4 35.5

5 貞次貞Б角合 貞次郎 知多郡西阿野村 M29/
6 4 永宝九 倉内重助 卜129//10//30 33.2

7 永宝丸 倉内重助 卜129///12///10

8 角米印手船 知多郡大井村 M29/
9 御手船 杉江半三郎 M29/11/15

6 豊石九 豊倉屋仁平・熊吉 知多郡成岩町 M29/11 10,7

宮川与吉殿船 宮川与吉 紀伊国田原村大字下田原 M29/■/19
石川種吉 知多郡須佐村 1ヽ29//12//25

6 為吉 知多郡常滑町北条 卜129//?//24

御手船 中野桂助 M29/ 23.5

7 実弐郎船 実弐郎 三州渥美郡 K/129/12ノ//25 ヨ翠 1文

7 天木平三郎 知多郡半田町 lv129//12//25

御手船 丸 卜米油株式会社 卜129・ 30 22.5

小栗重太郎船 小栗重太郎 知多郡半田町 卜129・ 30

伊藤仙助 知多郡山海村 M29・ 30 22.5

森本助左衛門 知多郡楠村 M29・ 30

手 船 大野運輸株式会社 卜129・ 30 22.5

近藤為吉 1ヽ29,30 7.5

岩田久三郎 どv429・ 30

11 神谷好太郎 三州碧海郡高浜 M30/04/05 75

1ユ 角セ 間瀬栄次郎 知多郡古場村 lv129。 30 22.5

三嶋久米三郎 どvT30

岩田市左衛門 卜130 11.5 22.5

加藤定助 知多郡半田町 h/130

13 山本清三郎 知多郡坂井村 h/130 7

梶田甚右衛門 知多郡上野間 卜130

小栗重太郎 知多郡半田町 卜130 11

14 榊原常太郎 知多郡武豊町 K/130

14 石川安吉 知多郡武豊町 卜130 13.5

重造 卜130

山口又助 卜130

平野仙次郎 卜130 22.5

由蔵 三州碧海郡高浜 卜130 75 14

山下藤蔵 知多郡豊浜 卜130

結城喜代次郎 卜130

近藤次作 知多郡上野間村 卜130 10.5

17 次平船 次平 知多郡常滑町瀬木 卜130 2尋8尺 5司

17 手船 井口商店 卜130 27 5

斉藤太郎右衛門 知多郡古布村 1ヽ30 9

へ三RЬ掘合 人三郎 知多郡樽水村 h/130

加藤文造 知多郡朝倉村 1ヽ30

人三郎 知多郡樽水村 卜130

入幡屋手船八幡丸 東 京 日本 橋 区小 網 町 卜130//09

吉松船 三 州 卜130//11//07 12.5

大岩六太郎船 大岩六太郎 知多郡中州村 4ヽ30

開 惣五郎船 惣五郎 勢州久茂津 Ⅲ130

清九郎船 清九郎 1ヽ30 17.5

神谷弥左衛門船 神谷弥左衛門 卜狂30

市左衛門船 市 左 衛 門 知多郡小鈴谷村 h/130

久米三郎船 久米三郎 三州碧海郡高浜 1ヽ30 8

奈良吉 知多郡武豊 1ヽ30

三浦曹次郎 三州幡豆郡東幡豆村 1ヽ30//11//22

〒嶋権三郎 hl130 11

石川種吉 勢州一志郡雲出林字伊倉津 M30/11/28
田中作太郎船 田中作太郎 知多郡河和村 1ヽ30 9 15.5



帆 Bサ イ ズ 帆 Cサ イ ズ 帆 Dサ イ ス
縮 尺 備 考

(4 〈1) く2) 1〕

2(6or8 47.5 地名記載な し

地名記載なし

40 5 地名記載なし

25 5 45,4 20,8 49.4

7 125 15.5 5 8 1/50

37.2 1///100

37 5 31.5 41.5 15,7 37.5 1/75
13.5 17.7 31.5 12.8 2116? 33.5 1///100

21.2 1//75

18.8 1/75
27.7

26 5 1//75

1ッ//50

1//50

ヨ響 6尋 5尋 5寸 14.6 26 5 18.5 33.3 28 5 22 5 14.6 1/ノ
/100

和メリケン帆上々

24.6 18.5 32 8 14.6 24 5 35.6 1//100 和メリケン帆仕立上り金77円

10.5 24 3 1///50

22 5 31.5 25.5 33.5 1//50 和メリケン帆

27.5 ll 22.5 18.5 12.5 19.5 1///100 和メリケン帆

19 5 32 8 14.3 35.5 1///100

14.5 23 3 10.5

10.5 18.3

13.5 22.6

20.5

23.5 姓・地名記載なし

16.3 8 19.5

28.5

9.5

23.5 10.5 19.5

16.5

115 29 5 地名記載なし

地名記載なし

1載こ

15.5

11 17.5 20 5

20.5 12.5 舶来メリケン帆和メリケン帆

16.5 13.5 25.5 136 27 5 22.5

21 5 22 5 23.5 165 12,8 19.5 31.5

24.5 125 24.5 29.5 128 25.5 20,7 32.6

18.5 32.3 14 20.5 33.8

14.3 33.5 1///100

16.5 27.5 23.5

26.5 21 5 1//100 地名記載なし

16.5 27 5 23.5 17

17.5 33.5

25.5 25.5 17.5 13.5 19 5 1///75

22.8

1///80

13.1

22.5 1///50

15 5 1///400

11 19,5 1///400

21.5 1///50

125 1///100

16.5 25.5 175
17 30.6 12.5

20 8 17.5 1//90
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船   名 人   名 会 社  名 地 名 年 月 日
A

l

御手船 大岩甚三郎 知多郡内海町 1ヽ30 3
24 手 船 塚本清人 知多郡大野町 卜130・ 3

カネ桝竹内亀三郎船 竹内亀三郎 カネ桝 知多郡大谷村 M30
三嶋久米三郎船 三嶋久米三郎 三州碧海郡高浜港 卜130・ 3

杉浦オ吉船 杉浦才吉 三州碧海郡相見村 卜130・ 3

鯉江忠次郎 鯉江忠次郎 知多郡北条村 1ヽ30・ 31 95
手船 高木廻漕店 横浜市 卜130・ 31

中村寅吉 知多郡半田町濱ヶ 卜130・ 31 1文 1丈八尺
荒嶋権之郎 荒嶋権之郎 三州 4ヽ30 3ユ 11.5

久田松次郎船 久田松次郎 知多郡樽水村 M31/ 145
熊次郎 知多郡成岩町 M31/02/17

山本実五郎船 山本実五郎 三州碧海郡新川 M31/ 1ユ

樋口元右衛門様船 樋口元右街門 美濃大田町 M31/ 12.5

澤田政次郎殿船 澤田政次郎 知多郡大井港 M31/ 12 5

新美竹松 知多郡成岩町 1ヽ31//03//06 11

沢田音吉船 沢田音吉 知多郡成岩町 M31/ 25.5 1丈 5寸

相羽太七 知多郡小鈴谷 M31/
酒井忠次郎船 酒井忠次郎 知 多 郡 半 田 M31/
鈴木長之助船 鈴木長之助 知多郡半田町 卜13 /
盛田伊助船 盛田伊助 知多郡野間村 M /
盛田手船 M31/ 26 5 ll.5

小栗参郎殿手船 卜栗参郎 知多郡半田町 M3 / 75 12.5

水野 常 助 船 水野常助 知多郡半田町 M31/
水野常助殿船 水野常助 知多郡半田町 1ヽ3 / 27.5
永国民造殿船 永田民造 知多郡大谷村 M31/ 9

順徳丸 M31/
第参号順徳九 駿州駿東郡 M31/
順徳九 M31/
カネ枡亀三郎船 亀三郎 知多郡大谷村 M31/

大橋春造 ヒ遅 M /04/23
藤松半造船 藤松半造 勢州津市 M3 /

個同人 M3 ノ//04///25 115
平野由吉 知多郡大野町 M31/ 12.5

安永次左久船 安永次左久 M3 /
宮吉九 由吉 知多郡大野町 卜13 /
永田民蔵 知多郡大谷村 M31/ 9

水野常助様船 水野常助 知多郡半田町 M31/ 27.5 11

小栗菊次郎様船 小栗菊次郎 三州セメント会社 M31/
沢田音吉 知多郡成岩町 M31/ 9

近藤助右衛門船 近藤助右衛門 知多郡上野間村 M31/ 8
金沢新太郎様船 金沢新太郎 知多郡半田町 M31/

古井仙太郎 知多郡武豊町 M31/ 9 17

盛田徳左衛門様1合 盛田徳左衛門 知多郡富貴市場 M31/
鈴木丈助様御手船 鈴木文助 知多郡半田町 M3 / 8

104 鈴木市郎平様船 鈴木市郎平 三州碧海郡新川 卜13 / 27.5 11

青木弥助 知多郡武豊町 M31/ 9

石原文吉 知多郡半田町 卜13 /
杉山冷太郎様船 杉山冷太郎 三州幡豆郡 M31/
高木丸 高木回漕店 横浜市 M31/
太神九 仁之助 志 州 M3 / 17

大神丸 佐之助 士
心 卜13 / 27.5 9

鈴木高吉様船 鈴木高吉 三州幡豆郡 M31/ 9

竹内宮三郎 知多郡乙川村 M3 /
青木縫右衛門 知多郡武豊町 M3 /

石倉文作様船 石倉文作 三,11渥美郡 M31/
荒木新一様船 荒木 新 一 三 州 K/f3 /
奈田偉次郎船 家田偉次郎 知多郡大井港 卜13 /
坂久太郎船 坂久太郎 知多郡横須賀町 M31/
大村庄太郎様船 大村庄太郎 知多郡横須管町 M31/
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帆の並びが変則

舶来メリケン弐香三番

舶来メリケン弐呑三番

出来上 り寸形メーンセール

地名記載なし
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帆
縛

ページ

番号
船   名 人   名 会  社  名 地 名 年 月 日

A

阪喜兵衛 知多郡横須賀町 M31/09/04 11.5

吉川仙造 三州大浜町字下 ノ切 1ヽ31//09//05

米吉殿船 米吉 知多郡大野町 1ヽ31ノ /09ン/16 17

山一住吉丸 庄造 東 京 h/131・ 32

住吉丸 庄 造 東京 1ヽ31・ 32 18.8

久田吉造様船 久田吉造 知多郡西阿野村 卜131・ 32

中村七助様船 中村七助 志州三ヶ所 1ヽ31 32

片山重造様船 片山重造 志州安乗村 1ヽ31・ 32

寺沢源太郎 知多郡北方村 M31・ 32

谷川半左衛門 知多郡西阿野村 卜131・ 32

森田孫助様船 森田孫助 知多郡大谷村 卜131・ 32

岩田権兵衛様船 岩田権兵衛 知多郡苅屋村 卜131 32

幸吉 知多郡北条村 1ヽ31・ 32

阿同重吉 h/131・ 32 9

133 吉田秀治郎様船 吉田秀治郎 尾州海東郡蟹江町 卜131・ 32 9

後藤柳五郎様船 後藤柳五郎 尾州海東郡蟹江町 h/131・ 32 95

粕谷高助船 粕谷高助 三州碧海郡新川湊 いン【31・ 32

高三手船 小 栗 知多郡半田町 卜131・ 32 7 12.5

金鳳九 為次郎 海東郡 卜131・ 32

梅次郎船 梅次郎 海東郡蟹江町 卜131・ 32 17.2

竹内菊次郎船 竹内菊次郎 知多郡大野町 iv131・ 32 17

杉浦嘉造様手船 杉浦嘉造 知多郡半田町 卜131・ 32 17.5

石川安吉様船 石川安吉 知多郡武豊町 卜131・ 32 9.5 17

服郡与七 知多郡武豊町 卜131・ 32 7.5

政七様船 政七 三州碧海郡高浜町 1ヽ31・ 32 11

Ю 音治郎様船 音治郎 知多郡日長村 h/131・ 32 17

中野源太郎様船 中野源太郎 知多郡武豊町 卜131・ 32

与三吉様船 与三吉 知多郡大野町 卜131 32 9

杉浦半七 知多郡武豊町 1ヽ31・ 32

酒井忠次郎様船 酒井忠次郎 知多郡半田町 卜131・ 32 9

149 共同社亀吉船 亀 吉 共同社 知多郡半田町 h7131・ 32 8

森庄之助様船 森庄之助 知多郡師崎村 Ⅲ131 32 22.5 9

馳 加藤勝次郎様船 加藤勝次郎 海東郡蟹江町 M31・ 32

聖 青木弥助様船 青木弥助 知多郡武豊町 卜131 32 12

1路 盈 小栗富次郎様手船栄七船 小栗富次郎・栄七 知多郡半田町 h/131・ 32

春吉様船 春吉 愛知郡鳴海町 1ヽ31・ 32 9

155 長田久太郎 知多郡武豊町 卜131・ 32

酒井喜代七 愛知郡鳴海町 卜131 32 22 5

酒井忠次郎様船 酒井忠次郎 知多郡半田町 h/131・ 32

問瀬藤太郎様船 間瀬藤太郎 知多郡半田町 卜131,32 7.5

佐藤浦次郎様船 佐藤浦次郎 海東郡蟹江町 lv131・ 32

石川新助様船 石川新助 知多郡中須村 卜131 32

稲吉仙五郎様船 稲吉仙五郎 三州宝飯郡西浦村 h/131・ 32

海進九 知多郡苅屋村 1ヽ31・ 32

藤三郎 Cヽ31・ 32

加藤松弐郎 熟田町 卜132//06//0ユ 8

治郎右衛門 知多郡朝倉村 M32/ 9 17.5

権七 知多郡朝倉村 M32/ 9 17.5

仙太郎 名古屋 M32/ 9 17

168 伊藤久七 勢州四日市北納屋町 M32/
清太郎 共同社 知多郡半田町 卜132ノ/06ノ//13 8

1紹Э 高吉 知多郡上野間村 M32/
82 伊藤偉七 M32/ 7.5

三徳丸 伊藤良右衛門 尾張国中島郡三條村字板倉 M32/ 9

84 幸正九 花崎富吉 志州志摩郡長岡村字片子 M32/06/16 37.5 17.5

174 三徳九 伊藤良右衛門 尾張国中島郡三條村字板倉 M32/
175 榊原清三郎 三州 卜132/06/26 17 27.5

家田偉武郎 知多郡大井村 M32/ 14

177 仲野九 知多郡樽水村 M32/08 28.5

6



住吉九は常滑という記載あ

フランジープ

7



帆
需ぺ．ジ需

船   名 人  名 会  社  名 地 名 年 月 日
A

l

仲野九 知多郡樽水村 M32/
杉山七三郎 三州相羽吉田町 M32/ 11.2

榊原常太郎 知多郡武豊町 M32/07/02 lユ

宮原鉄造 知多郡常滑町(当 町) h7132//07//05 7.5
182 神谷久太郎 知多郡八幡村字平井 M32/07ノ//09 17.5

藤 助 三州碧海郡高浜 M32/
高橋友三郎 知多郡大井港 M32/

亀盃九 知多郡古場村 M32ノ/08//14 12.5

家田偉弐郎・伊六 知多郡大井村 1ヽ32//07///12 27.5 11

共豊九 1ヽ32//08 44.6
漁船 勢州四日市 M32/

粥 平野長右衛門 三州宮 A/132//08//27

岩太郎 知 多 郡 亀 崎 町 M32/03/22 15.5
山本鉄五郎 知多郡知多郡 M32/ 12.5
水野兼助 知多郡半田町 卜132///10///03

栄吉 知多郡大谷村 M32/
194 榊原常太郎 知多郡武豊町 A/132・ 33

三井金六 知多郡武豊町 1ヽ32 33 11

中村弥助 知多郡山海村 卜132・ 33 9
197 加藤勘太郎 勢州桑名 1ヽ32・ 33 22.5

加藤勘太郎 勢州桑名 卜132 33 22.5

新知村回送店 知多郡新知村 卜132・ 33

春 吉 知多郡若松 卜132・ 33

沢田偉之助 知多郡半田町 M32 33 105
202 鈴木助太郎 知多郡坂井村 卜132・ 33

神保松兵衛 知多郡若松港 lv132 33

204 中田斎吉 知多郡内海町 1ヽ32・ 33 22 5
205 共豊九 筒井松造 1ヽ32 33

103 角一宝栄九 伊藤善造 A/132 33 19.5
沢田熊四郎 知多郡成岩町 lN132・ 33 11

丸西合資会社 知多郡亀崎町 卜132 33
104 勝之進 知多郡大谷村 卜132・ 33 6 1〕

104 家田偉弐郎 知多郡大井村 卜132・ 33 11.9
211 伊藤作次郎 M32 33 12.5

直七 尾 根 卜132・ 33 8 13.5
杉浦岩松 三州渥美郡 Iv132・ 33 95
榊原常太郎 知多郡武豊町 卜132・ 33

杉浦嘉造様手船 杉浦嘉造 知多郡半田町 1ヽ32 33

杉浦嘉造 知多郡半田町 卜132 33

丸中 順勢九 知多郡常滑 卜132・ 33 75

杉浦才吉 三州碧海郡相見村 �13233
219 林右衛門様船 林右衛門 知多郡大谷村 卜132・ 33 12.5

鬼頭久九郎 勢州桑名 卜132・ 33

喜興丸 孫七 卜132・ 33 37.5
222 間瀬栄太郎 知多郡古場村 卜132 33
223 大井弥三郎 知多郡大井 ? 1ヽ132・ 33 16.3 29,2
224 水野兼助 知多郡半田町 卜132・ 33 11

225 112 粕谷高助 三州碧海郡新川湊 M32・ 33 12.5
226 水野安太郎 知多郡日長村 卜132 33 17
227 間瀬清太郎 知多郡半田町 卜132・ 33

尾崎喜次郎 三 州 A/132・ 33

清水四郎吉 勢州一志郡六斬 1ヽ32 33 8 13.2
230 角四郎 1ヽ32,33 17

岡本伴右衛門 知多郡小野浦村 卜132・ 33
232 梶田甚右衛門 知多郡上野間 lv132・ 33 22.5 9.5
233 坂太平治 知多郡横須賀町 1ヽ32・ 33

鈴木岩太郎 豊橋下地町 1ヽ32・ 33
235 西山兼太郎 K/132・ 33
236 共豊丸 筒井松造 1ヽ32 33 8.5



皆委宛ラップ付

地名記載なし

地名の記載なし88夏 に同姓同名あり

数年の記載法が97頁 と異なるのみ

地名記載なし

地名記載なし

シッグ ホーステイ

地名記載なし

ホーセール・メンセール
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帆
解

〕
辮

船   名 人   名 会  社  名 地 名 年 月 日
ユ

237 岡本伊兵衛 M32・ 33
238 佐 造 4ヽ32 33
239 森田亀太郎 卜132・ 33

栄寿丸 K/132,33

幡豆船 西浦商会 卜132・ 33

角久 清栄丸 1ヽ32 33

岩松 三州渥美郡 卜132・ 33

鈴木芳造 1ヽ32・ 33 26.8
245 加藤松太郎 卜132・ 33 17.5

小塚八五郎 三州宮崎町 M32・ 33

山田作右衛門 海東郡蟹江町 卜132 33

森田孫助 知多郡大谷村 卜132・ 33

稲吉仙五郎 三州幡豆郡西浦村 K/132・ 33 32.5
250 西山菊太郎 卜132・ 33

長田久太郎 知多郡武豊町 h7132・ 33

2磁 124 清吉丸 春吉 知多郡半田町 1ヽ32 33 11.5

253 中川長七 知多郡半田町 1ヽ32・ 33
254 若松漁船 知多郡若松 卜432・ 33
255 石倉信次郎 M32・ 33

256 125 杉浦久吉 卜132・ 33 11.5

257 卜132・ 33
258 住吉丸 庄造 知多郡常滑町 A/132・ 33

太田喜次右衛門 三州幡豆郡 1ヽ32・ 33 12.5

阪安右衛門 1ヽ32・ 33

127 国松 1ヽ32 33

石原文吉 知多郡半田町 卜132・ 33

金作 知多郡坂井村 卜132・ 33 27.5

中川与七 知多郡半田町 卜132・ 33

冨栄丸 庄 助 卜132 33 22.5 11.5

松本新太郎 知多郡成岩町 h/132・ 33
267 安 藤 民 次 郎 岐阜市長良 K/132・ 33
268 清吉丸 春 吉 知多郡半田町 �132・ 33

藤井美吉 卜132 33

270 愛知県水産試験場 1ヽ32・ 33
271 渡辺藤太郎 尾州海西郡両国村大字三稲新田 �【32・ 33 27.5

林惣七 知多郡亀崎町 �132・ 33 27.5

273 阪太平治 知多郡横須賀町 h7132 33

274 早 川 長 三 郎 卜132・ 33
275 御手船喜興 ?九 高瀬善太郎 K/132・ 33
276 大葉伊吉 三州幡豆郡佐久之島村 卜132 33

石川吉松 三州幡豆郡 卜132 33 12.3

278 石原又吉 知多郡半田町 h4t32・ 33 12

279 稲垣金造 三州幡豆郡一色町 �132・ 33 5

板倉伊松 三州碧海郡新川町 Iヽ132 33 8

中川忠人 知多郡小野浦村 1ヽ32 33

282 間瀬宇之助 知多郡亀崎町 A/132・ 33 3

杉浦鶴吉 知多郡乙川町 M32・ 33

284 石黒高吉 知多郡須佐村 卜132 33

小林源九郎 三州幡豆郡東幡豆村 卜132・ 33

浅田岩吉 知多郡大高町 M32・ 33

287 杉山茂七 三州相羽吉田 M32・ 33

林惣七 知多郡亀崎町 卜132 33

杉浦吉三郎 知多郡乙川町 h/132・ 33
290 第三号八幡九 高木回漕店 横浜市元浜町 卜(32・ 33 5

人幡九 高木回漕店 横浜市元浜町 W132・ 33 4

292 青木市太郎 知多郡武豊町 卜132 33 1

山泉 知多郡小鈴谷村 卜132・ 33 5

神 ,孔 女 �132・ 33

295 阪田弥三郎 知多郡常滑町 卜132 33

10



人名なし。若松漁船と同寸

地名記載なし

四方アテラッ

此寸法二出来上 り

町名記載なし

A・ Bはサイズの記入なし

ホー,レ メン 記号あり

会社名、地名記載なし。矢帆



帆
絆

ペーフ

番号
船   名 人   名 会 社  名 地 名 年 月 日

A

296 石川安吉 知多郡武豊町 卜132 33

297 小川忠造 勢州一色 卜132 33

147 榊原八弐郎 知多郡武豊町 M32・ 33

杉江丸 杉江久 (九 )兵衛 三州幡豆郡幡豆村 どv133//07//03

300 山本文弐郎 三州碧海郡新川町 h7133// 4

永田文吉 知多郡坂井村 M33/ 2

302 青木忠六 知多郡武豊町 M33/ 9

柳原人弐郎 知多郡武豊町 M33/ 0

石川安吉 知多郡武豊町 卜133// 23 5 0

305 斉藤兼重 三州幡豆郡寺津村 1ヽ33//10//02 20 5

1関 小久保利兵衛 勢州神島村 K/133・ 34

307 栄福 丸 森吉 三州幡豆郡 M33・ 34

308 角谷広吉 三州大浜町 M33 34 9

155 平松栄太郎 知多郡朝倉町 卜133・ 34

近藤為吉 知多郡 1ヽ33・ 34

喜三兵衛 知多郡常滑町 M33・ 34

成田梅次郎 海東郡 卜133 34

313 豊田屋 卜133 34 175 7.5

渡追国大郎 知多郡大井港 卜133・ 34 125
直七 知多郡八幡村 トン133・ 34 16.5

316 杉浦熊太郎 知多郡成岩町 卜133 34

清水四郎吉 勢州一志郡六斬 卜133 34 ll

仲茂左衛門 海東郡小野山新田 !v133 34 12 21

319 加藤政左衛門 加呂登 lv133・ 34

320 三五郎 知多郡常滑町 Iv133・ 34 23 5
321 大岩甚三郎 知多郡内海町 卜133 34 25.5

163 鯉 江 角 之 助 知多郡半田町 h/133・ 34

323 夏目芳太郎 知多郡野間村 �133・ 34 13

稲垣金蔵 三州幡豆郡一色 1ヽ33・ 34 11

音吉 (三 浦 ) 知多郡常滑町 ? K/133・ 34

326 平阪清九郎 知多郡武豊町 1ヽ33・ 34 11

327 粕谷高助 三州碧海郡新川湊 Cヽ33・ 34

328 竹内福次郎 知多郡乙川 1ヽ33・ 34 9

山 卜船 卜133・ 34 22.5

沖茂左衛門 海東郡小野山新田 1ヽ33・ 34

五右衛門 1ヽ33・ 34 13

332 卜川忠蔵 勢州冨田一色 卜(33・ 34 17.5

大井弥三郎 いy[33 34

吉田秀次郎 海東郡蟹江町 卜133 34 9 172
335 早川光太郎 知多郡古見町 卜133 34

加藤常右衛門 名古屋 !v[33・ 34 22.5 9

337 黒野弥助 三州相羽吉田 lv133・ 34

338 川村与三松 米藤回漕店 勢州桑名片町 1ヽ33・ 34

竹内新三郎 勢州一志郡六斬 卜133・ 34 32.5
172 金沢新太郎 知多郡成岩町 M33・ 34

丸中 伊勢九 知多郡常滑町 卜133 34

後藤柳五郎 海東郡蟹江町 1ヽ33 34

174 伊藤文弐郎 知多郡大高町字高見 M33・ 34

森 下 久 右 衛 門 知多君[貪鷺野ホ寸 卜133・ 34 1〕

出口庄太郎 知多郡半田日r h133 34

片山駒吉 志州志摩郡千賀 1ヽ33・ 34

347 177 間瀬新三郎 知多郡亀崎町 1ヽ33・ 34

浅野安太郎 知多郡内海町 卜(33・ 34 12.5

山下梅吉 知多郡須佐村 卜133・ 34 15.5

180 丸中 順勢九 長次郎 知多郡常滑町 卜133・ 34 175
渡辺忠五郎 海西郡両国村三稲 !v134ノ//08///09

352 佐藤安次郎 勢 州 ア マ ガ ス カ 卜134・ 35 10

353 182 小栗参郎様手船 卜栗参郎 知多郡半田町 泄v134 35 11.5

辰 之「 愛知郡柴田村 卜134・ 35
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サ イ ズ

外寸之立切、内寸之出来

書 き方が変わる

書き方もどる

姓、国名記載なし

地名記載なし

姓、地名記載なし

ホール・メン。異形

地名記載なし

地名記載なし

地名記載なし
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眺
鍔

ページ

番号
船   名 人  名 会  社  名 地 名 年 月 日

l

杉浦宇作船 杉浦宇作 三州渥美郡 卜134 35

356 高橋和三郎 三州渥美郡 卜(34,35 11.5

357 森喜六 勢州四日市南大井川 1ヽ34・ 35

小林仙吉 三州幡豆郡松木島 卜134・ 35

源助船 源助 知多郡大谷村 1ヽ34・ 35

岩間米治郎 h/134・ 35

高山藤太郎 知多郡半田町 卜134・ 35

杉江弥太郎 愛知郡 (本郡)柴田村 h/134・ 35

190 永田藤助 三州大浜町 卜434・ 35

井上半兵衛 知多郡多屋村 卜134・ 35

宝光九 伊之吉 知多郡亀崎町 1ヽ34・ 35

谷川重太郎 知多郡常滑町中戸 卜134・ 35

367 194 岩田豊三郎 知多郡苅屋村 卜134・ 35

柳原房次郎 知多郡成岩町 1ヽ34・ 35

春吉 知多郡半田町 1ヽ34・ 35

370 伊藤庄兵衛 勢州桑名 1ヽ34・ 35

森下久右衛門 知多郡熊野村 卜134・ 35 9

372 九十 住吉九 庄造 知多郡常滑町 卜134・ 35

373 旭九 常五郎 知多郡大谷村 卜134・ 35

374 成田梅治郎 海東郡蟹江町 M34・ 35 11

375 丸十 住吉九 庄造 知多郡常滑町 卜134 35 24.5

376 三浦音吉 知多郡常滑町 ド134・ 35 105
伊藤清造 勢州桑名 A7134・ 35

378 川合常治郎 知多郡内海町 A/134・ 35

379 201 小栗重太郎 知多郡半田町 卜134・ 35 ll

石川種吉 勢州雲津 1ヽ34・ 35 12.5

202 間瀬勇作 知多 郡 亀 崎 町 ふX34・ 35

202 岩瀬忠造 卜134・ 35

柴春彦助 志摩濱島港 M34・ 35

203 杉浦熊太郎 知多郡成岩町 1ヽ34・ 35

204 岩瀬忠造 卜134・ 35 20.5

204 小林仙吉 卜134・ 35 23

204 直七 知多郡人幡村 卜134・ 35

204 彦重 卜134・ 35 17 125
389 204 卜134・ 35

徳吉丸 弥左衛門 志州志摩郡千賀村 N/134・ 35 35.5

水野千代太郎 卜134・ 35 11.5

392 207 内田梅吉 知多郡内海町 K/134・ 35 25.5

393 原田七松 三州苅谷町字緒川 卜134・ 35 ll

聞瀬栄次郎 知多郡古場村 卜434 35 14.5

209 杉浦久吉 N/134・ 35

鈴木七松 卜134・ 35 12.5

397 岩間末 ?次郎 卜134・ 35

210 勢生九 岩次郎 卜134 35

時 次 郎 知多郡武豊町 1ヽ34・ 35

勝崎鯉之助 知多郡日長村 A/134・ 35

冨田嘉六 三州渥美郡 M34・ 35

秀 吉 丸 秀次郎 海東郡蟹江町 M34・ 35

213 大栄社 知多郡武豊町 h/134・ 35

213 山本時次郎 三州渥美郡 M34・ 35 27.5

405 深見甚七 三州松木島村 ふ近34・ 35

楠次郎 知多郡半田町 1ヽ34・ 35

勢生丸 岩次郎 1ヽ34・ 35

408 松本岩太郎 知多郡常滑町 1ヽ34・ 35

竹内庄太郎 知多郡乙川 1ヽ34・ 35

竹内安次郎 知多郡乙川 卜134・ 35 9 1丈 5尺

217 /1ヽ 島音 次 員Б 知多郡日長村 卜134・ 35

角谷由造 三州碧海郡新川 卜134・ 35

金作 知多郡古場村 M34・ 35 11.5
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帆 Bサ イ ス 胡 Cサ イ ズ 帆 Dサ イ ズ
縮 尺 備 考

〈1〉 l 1

24.5 13.5 16.5 30.5 13.5 31,8

27 5

18.5

23.ユ 13.2 22.8 17.3 12.6 23.8

18.5 11.5 23.8 1//45

24.5 19.5 16.5 25,8

15.5 26.5 19.5 33.8 27.3 35.3

14.5 29 5 B、 C帆の上に書き込みあり

15.5 26.5 17.8 33.5 27.5 23.5

21.5 27.5

23.5

9 9 12.5

1//40 地名記載なし

42.5 地名記載なし

28.7 17 36 5

24.5

21.5 125 20.5 15 5 26.5 21.5 17.5 27.5

30.5 17.5 28.5 18,8 36 5 40.5

7 173

31.5

24.5

29 5

29.5

17.5

17

客之 ? 写し印

17.5 18.5 17.5

15.5 24.8

21.5 20.5 26.5 21.5

175 12.5 29.5 知多郡 ?

32.5 姓記載なし

17 26.3 名は未次郎か ?

17.5

14 23.5 15.5

28.5 16.5 26.5 18.5 34 5 27 5 23.5 36.5

175 27.3

26.5 28.5

21.5 友、 写しの印

185 29.8 13 31 5 写しの印

27.5 12.5 22.5 写しの印

写 しのF「

22.8 写しの印

22.3 写しの印

写しの印

10.5 10 5 写しの印

12.5 17.5 写しの印

24 5 写 しの 印
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帆
需ぺ．ジ需

船   名 人  名 会  社  名 地 名 年 月 日
A

(1)

4 金沢 新 太 郎 知多郡成岩町 �134 35

5 古川文次郎 知多郡苅屋村 卜134・ 35

6 鈴木嘉重 卜134 35

4 7 西本定次郎 知多郡大野町 卜134・ 35

8 荒川安弐郎 三州幡豆郡西崎村 lv134・ 35

9 222 内田茂助 知多郡内海町 卜134・ 35 27 5 lユ

城山金之助 志州志摩郡長岡村大字千賀 卜134 35 12

421 大泊亀吉 知多郡大泊 h135//03 ll 185
山本彦人 知多郡須佐村 A/135

423 祈戸長助 知多郡篠島 1ヽ35

橋本小六 知多郡大井 卜135 13.5 25.5

425 本田未吉 知多郡成岩町字北荒 1ヽ35

426 226 森本助右衛門 A/135 17.5 145
227 阪井増吉 知多郡朝倉村 卜135

227 金兵衛 日東 知多郡朝倉村 卜135 22 5

228 青木市太郎 知多郡武豊町 卜135 115
加藤照吉 三州碧海郡高浜 卜135 19.5

228 服部周吉 海東郡蟹江町船入 A/135

229 井上勘弐郎 知多郡多屋村 M35/04 27.5 11

間瀬勇作 M35 36 125
230 鯉江小太郎 1ヽ35'36 19 5

天木長助 1ヽ35,36 10

436 232 榊原又兵衛 知多郡常滑町北条 卜135・ 36 9

437 233 山本亀吉 三州碧海郡高浜 h/135 36 17.5

神谷初太郎 三州碧海郡相見村 卜135'36 9 15

小山冷太郎 知多郡大野町 卜135 36 9

青山由太郎 三州碧海郡高浜 卜135・ 36 9

桑名回送合資会社 42t州 桑名 卜135・ 36

酒 井 喜 代 七 愛知君[1毒おけ本寸 1ヽ435 36 28 5 12.5

奈田藤九郎 知多郡豊浜村 1,135 36 25.5 11

杉浦久吉 三州渥美郡清田村 卜135 36

伊藤勝造 三州渥美郡 卜135・ 36 13 5

大岩甚三郎 知多郡内海町 卜135・ 36 115
梅倉伊松 三州碧海郡大浜 1ヽ35 36

448 240 小林弥右衛門 三州幡豆郡衣崎村松木嶋 卜135 36 13.5

小林金四郎 三州幡豆郡衣崎村松木嶋 卜135。 36 11.5

小林金四郎 三州幡豆郡衣崎村松本嶋 h135・ 36
/1ヽラミ希日三三貞卜 知多郡半田湊 卜135・ 36

角谷平造 三州碧海郡新川町 卜135'36

神谷初太郎 三州碧海郡相見村 1ヽ35 36 95
454 角豊松 知多郡内海町 卜135・ 36 155

山下梅吉 知多郡中須村 卜135,36

456 山本俸造 勢州冨田 4ヽ35 36 8

245 水野兼助 知多郡半田町 唖ヽ35 36 12.3

永田金兵衛 知多郡大谷村 卜135・ 36

256 山本忠作 三州宝飯郡三谷村 卜135・ 36 37 5

460 256 小林弥右衛門 三州幡豆郡衣崎村 llT35 36 155
蟹江伊之助 知多郡荒尾村 M35 36

462 258 鈴木藤重 三州幡豆郡衣崎村字千問 1ヽ135'36 22.5

463 259 岩田甚作 知多郡苅屋 1ヽ135・ 36 9 15

259 青木幸治郎 知多郡日長村 h/135・ 36 155
465 259 国太郎 知多郡大井湊 卜135 36 12.5

平松品吉 三州碧海郡新川 卜135 36 1文

益吉九 弥兵衛 知多郡大高 K/135・ 36 13.5

吉川房治郎 知多郡半田町 A/135 36

三州渥美郡清田村 lN135 36 13 25 5

470 263 林曽市 知多郡亀崎町 1ヽ35・ 36 125
沢田忠右衛門 知多郡樽水村 卜135・ 36 12.5

新居菊三郎 知多郡樽水村 卜135'36 27 5 11
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写しの印、地名記載なし

大泊は地名か ?

写しの印・ホーセール

地名言己載なし

地名は、右同所と記載

地名記載 な し
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帆
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ページ

番号
船  名 人   名 会  社  名 地 名 年 月 日

A
1

弐号 間瀬栄太郎 知多郡古場村 1ヽ35・ 36

474 268 石 川 兵作 三州碧海郡新川町 h135 36

浅井重太郎 知多郡八幡村 h/135,36 22.5

270 水谷徳松 勢州桑名 M35,36
477 270 稲生利助 知多郡富貴村 1ヽ35・ 36

270 阿吉b惣十貞Б 海西郡十四山村字カメ岸寺 卜135・ 36 9

樅山角太郎 三州碧海郡新川町 h135・ 36 27 5

杉浦岩松 三州渥美郡 1ヽ35 36

272 平野文太郎 知多郡半田町 卜135。 36 12.5

482 273 山本竹治郎 知多郡新知村 1ヽ35・ 36

角谷由造 三州碧海郡新川 卜135・ 36

484 274 高橋忠造 海西郡十四山村字白部 1ヽ35 36 11

石川喜之助 三州碧海郡大浜 1ヽ35,36

大塚庄六 三州平坂 卜135,36 11

487 276 1完次郎 三州碧海郡吉浜村 1ヽ35'36

276 平松品吉 三州碧海郡新川町 卜135・ 36

276 美濃船 卜135 36 7

村田長太郎 知多郡常滑町北条 卜135,36

松本新太郎 知多郡成岩町 卜135'36

279 杉浦岩松 三州涯美郡 1ヽ35'36

279 岡田平右衛門 三州幡豆郡吉田村字高瓦 1ヽ35・ 36

早川清九郎 勢州冨田 K/135,36

杉浦才吉 三州渥美郡清田村字折立 1ヽ35,36

282 角一 宝栄丸 知多郡常滑町 1ヽ35'36

282 壱号 出口庄太郎 知多郡半田町 1ヽ35 36

細 川 捨 松 知多郡日長村 A/135・ 36 9

三井金六 知多郡武豊町 K/f35,36

283 出口庄太郎 知多郡半田町 h/135'36

1可合常 1台郎 知多郡内海町 卜13536
柴田竹松 三州幡豆郡一色町 1ヽ35 36

谷川重太郎 知多郡常滑町中戸 卜135 36 ll

504 大塚庄六 1ヽ35・ 36

505 中川六郎左衛門 三州幡豆郡衣崎村松木嶋 卜135・ 36

286 `脱 ヤ台貞Б 知多郡人幡村 卜135 36 9

谷川重太郎 知多郡常滑町中戸 1ヽ3536
508 288 永井勇太郎 知多郡緒川村 卜135,36

伊東柳五郎 海西郡両国村 卜135'36

桑名回漕合資会社 勢州桑名 卜135 36

出口庄太郎 知多郡半田町 卜135,36

山口利助 知多郡朝倉村 卜435,36

513 内田利吉 知多郡内海町 卜135 36

生田清治郎 三州碧海郡棚尾村 !v13536 17

春吉 知多郡半田町 A/135・ 36

516 293 井上三右衛門 知多郡大野町 M35'36
平松品苦 三州碧海郡新川町 4ヽ35・ 36 9.5

293 人三郎 知多郡樽水村 1ヽ35・ 36

519 294 加藤兼吉 1ヽ35,36

520 永井勇太郎 知多郡緒川村 卜135'36

杉浦岩松 三州渥美郡 h/435 36 27.5

522 295 花内若太郎 h/135・ 36 11

295 生田清治郎 三州碧海郡棚尾村 h/135・ 36 11

524 295 青木三作 三州渥美郡福江町 4ヽ35・ 36

296 出口庄太郎 知 多 郡 半 田町 4ヽ35,36

角谷広吉 三州碧海郡新川 1ヽ35,36

527 296 杉浦嘉造 知多郡半田町 卜135'36

528 297 内田梅吉 三州宝飯郡蒲郡字府相 h/135 36

平松品吉 三州碧海郡新川町 1ヽ35・ 36

530 孫三郎 知多郡朝倉 卜135・ 36

53ユ 沢田孫八 知多郡成岩町 hl135・ 36
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地名記載なし

地名は北条村と記載

桑名の地名言己載なし

地名記載なし
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帆 ぺ一ッ需
船   名 人  名 会  社  名 地 名 年 月 日

帆   A
等芳

532 奥田音吉 知多郡豊浜村 卜135 36

533 299 加藤辰治郎 勢州桑名郡長島村字大嶋 1ヽ35 36 ll.5

稲吉仙五郎 三州幡豆郡西浦村 卜135,36 17.2

535 300 市 川 安 太 郎 1ヽ36//05/20

杉浦仙松 知多郡半田町 1ヽ36

537 302 黒柳典平 三州碧海郡新川町 M36/06/05 27.5 ll

538 303 杉山七三郎 三州幡豆郡吉田村 卜136//06//05

吉川春之助 知多郡日長村 卜(36 27 5 11

540 1可合常マ台貞Б 知多郡内海町 M36 11

306 角谷安太郎 三州碧海郡大浜町 M86/06/19 115
542 鈴木六太郎 三州田原町 卜136///06///21

杉本七之助 知多郡小鈴谷村 卜136 12.5

544 加藤作太郎 三州幡豆郡吉田村 iv136 ll.5

安田栄吉 勢州桑名 ,v136 15 5

平松彦兵衛 知多郡人幡村 1ヽ36 165
岡本伴右衛門 知多郡小野浦村 1ヽ36 125

548 石原文吉 知多郡半田町 4ヽ36

549 庄 七 前田一色 卜136//07/08 13

550 天木長助 lv136 12.5

312 旭九 常五郎 知多郡大谷村 1ヽ36

豊倉屋手船 豊倉屋 知多郡成岩町 1ヽ36

553 山下清太郎 知多郡大井村 卜436

314 桶金廻漕点 勢州桑名片町 A/136 11.5

森友吉 愛知郡鳴尾村字伝馬 1ヽ36 115
556 315 杉山七三郎 三州相羽吉田村 lx136 12.5 23 5

557 315 城重太郎 海東郡 ?村 ?町 K/136///07//30

出口庄太郎 知多郡半田町 卜136ッ //08ノ //05

559 中村五三郎 知多郡中須村 1ヽ36

317 田中作太郎 知多郡富貴村 卜136

561 家田国太郎 知多郡大井村 卜136ノ//08ッ//28

竹内紋之助 知多郡緒川村 rv136

古川権兵衛 知多郡苅屋村 卜136

鈴木伊助 知多郡小鈴谷村 卜136

565 家田偉治郎 1ヽ36 24 5

322 田中吉平 三州渥美郡田原町 卜436

567 間瀬新三郎 知多郡亀崎町 〕v136

568 山下藤造 知多郡豊浜村 卜136

服部作市 勢州桑名郡木曾崎村字福崎新田 卜136 22.5
570 平松品吉 三州碧海郡新川町 卜136

竹内庄吉 知多郡大谷村 卜136 37 5
572 吉之助 志州賀田与 ?村 1ヽ36

573 326 尾崎幸作 三州宝飯郡西浦村 卜136

327 長田藤助 三州碧海郡大浜湊 M36 13

575 七兵衛 知多郡大谷村 N/186//10///13 105
576 杉浦善造 知多郡亀崎町 卜136//10//19

樅山高治郎 三州碧海郡新川町 卜136//10//23

578 稲吉仙五郎 三州宝飯郡西浦村 卜136 11.5 175
579 尾崎幸作 三州宝飯郡西浦村 1ヽ36 17

出口庄太郎 知多郡半田町 卜136

花井松造 海西郡両国村末広新田 M36
332 渡辺時次 三,11渥 美郡 1ヽ36/11/08

佐藤孫吉 海西郡佐屋村 卜136 23 5

久田彦市 知多郡西阿野村 卜136 25.3 11

585 加藤照昔 三州碧海郡半高村 M36/11/02 11.5

山本忠作 三州宝飯郡三谷町 1ヽ36/11/05
587 336 山本栄太郎 知多郡人幡村 卜136 7.5

内山菊次郎 知多郡人幡村 卜136

336 竹内岩治郎 知多郡亀崎町 卜136

590 337 杢兵衛 雰き女日残稲丹専炉君ホ寸 卜136 215 9
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5/20と あり

6/19と あり

6/21と あ り
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帆
需

ページ

番号
月合  名 人   名 会  社  名 地 名 年 月 日

A

l

337 柴田菊松 知多郡内海町 卜136 23 3

忠兵衛 知多郡内海町 M36/11/15
大西吉之助 志州長岡村大字賀田平 X/136

森田吉之助 知多郡半田町 1ヽ36 125
直 入 知多郡亀崎町 M36

596 角谷由造 三州碧海郡新川 卜186 11.5

角谷由造 三州碧海郡新川 M36
598 九七 神勢丸 知多郡常滑湊 卜136

342 平松治郎右衛門 知多郡朝倉村 卜136 7.5

平松悦太郎 知多郡八幡村 卜136 75

水谷甚造 勢州桑名 h/136

水谷甚造 勢州桑名 1ヽ36

菊治郎 知多郡大野町 卜136

604 出口庄太郎 知多郡半田町 K/136//12//02

出口庄太郎 知多郡半田町 M36/12/28
606 中野種吉 知多郡古場村 卜137///01///03 11

田中愛治郎 知多郡豊浜村 1ヽ37 11

竹中仁三郎 知多郡大府村 M37/01/13
348 酒井芳兵衛 知多郡緒川村 卜(37 ll

伊東醤油店 M37
庄太郎 知多郡亀崎町 1ヽ37 12.5

米橘商店 知多郡大野町 M37/01/25 22 5

山本菊太郎 知多郡朝倉村 1ヽ37

350 牧原吉三郎 三州宝飯郡西浦村 hl137

平松品吉 三州碧海郡新川 卜137

加藤実太郎 知多郡布土村 卜137 9

井上勝三郎 知多郡多屋村 M37 8

渡辺権吉 A/137 26.5

中野種治郎 知多郡古場村 卜137 7

長治郎 知多郡大谷村 1ヽ37 9

352 中戸権三 A/137 12.5

622 鈴木音吉 三州宝飯郡蒲郡町字村相 (ヽ37

623 猶右衛門 知多郡大谷村 卜137

624 知多郡人幡村 Ⅲ137

354 幸三郎 知多郡大野町 M37
626 伊藤彦八 海西郡十四山村押萩 卜137

627 浅田半治郎 知多郡大高村 卜137

355 柳原房治郎 知多郡成岩町 M37 11

629 竹内佐治右衛門 h137

356 松下半治郎 知多郡半田町濱ケ 卜137 27.5 1ユ

357 庄作 三州碧海郡新川町 1ヽ37

632 357 加藤文造 知多郡朝倉村 1ヽ37

633 358 山本勝三郎 三州碧海郡新川町 M37
平野松治郎 知多郡布土村 〔ヽ37

浅野勝治郎 知多郡内海町 A/137

野口山藤吉 Ⅲ137 9

伊藤徳右衛門 中鳴郡六輪村 卜C37

362 鈴木惣助 三州幡豆郡西崎村 1ヽ37 27.5 11

近藤甚造 勢州桑名郡赤須賀村 卜(37 8 14

鈴木常五郎 知多郡成岩町 1ヽ37

森田孫助 知多郡大谷村 1ヽ37

363 平松品吉 三州碧海郡新川町 1ヽ37

渡遷権四郎 勢州冨田 1ヽ37 7

中村倉吉 知多郡半田町 hl137 11.6

山セ 大栄九 竹治郎 h/137 18.5

村田長太郎 知多郡常滑町 Ⅲ137//09//12

村田長太郎 知多郡常滑町 卜137

尾の内権七 知多郡八幡村尾根 卜C37

野々山竹松 三州碧海郡吉浜 卜137
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サ イ ズ

地名記載なし

地名記載なし
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眺
需

＼―ジ

番号
船   名 人   名 会  社  名 地 名 年 月 日

A

桶金回漕店 勢州桑名 卜137 123
天神九 長ヤ台貞Б 知多郡成岩町 卜137

衣川孫右衛門 海西郡十四山村 h7137

永田国三郎 知多郡上野間村 卜137 8

654 山口岩太郎 知多郡朝倉村 M37
655 早川忠太郎 知多郡朝倉村 h437 75

杉浦嘉蔵 知多郡半田町 1ヽ37 22.5
657 370 伊沢弥一 三州碧海郡新川町 卜137

658 間瀬作右衛門 知多郡亀崎町 K/137

372 間瀬作右衛門 知多郡亀崎町 卜137

660 明壁文左衛門 知多郡大谷村 h137 ll.5

373 杉浦実治郎 三州渥美郡 卜137

662 共豊丸 手船 知 多 郡 半 田町 卜137

373 大嶋春苦 知多郡半田町 1ヽ37

373 山本菊五郎 知多郡坂井村 卜437 9

665 374 加藤戸苦 三州碧海郡新川町 h/137

374 鈴木音吉 三州宝飯郡蒲郡町字村相 A/137

375 仙太郎 知多郡熊野村 卜(37

南菊松 志州志摩郡千賀湊 卜137

略川竹治郎 知多郡半田町 M37/12/02
670 近藤増太郎 三州碧海郡大浜町 K/137・ 38 13

671 377 山下兵松 知多郡豊浜町 Ⅲv137 38

672 377 月東由太郎 知多郡朝倉町 卜137 38 75 13

673 森下伊三郎 知多郡常滑町北条 卜437・ 38 1ユ

378 小栗重太郎 知多郡+田町 !ν137・ 38

379 鈴木松助 M38/02/24
676 小栗重太郎 知多郡半田町 M38/02/24 5

677 379 神谷林松 三州碧海郡元苅谷村 卜433//02//24 8 12.5

神谷林松 三州碧海郡元苅谷村 卜138//02//24 135
679 横井春吉 愛知郡鳴海町 卜138 11

伊藤柳吉 知多郡布土村 卜138//02//28

成田梅治郎 海東郡蟹江町 卜138 13

682 平木松治郎 三州桑名郡七取?村大字香取 M38/04/22
384 竹村九  手船 竹村仁平 知多郡常滑町 M38/04

竹村丸  手船 竹村仁平 知多君【常滑町 卜138///04

685 竹村九  手船 竹村仁平 知多郡常滑町 卜438//04 33.6
387 三浦徳太郎 三州宝飯郡麻管 ?村字津田 M38/04/09

687 杉浦嘉造 知多郡半田町 卜138

688 388 角谷由造 三州碧海郡新川 トン生38

内田熊治郎 知多郡内海町 M38/髄/14 15.5

690 倉橋高造 三州宝飯郡麻管 ?村字津田 卜138

大岩半蔵 知多郡野間村 卜138//05

692 吉三 郎 知多郡古場村 小′「38 20.5 7.5

693 九十 住吉九 知多郡常滑町 卜138

392 大竹清作 三州幡豆郡幡豆村 卜138

695 重兵衛 知多郡武豊町 卜138

696 393 天津 丸 山下長治郎 卜138/06/10 28.2 21.7

394 竹内松太郎 卜138

徳 蔵 三州田原 卜138/06
699 上山七蔵 知多郡内海町 卜138 9.5

395 九岩 竹内商店 知多郡成岩町 卜138///07///23

395 青木弥右衛門 知多郡武豊町大鷲 �生38 11.5

396 森冨治郎 岐阜県羽島郡下羽栗村大字米野 W[38/08//02 11 17.85

山本利七 知多郡豊浜町 M38/08/18 12.5 22.5
704 山本寅吉 知多郡豊浜町 1ヽ38 12.5 22.5

397 山田熊吉 知多郡豊浜町 �【38/08//23 17

柿田友右衛門 卜138 13.5

397 旭九 常五郎 知多郡大谷村 M38
708 397 信吉九 和助 知多郡亀崎町石橋 1ヽ38
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サ イ ズ

地名記載なし

右同人とあり

地名記載なし

地名記載なし

地名記載な し

出来上り寸法

異形、台形。4尺 5寸上り。6寸 5歩上り。
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帆
縛

ページ

番号
船   名 人  名 会  社  名 地 名 年 月 日

A

渡辺時治 三州渥美郡 1ヽ38

398 青木市太郎 知多郡武豊町 h/138 11.5

石原藤松 知多郡成岩町 卜138//09//25

内藤繁松 三州碧海郡吉浜村 h/138//09/30 9

田中吉平 三州渥美郡四原町 卜138//10//02

399 山口弥太郎 知多郡朝倉村 1ヽ39///02///24

715 399 久野作右衛門 卜138・ 39 7

竹内辰弐郎 知 多 郡 半 田 町 M39/骸/24
石原藤松 知多郡成岩町 卜438,39

大嶋 春 吉 知多郡半田町 トン【38//10ノ //28

鈴木惣助 三州幡豆郡西崎村巨海 h/138//10//27

杉浦嘉造 知多郡半田町 M38/10/30
新美徳太郎 知多郡亀崎町 卜138ッ/11//05

722 久野清左衛門 知多郡名和村 A/138//11//05

三嶋米太郎 三州碧海郡高浜町 M38/11/10 20.5
724 403 角一 宝栄九 卜138//11//09

725 404 阿部惣十 海西郡十四山村大字亀ヶ地 h/138//11///07

間瀬辰三郎 1ヽ38・ 39 12.5

727 406 水野奥三松 知修身君卜緒)‖オす M38//11//30 8

728 山本仁左衛門 知多郡豊浜村 1ヽ38・ 39 125
729 作重 米屋作童 知多郡成岩町 M38/O1/03
730 408 高 三 商 店 知多郡半田町 M39/01/11 12.5

松次郎 桶金回漕店 勢州桑名町片町 卜138//12//27

732 人三郎 知多郡樽水村 h/138・ 39 33.2

733 井野坂弐郎 三州碧海郡元苅谷村 lv138 39 12.5

734 杉浦音松 三州碧海郡元苅谷村 M39/02/03 12.5

丸寅 船 M39/01/30 13.2

736 鈴木安苦 三州宝飯郡三谷町 M39/02/04
松下治 ?太郎 知多郡半田町浜 ケ M39/02/1ユ
鈴木嘉助 三州幡豆郡一色町 い,139//02//10 ll

739 高須武助 三州幡豆郡一色町 1ヽ39 11

412 加藤梅吉 三州幡豆郡一色町 Ⅲ139 11

4 3 天津丸 山下長弐郎 Ⅲ139//02//14 17.7

742 3 人三郎 知多郡樽水村 A/139 17.7

743 4 4 金森 知多郡大谷 1ヽ39ノン/03///06

744 4 4 間瀬栄弐郎 知多郡古場 M39/03ッ//12

745 5 日比広吉 知多郡内海町 卜139//03//10 14.5

746 4 7 角三 角三郎船 角三郎 必ン【39

747 4 7 稲葉金二郎 知多郡常滑町 M39/03/ 3

4 8 九共 澄吉九 h139///03/// 2

420 杉江嘉左衛門・柿]喜人 知多郡常滑町 卜139//03// 3

磯村浅吉 三州碧海郡元苅谷村 M39/03/ l 8 12.5

高須彦造 三州幡豆郡一色町 W139

752 大岩文吉 知多郡大谷村 卜139//03//21

753 422 家田和三郎 知多郡内海町 卜139///01ノ //27 27.5
754 間瀬清 ?太郎 知多郡半田町 M39/03/22
755 童兵衛 知多郡武豊町 M39/03/29 9

756 大形角太郎 知多郡常滑町 卜139ノ//04ノ//07 7.5

757 山口理助 知多郡新知村字朝倉 M39//04//03
758 425 澄吉丸 1ヽ39//04//09

759 大岩文吉 知多郡大谷村 (ヽ39

760 426 澄吉九 �【39

伊藤柳五郎 海西郡両国村 ? 1ヽ39

427 磯部長太郎 知多郡大府村 1ヽ39//04//12

高須金太郎・高須也以?方 知多郡亀崎町 A/139//04//18 14

428 鈴木弥七 三州大浜町 M39/04/19
杉浦藤吉 三州西端 卜139//04//22 115

428 松本豊松 三州豊橋 1ヽ39//05//21

杉浦オ吉 三州碧海郡相見村 卜139//04//23 39.3
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胡 Bサ イ ズ 帆 Cサ イ ス 帆 Dサ イ ス
縮 尺 備 考

(1〉 1

15.5 23.5 古帆表・地名記載なし

30.5 メ ン

18.5

30 5

11.5 16.5 古

14.5

後からの書き込みか ?

12.5 18.5 古帆

24.5 メ ン

古

26.5 表

23.5

105 22.5 11

26.5 28 3

42.5

21.5 13 29 5

27.5

16.5 11 17.5 16.5 11 18.5 16.5

16.3 27.5

反

26.5 表

12.5 12.5

26.5

105 17 13.5 11.5 18.5

10.5 17 13.5 11.5 18.5

24.5

26 5 ホール

ステー

39,3

31,7 40 3 17.5 33.8 20.5 46.5 古・ステー・メン 古松江 ?

31 5 ンブ 姓記載なし

33.3 15.5 23 5 35.8 ホール・メン

37.5 17 31.3 18.5 28.5 31.8 37.5 185 41,7

24 5
0番・壱番。メンセール

175 35.2 40.8 地名記載なし

10.5 17.5 13.5 11.5 185

18.5 33.5 16.5 28.5 24 5 38.5

23 5 28.2 30.5 古 古メリケン

24.5 メ ン

18.5 表

23.5 13.5 22.5 13.5 23.5 31.5

50,7 表

29.5

伊 東 ?

21.5 23.2

29.5 ホール

165 ホール

25.5 ホール

28.3 ホール

31.5 30.5 1/75
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帆
解

ペー|

番号
船  名 人   名 会  社  名 地 名 年 月 日

帆  A

永田藤助 三州碧海郡大浜 卜139 1文2尺

鯉江角之助 高三倉庫部 M39/04/24 ll

常助船 常助 高三商店 Ⅳ【39

天津九 山下長弐郎 さ′【39 32.5

772 間瀬栄弐郎 知多郡古場村 卜139//04//30 27.5

773 大岩喜作 知多郡豊浜町須佐 卜139

内田熊弐郎 知多郡内海町 ふた39ッ//05ノ//20

775 諸戸藤吉 加呂登 �139//05//19

杉浦皆蔵 三州碧海郡大浜町 M39/05/2〕 13

777 桶金回漕店 勢州桑名郡桑名町 1ヽ39//05//2ユ

437 杉浦嘉造 知多郡半田町 1ヽ39//06//0ユ

藤井茂兵衛 紀伊国 M39/06/02 165
石川信 三州碧海郡新川町 卜139ノ /06//05 125

438 偉 七 勢州アカスカ 1ヽ39 9

目東鍬弐郎 知多郡人幡村字朝倉 M39/06/08 13

江口紋四郎 知多郡野間村 卜139//06//08 9

原 十 知多郡常滑町 卜139

手船 加藤久吉.平松太三郎 三州碧海郡新川町千福村 卜139//06//14

786 442 権田重吉 知多郡大野町 N(39//06//13

諸戸久五郎 加呂戸 1ヽ39 10

788 444 日比良吉 知多郡内海町 M39/06/16 8

789 石川憑作 三州碧海郡新川町字松江 卜139

790 446 佐藤浦弐郎 海東郡蟹江町 卜139//07//07

446 稲垣岩弐郎 三州幡豆郡一色村間浜 卜139//07//11

792 石原藤松 知多郡成岩村 1ヽ39

793 平松品吉 三州碧海郡新川町 1ヽ39//07//14

古川長右衛門 知多郡苅屋村 K7139//07//15

795 杉浦嘉蔵 知多郡半田町 卜139

796 平川嘉一 三州渥美郡田原町 M39//07//17

長阪嘉之助 三州棚尾村 卜139//07//25 7.5

石川倉吉 愛知郡笠寺村 卜139/07//28
799 杉浦実弐郎 三州渥美郡 卜139//08//0ユ

鈴木文作 三州幡豆郡東幡豆村字須崎 〕v139//08//01

453 黒宮七次郎 米藤回漕店 勢州桑名片町 K/139//07//29

森下久右衛門 知多郡熊野村 1ヽ39//07//30 9

455 角谷由蔵 三州碧海郡新川町 M39/08/01 ?.5
804 住吉九 御手船 杉江嘉左衛門 知多郡常滑町 1ヽ39ッ /10//01

旭九 常五郎 知多郡大谷村 A/139

鈴木彦五郎 三州碧海郡元苅谷村 M39/08/15? 8 13.5

807 458 桑モ ト 卜139

※このリス ト作成は、主に杉江理代が行ったものである。

※帆のサイズで数字のみの場合は単位は尺である。
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帆 Bサ イ ズ 憫.Cサ イ ズ 帆 Dサ イ ス
縮 尺 備 考

(1〉 〈3) く4) l 2

14.7 古。異形

28.5 31.8

17 27.5 メ ン

39.5 異形、台形帆。人名記載なし

35,3 28.5 39.5

16.5 25.5 27.5 20 4 35,3 16.5 28,5 日付記載なし

12.5 16.5 12.5

% 19.5 29.8 20 5 31.5

ン ブ

36.5 30.5 16.5 28.5 215 36.5 16.5 日付記載なし

9 21.3

16.5

26.8 12.3 21.5 17.5

25.8 27.5

11.5 24 8 11.5 16.5

17,7 28.5 23.5 22.5 13.5 23.5 315 古

14 32 5

25.3 21.5 16.5 28.5

%.5
19,5 16 8 25,3 136 20.8 A.Bの並び逆

14.7

地名は苅谷とあり

24.4 34.7 15.5 28.8 27.5 20 5 15.5 28.5

16 5 14.5

16 5 23 5

37.5 地名記載なし

16.5 40.5

12.5 20.5 16.5 26.5 12.5

12.5 21.5 16.5 27.5 22.5 17.5 29.5

138 28.5 13.5 30 8

1//75 メーンセール。江州1錨印一番にて製帆

44.5 ホーステー

10.5 17.5 11.5

22 6
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常
滑
市
民
俗
資
料
館

紀

�

二
〇
〇
四

常
滑
市
教
育
委
員
会



は

じ

一
」

常
滑
市
民
俗
資
料
館
の
研
究
紀
要
は
、
そ
の
名
称
が
示
す
字
義
に
適
せ
ず
隔
年
刊
行
に
な
っ
て
い
る
。
小
規
模
館
の
最

少
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
事
情
が
、
そ
の
背
景
に
は
あ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
第
十

一
集
は
、
そ
の
研

究
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
も
不
都
合
が
生
じ
る
よ
う
な
内
容
で
、
資
料
集
と
す
べ
き
も
の
に
な
っ
た
。

そ
の
内
容
は
近
代
の
常
滑
港
に
関
す
る
資
料
と
常
滑
陶
彫
会
、
そ
し
て
寺
内
信

一
集

・
茶
器
図
会
と
い
う
常
滑
の
煎
茶

器
に
つ
い
て
の
記
録
資
料
で
あ
る
。
常
滑
港
に
関
す
る
資
料
で
は
、
日
本
福
祉
大
学
知
多
半
島
総
合
研
究
所
が
精
力
的
に

調
査
さ
れ
た
瀧
田
家
文
書
が
近
世
末
か
ら
近
代
初
頭
の
実
態
を
示
す
も
の
と
考
え
る
が
、
そ
の
詳
細
は
研
究
所
の
発
表
を

待
つ
と
し
て
、
そ
の
時
期
か
ら
明
治
期
の
常
滑
港
の
繁
栄
を
示
す
と
考
え
ら
れ
え
る
の
が
、
今
回
紹
介
す
る
資
料
に
な
る
。

明
治
六
年
こ
ろ
の
北
条
港
が
、
江
戸
時
代
の
廻
船
総
庄
屋
で
あ
っ
た
大
野
の
中
村
権
右
衛
門
の
果
た
し
た
役
割
を
担

っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
カ
ネ
〆
船
具
店
の
帆
の
受
注
簿
と
考
え
ら
れ
る
帳
面
は
、
そ
の
注

文
主
が
多
種
多
様
で
、
明
治
後
半
期
の
常
滑
港
の
状
況
を
推
測
す
る
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。

ま
た
、
陶
彫
会
に
つ
い
て
の
資
料
は
、
片
岡
静
観
氏
の
手
元
に
残

っ
た
資
料
で
あ
る
。
陶
彫
と
い
う
言
葉
は
、
文
字
通

り
陶
器
の
彫
刻
で
あ
る
が
、
そ
の
言
葉
は
決
し
て

一
般
的
な
も
の
で
は
な
い
。
ち
な
み
に

『広
辞
苑
』
は
お
ろ
か

『原
色

陶
器
大
辞
典
』
に
す
ら
陶
彫
と
い
う
項
目
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
常
滑
で
は
ご
く
普
通
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
常

滑
に
お
い
て
、
こ
の
言
葉
の
表
れ
る
最
も
古
い
事
例
が
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
常
滑
陶
彫
会
の
記
録
で
、
そ
の
発
足
か
ら
の

経
緯
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
陶
彫
と
輸
出
品
生
産
と
の
関
連
が
明
瞭
に
う
か
が
え
る
資
料
で
も
あ
る
。

寺
内
信

一

（半
月
）
が
常
滑
滞
在
中
に
同
僚
の
内
藤
陽
三

（鶴
嶺
）
と
と
も
に
ス
ケ
ツ
チ
し
た

『茶
器
図
会
』
は
、
そ

の
う
ち
に
平
野
忠
司
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
含
ん
で
い
て
常
滑
の
煎
茶
器
研
究
に
は
格
好
の
資
料
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
資
料

か
ら
さ
ら
に
新
た
な
研
究
が
立
ち
上
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

十

一
集
の
刊
行
に
際
し
、
資
料
の
ご
提
供
を
い
た
だ
い
た
各
位
、
さ
ら
に
資
料
化
に
お
い
て
ご
指
導
い
た
だ
い
た
方
々

に
末
文
な
が
ら
哀
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

常

滑

市

民

俗

資

料

館



寺
内
信

一
集

常
滑
筒
影
会

茶
器
図
会

常
滑
町
史
編
纂
資
料

北
条
港
船
役
所
文
書

（常
滑
船
舶
考
）

カ
ネ
〆
船
具
店 目

次

64   51   21



寺
内
信

一
集
　
茶
器
図
会
に
つ
い
て

こ
の
資
料
は
巻
頭
文
に
あ
る
よ
う
に
明
治
二
十
二
年
の
夏
に
書
か
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
寺
内
信

一
と
内
藤
鶴
嶺
が
七
年
前
の
明
治

十
六
年
に
常
滑
に
来
て
か
ら
茶
器
の
資
料
を
集
め
、
そ
の
後
、
内
藤
が
ベ

ル
リ
ン
に
渡
っ
て
か
ら
寺
内
が
補
筆
し
た
も
の
が
原
本
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
。
こ
の
本
を
寺
内
の
教
え
子
に
な
る
平
野
霞
裳
が
写
し
て
い
る
と
こ

ろ
を
見
た
の
だ
が
、
そ
れ
が
ち
ょ
う
ど
内
藤
の
客
死
の
報
告
を
受
け
た
年

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

内
容
は

「杉
江
壽
門
翁

摸
写
漢
製
急
須
」
と
し
て
五
十
九
点
の
急
須
と

水
注

・
香
炉
が
素
描
さ
れ
て
い
る
の
が
第

一
部
に
な
る
。
そ
し
て
六
十
呑

の
「蔵
六
居
士
≒
凌
波
仙
子
」
か
ら
八
十
香
の
「儒
雅
宗
伯
」
ま
で
の
二
十

一
点
は
、
明
治
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
奥
玄
賓
の
『落
壷
図
録
』
の
一
部
を
写

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
三
部
に
あ
た
る
の
が

「平
野
忠
司
翁
所
蔵

常
滑
焼
急
須
」
で
あ
る
。
平
野
忠
司
は
常
滑
村
の
医
師
で
急
須
の
収
集
家

で
あ
る
と
と
も
に
、
初
代
杉
江
壽
門
ら
を
指
導
し
て
、
常
滑
で
は
じ
め
て

朱
泥
の
煎
茶
器
を
作
る
こ
と
に
成
功
し
た
人
物
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に

素
描
さ
れ
た
急
須
に
は
元
治
壽
門
と
か
安
政
壽
門
と
い
う
一肩
書
き
を
持
つ

絵
が
あ
る
。
壽
門
が
作
者
で
元
治
や
安
政
は
元
号
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

白
泥
・朱
泥
・烏
泥
・紫
泥
・南
蛮
と
あ
る
の
は
材
質
で
、
薬
は
釉
薬
が
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
第
四
部
は
巻
末
に
収
め
ら
れ
た
香
炉
・

茶
碗
・植
木
鉢
・火
鉢
・花
瓶
・徳
利
・水
指
な
ど
が
描
か
れ
た
部
分
に
な
る
。

杉
江
壽
門
は
常
滑
の
急
須
造
り
の
第

一
人
者
で
あ
っ
た
が
、
平
野
忠
司

と
い
う
パ
ー
ト
ナ
ー
の
急
須
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
と
こ

ろ
が
残
っ
て
い
た
。
た
だ
、
平
野
は
東
京
上
野
公
園
で
明
治
十
四
年
に
開

催
さ
れ
た
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
急
須
を
出
品
し
褒
状
を
受
け
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
。
彼
は
所
蔵
の
急
須
を
年
代
ご
と
に
分
類
し
て

展
示
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
茶
器
図
会
の
第
三
部
に
あ
る
元
号
や
年
号
、

作
者
を
注
記
し
た
急
須
は
、
平
野
忠
司
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
、
そ
う
し
た

情
報
と
と
も
に
整
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
博
覧
会
へ
の
出

品
は
、
こ
う
し
た
情
報
を
も
と
に
構
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
第

一
部
の

壽
門
が
写
し
た
漢
製
急
須
も
平
野
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
モ
デ
ル
と
し
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

第
四
部
に
収
録
さ
れ
て
い
る
百
八
十
呑
以
降
の
図
で
は
、
龍
巻
の
大
型

植
木
鉢
の
年
代
に
根
拠
を
与
え
、
備
前
の
布
袋
徳
利
を
常
滑
で
写
し
て
い

た
こ
と
も
実
物
の
傍
証
と
な
り
え
よ
う
。
庭
園
に
置
く
陶
製
椅
子
が
三
点

描
か
れ
て
い
る
。
実
物
が
伝
存
し
て
お
り
、
こ
の
資
料
か
ら
明
治
二
十
二

年
に
は
常
滑
に
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
茶
器
図
会
の
第

一
部
か
ら
は
、
す
で
に
多
く
の
中
国
産
の
著
重
が

常
滑
に
あ
り
、
そ
れ
を
壽
門
堂
が
写
し
て
い
た
事
、
そ
し
て
、
そ
の
中
に

は
宜
興
の
製
品
と
は
考
え
に
く
い
横
手
の
南
蛮
風
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
第
三
部
は
、
も
っ
と
も
重
要
な
資
料
で
、
常
滑

で
写
さ
れ
た
足
利
家
茶
瓶
四
十
三
品
図
録
関
係
の
製
品
や
南
蛮
写
の
製
品
、

そ
し
て
宜
興
写
と
思
わ
れ
る
後
手
の
落
壼
な
ど
な
ど
が
、
い
つ
ご
ろ
誰
に

よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

近
年
発
見
さ
れ
た
壽
門
堂
の
上
型
に
よ
つ
て
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

も
の
も
あ
り
、
そ
の
年
代
が
慶
応
三
年
と
あ
る
の
は
、
常
滑
の
煎
茶
器
制

作
技
法
の
研
究
を
す
る
上
で
重
要
な
情
報
に
な
る
と
考
え
る
。
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※
連
番
は
、
本
書
作
成
時
に
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
写
本
の
コ
ピ
ー
を
も
と
に

一作
成
し
た
た
め
、
順
番
が
元
本
と
多
少
異
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
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常
滑
陶
彫
会
に
つ
い
て

常
滑
の
陶
芸
界
で
は
陶
彫
と
い
う
言
葉
が
、
ご
く
普
通
の
言
葉
と
し
て

使
わ
れ
続
け
て
い
る
。
そ
れ
は
陶
器
で
作
っ
た
彫
刻
の
意
味
で
あ
る
が
、

多
く
は
具
象
彫
刻
を
指
し
、
前
衛
陶
芸
で
多
く
制
作
さ
れ
る
抽
象
的
作
品

は
陶
彫
の
中
に
含
め
な
い
事
の
ほ
う
が
多
い
。

常
滑
に
お
い
て
は
西
洋
彫
刻
を
ラ
グ
ー
ザ
に
学
ん
だ
内
藤
鶴
嶺

・
寺
内

信

一
が
明
治
十
六
年
以
降
に
陶
製
の
塑
像
を
制
作
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ

れ
を
陶
彫
と
い
う
形
で
特
化
さ
せ
て
い
る
よ
う
な
資
料
に
は
接
し
て
い
な

い
。
こ
の
陶
彫
と
い
う
言
葉
は
国
語
辞
書
な
ど
に
は
な
く
、
陶
器
辞
典
の

部
類
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
言
葉
で
あ
る
。
も

っ
と
も
大
正
期
に
フ
ラ

ン
ス
の
セ
ー
ブ
ル
陶
磁
器
製
造
所
に
学
ん
だ
沼
田

一
雅
は
、
帰
国
後
に
陶

彫
作
品
を
中
央
で
発
表
し
、
日
本
陶
彫
会
を
戦
前
に
組
織
し
て
い
る
。
常

滑
に
お
け
る
陶
彫
の
確
立
は
、
そ
う
し
た
沼
田

一
雅
ら
の
動
き
に
連
動
し

て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
こ
に
紹
介
す
る

『常
滑
陶
彫
会
記
録
』
は
常
滑
の
陶
彫
会
の
設
立
状

況
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
で
あ
る
。
片
岡
静
観
氏
が
保
管

し
て
い
た
資
料
で
昭
和
二
十
六
年
十
月
と
表
紙
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。

常
滑
陶
彫
会
は
昭
和
二
十
六
年
の
十
月

一
日
に
常
滑
陶
磁
器
協
同
組
合

の
三
階
で
出
席
者
四
十
名
を
も
っ
て
懇
談
会
兼
発
会
を
開
催
し
、
名
称
を

常
滑
陶
彫
会
と
し
、
会
長
に
坂
田
芳
信
を
選
出
、
会
長
を
含
む
八
名
の
委

員
と
六
名
の
幹
事
、
さ
ら
に

一
名
の
会
計
書
記
を
選
出
し
、
文
化
の
日
に

展
覧
会
を
開
く
こ
と
を
決
め
て
い
る
。
そ
の
後
、
同
年
十
月
六
日
に
は
顧

問
と
し
て
伊
奈
長
三
郎
、
冨
浦
長
雄
、
人
木
虎
雄
、
柴
山
三
郎
の
四
名
の

名
を
挙
げ
て
い
る
。
冨
浦

・
八
木
が
そ
の
当
時
の
輸
出
用
陶
磁
器
工
場
の

経
営
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
同
年
十
月
十

七
日
に
は
伊
奈
辰
次
郎
、
水
野
由
吉
、
伊
奈
四
郎
、
小
出
弘
、
小
島
貞

一

郎
を
参
与
に
内
定
し
て
い
る
。

昭
和
三
十
六
年
十

一
月
二
十
日
の
役
員
会
で
は
日
本
陶
彫
会
の
古
賀
忠

雄
氏
を
迎
え
る
議
題
が
出
て
お
り
、
会
長
と
柴
山
委
員
が
ア
ト
リ
エ
を
訪

問
し
て
常
滑
で
の
指
導
を
依
頼
し
た
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

古
賀
氏
は
佐
賀
県
の
出
身
で
、
有
田
の
学
校
で
陶
磁
器
の
知
識
を
得
た
後

に
東
京
美
術
学
校
で
彫
刻
を
学
ん
だ
人
物
で
日
展
の
審
査
員
を
務
め
、
日

本
陶
彫
会
の
委
員
長
と
い
う
一肩
書
き
を
持
つ
、
そ
の
当
時
の
最
有
力
者
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
年
の
十
二
月
に
古
賀
氏
来
常
で
常
滑
陶
彫
会

は
会
を
あ
げ
て
歓
迎
の
宴
を
は
つ
た
。
古
賀
氏
は
常
滑
の
状
況
に
満
足
し

た
よ
う
で
翌
年
六
月
に
は
常
滑
で
作
品
を
制
作
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

昭
和
三
十
七
年
の
十

一
月
に
な
る
と
坂
田
会
長
の
辞
意
を
受
け
て
杉
江

冷
軒
氏
が
三
代
日
会
長
と
な
り
、
役
員
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
同
年
暮
れ
に
は
輸
出
陶
磁
器
原
型
展
へ
の
出
品
が
会
に
要
請
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
に
会
を
取
り
巻
く
状
況
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

会
の
活
動
の
中
心
は
秋
の
作
品
展
に
あ
り
、
ま
た
研
修
会
な
ど
を
活
発

に
企
画
し
て
昭
和
三
十
年
ま
で
続
い
て
い
る
。
三
十
年

一
月
五
日
新
年
懇

親
会
の
記
録
の
あ
と
記
載
が
途
切
れ
、
昭
和
三
十
九
年

一
月
二
十
四
日
に

改
め
て
記
載
が
始
ま
る
が
、
前
会
長
で
あ
る
片
岡
武
正
氏
の
永
眠
を
記
録

す
る
内
容
で
、
二
月
九
日
に
は
片
岡
静
観
会
長
、
井
上
美
邦
副
会
長
の
決

定
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
昭
和
四
十
四
年
三
月
十
三
日
の
春
の

総
会
で
記
述
が
終
わ
っ
て
い
る
。
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昭
和
二
十
六
年
十
月

一
日

常
滑
陶
彫
会
記
録

昭
和
二
十
六
年
十
月

一
日

懇
談
会
兼
発
会
　
　
　
　
出
席
者
四
十
名

於
常
滑
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合
三
階
　
開
　
午
後
八
時

閉
　
午
後
十
時
四
十
五
分

発
起
人
を
代
表
し
て
杉
江
冷
軒
氏
陶
彫
の
必
要
性
を
説
き
次
い
で
坂
田
芳

信
氏
抱
負
を
述
ぶ
。
満
場
の
賛
同
を
得
て
仮
称
常
滑
陶
彫
会
の
発
会
に
移

り
会
長
委
員
、
幹
事
、
会
計
書
記
を
夫
々
選
任
、
会
則
案
を
提
出
し
之
を

審
議
決
定
し
、
第

一
回
展
覧
会
の
開
催
に
つ
い
て
多
数
出
品
さ
れ
る
様
打

合
せ
て
散
会
す

決
定
事
項

Ｒ
ざ

一

、

一

、

一

、

名
称
　
常
滑
陶
彫
会

会
長
　
坂
田
芳
信
氏
　
（委
員
互
選
）

委
員
　
坂
田
芳
信
氏
、
杉
江
冷
軒
氏
、

伊
奈
重
孝
氏
、
片
岡
静
観
氏
、

氏
　
　
　
以
上
八
名

（議
長
杉
江
冷
軒
氏
指
名
）

幹
事
　
事酬
川
賞
氏
、
桑
山
護
朗
氏
、

水
上
水
玉
氏
、
柴
山
清
風
氏
、

石
川
秋
之
助
氏
、
井
上
美
邦

堀
田
三
郎
氏
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大
西
元
勝
氏
、
伊
藤
高
夫
氏
、
鯉
江
七
太
郎
氏

（以
上
六
名
　
会
長
氏
名
）

一
、
会
計
書
記
　
杉
江
弘

一
氏

（会
長
指
名
）

§

一
、
会
則
　
会
員
名
簿
を
印
刷
配
布

一
、
文
化
の
日

（十

一
月
三
日
）
展
覧
会
を
開
催
す
る

以
上

昭
和
十
六
年
十
月
六
日

役
員
会
　
　
　
　
　
　
　
出
席
者
十
四
名
　
杉
江
冷
軒
氏
　
病
欠

於
石
川
秋
之
助
委
員
宅
　
開
午
後
七
時
三
十
分
　
閉
午
後
十
時

陶
彫
会
の
相
談
役
依
頼
の
件
、
展
覧
会
作
品
の
範
囲
搬
入
日
及
常
滑
陶
彫

会
正
式
発
表
及
文
化
部
及
文
化
協
会
え
の
連
絡
交
渉
等
協
議
し
散
会
す

決
定
事
項

§

一
、
相
談
役
の
人
選
を
冨
浦
長
雄
氏
に
依
頼
す
る
。

一
、
常
滑
タ
イ
ム
ズ
社

・
中
部
新
聞
社
に
展
覧
会

（発
会
記
念
第

一
回
）

及
入
会
案
内
の
紙
面
発
表
を
依
頼
す
る
。

会
員
名
簿
の
作
成
を
急
ぐ

（幹
事
地
区
割
分
担
）
入
会
の
意
志
を
確

め

る
。

展
覧
会
作
品
の
範
囲
は
自
由
、
点
数
無
制
限
、
搬
入
十

一
月
二
日

午
前
中

以
上

昭
和
十
六
年
十
月
九
日

緊
急
委
員
会

§

全
員
出
席

於
石
川
委
員
宅
　
　
　
　
開
午
後
七
時
　
　
閉
午
後
十
時
五
十
分

回
章
に
て
緊
急
招
集
す

議
題

一
、
十

一
月
文
化
祭
の
作
十
月
十

一
日
常
滑
町
役
場
に
於
て
委
員
会
を
開

く
た
め
出
席
の
件

一
、
顧
間
、
賛
助
貝
決
定
の
件

一
、
展
覧
会
の
作

原
案
を
修
正
顧
問
四
名
、
賛
助
員
六
十
二
名
を
決
定

一
、
顧
聞
　
伊
奈
長
三
郎
氏
、
冨
浦
長
雄
氏
　
八
木

§虎
雄
氏
、
柴
山
三
郎
氏
　
　
以
上
四
名

一
、
賛
助
貝
　
船
井
末
吉
氏
以
下
六
十
二
名
に
依
頼
文
を
添
え
顧
間
、
委

員
連
名
に
て
お
願
す
る
。

顧
問
の
承
諾
に
は
坂
田
、
杉
江
、
水
上
の
三
委
員
之
に
当
る

一
、　
委
員
会
で
弐
万
円
を
農
協
よ
り
借
入
を
決
定
、
総
会
に
図
り
た
る

後
実
行
す
る
。

以
上

昭
和
十
六
年
十
月
十
七
日
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§

臨
時
総
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
席
者
　
　
一
一十
九
名

於
工
協
三
階
　
　
　
　
　
　
　
　
開
午
後
七
時
　
閉
午
後
十
時

議
題

一
、
事
業
計
画
に
つ
い
て

一
、
顧
間
、
賛
助
員
決
定
に
つ
い
て

一
、
展
覧
会
に
は
奮
つ
て
出
品
す
る
様
申
合
せ
作
品
の
搬
入
は
十

一
月
二

日
午
前
中
、
会
期
は
三
日
、
四
日
と
し
四
日
午
後
鑑
賞
会
を
催
し
終

了
後
搬
出
全
員
で
後
始
末
す
る
。

四
日
午
後
七
時
よ
り
顧
問
、
参
与
を
招
い
て
懇
談
会
を

開
催
す
る
。

展
覧
会
場
用
布
は
町
が
購
入
す
る
旨
と
助
成
金
と
し
て
金
伍
肝
園
也

を
支
出
さ
れ
る
旨
会
長
よ
り
報
告
。

展
覧
会
場
の
生
花
及
会
場
係
、
ポ
ス
タ
ー
係
を
決
定

会
場
係

（会
長
）
ポ
ス
タ
ー
係

（石
川
委
員
）
会
期
中
に
於
け
る
会

場
当
番
は
案
を
作
成
し
連
絡
す
る
。

一
、
事
業
計
画
は
役
員
会
に
於
て
立
案
す
る
。

一
、
顧
問
、
参
与
を
置
く
件
会
員
全
員
の
諒
解
を
得
た
。

一
、
展
覧
会
場
当
番
の
了
解
を
得
た
。　
　
　
　
　
以
上

昭
和
十
六
年
十
月
十
八
日

§委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
員
出
席

於
石
川
秋
之
助
委
員
宅
　
　
　
　
　
開
七
時
　
　
閉
十
時
三
十
分

展
覧
会
及
顧
間
、
賛
助
員
再
検
討
の
件

顧
問
を
再
検
討
の
結
果
、
伊
奈
長
三
郎
氏
、
冨
浦
長
雄
氏
、
人
木
虎
雄
氏
、

柴
山
三
郎
氏
の
四
氏
と
す
る
こ
と
を
確
認
し
参
与
を
依
頼
す
る
こ
と
と
し

左
の
五
氏
を
内
定
す

伊
奈
辰
次
郎
氏
、
水
野
由
吉
氏
、
伊
奈
四
郎
氏
、
小
出
弘
氏

小
島
貞

一
郎
氏

展
覧
会
に
於
け
る
役
割
を
次
の
如
く
決
定
す
。

§展
覧
会
場
係

（接
待
）

イ
、
三
日
午
前
　
伊
奈
委
員
、
杉
江
委
員
、
片
岡
委
員

堀
田
幹
事
　
桑
山
幹
事

福
田
健
治
氏
、
森
田
正
治
氏

口
、
三
日
午
後
　
柴
山
委
員
、
水
上
委
員
、
井
上
委
員
、
大
西
幹
事
、

鯉
江
幹
事
、
柴
山
庄
三
氏
、
澤
田
豊
男
氏

ハ
、
四
日
午
前
　
坂
田
会
長
、
石
川
委
員
、
前
川
幹
事

伊
藤
幹
事
、
杉
江
木
仙
氏
、
井
上
裕
二
氏

二
、
搬
入
　
　
一
一日
午
前
中
　
　
会
場
は
全
員
に
て
設
営
す
る

§
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三
、
鑑
賞
会
は
年
後
か
ら
行
い
搬
出
後
始
末
を
全
員
に
て
行
う

四
、
湯
茶
は
柴
山
清
風
委
員
宅
に
て
お
願
す
る

五
、
ポ
ス
タ
ー
は
石
川
委
員
宅
に
て
作
成
す
る
。
（手
伝
い
得
る
役
員
は

出
て
協
同
作
成
に
当
る
）

六
、
展
覧
会
開
催
案
内
状
は
顧
問
、
参
与
、
賛
助
貝
、
縣
会
議
員
、
（郡

内
）
半
田
市
長
、
代
議
士
、
県
庁
、
瀬
戸
市
、
縣
商
工
館
に
発
送
す
る
。

七
、
賛
助
員
依
頼
状
を
印
刷
す
る

以
上

昭
和
十
六
年
十
月
三
十
日

§

役
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欠
　
単削
川
幹
事

お
石
川
委
員
宅
　
　
開
　
午
後
七
時
三
十
分
　
閉
午
後
十

一
時

展
覧
会
案
内
状

（賛
助
員
）
へ
の
発
送
は
各
役
員
に
於
て
夫
々
分
担
届
け

る
こ
と
と
し
ポ
ス
タ
ー
掲
示
と
共
に
配
付
す

会
場
陳
列
用
布
は
陶
彫
会
独
自
で
作
る
こ
と
と
し
西
浦
町
久
田
慶
三
氏
、

久
田
仁

一
郎
氏
の
両
氏
に
寄
附
を
お
願
す
る
こ
と
と
し
委
員
杉
江
、
片
岡

両
氏
外
数
有
志
が
当
る
こ
と
に
決
す

町
よ
り
の
助
成
金
に
つ
い
て
は
諸
般
の
情
勢
を
研
究
す
る
た
め
静
観
す
る

こ
と
に
決
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

昭
和
十
六
年
十

一
月
二
日

（旧
女
学
校
三
階
東

一
室
）

展
覧
会
場
準
備
　
一
一日
午
前
八
時
三
十
分

三
日
午
前

一
時
三
十
分

（
マ
マ
）

会
場
は
陳
列
用
台

（机
）
の
配
置
を
終
り
午
後
よ
り
搬
入
品
の
展
示
を
始

め
飾
付
け
を
終
了
せ
る
も
花
の
生
け
ら
れ
る
の
が
遅
れ
之
を
終
る
を
待
ち

散
会
す

○
　
注
　
会
場
用
白
布
は
左
の
寄
附
を
受
け
る

久
田
慶
三
氏
　
　
四
〇
ヤ
ー
ル

久
田
仁

一
郎
氏
　
三
〇
ヤ
ー
ル
　
　
　
以
上

昭
和
二
十
六
年
十

一
月
三
日

展
覧
会
（第

一
日
）
　
　
　
　
開
場
　
午
前
八
時
　
閉
場
午
後
五
時

展
覧
会
場
は
午
前
よ
り
午
後
に
至
り
観
展
者
の
数
は
激
増
し
非
常
な
賑
い

を
呈
す
、
会
場
の
陳
列
そ
の
他
に
つ
い
て
も
纏
り
よ
く
好
評
あ
り

顧
間
、
参
与
、
賛
助
員
の
大
半
が
観
展
せ
ら
れ
茶
菓
の
接
待
を
な
す
。

出
品
点
数
　
五
十
五
点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

昭
和
三
十
六
年
十

一
月
四
日

展
覧
会
及
観
賞
会
　
　
　
　
於
旧
女
学
校
会
場

懇
談
会
　
　
　
　
　
　
　
　
於
工
協
組
三
階

展
覧
会

（第
二
日
）
こ
の
日
名
陶
図
案
部
長
堀
口
氏
の
観
展

批
評
あ
り
会
場
は
前
日
に
比
し
観
展
者
は
少
な
か
っ
た
。

午
後
三
時
閉
会
し
、
会
長
、
諸
委
員
を
囲
ん
で
各
作
品
に
つ
い
て
観
賞
批

評
を
行
う
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懇
談
会
は
午
後
七
時
よ
り
十
時
ま
で
行
う

顧
問
伊
奈
長
三
郎
氏
、
冨
浦
長
雄
氏
、
柴
山
三
郎
氏

参
与
伊
奈
辰
次
郎
氏
、
水
野
由
吉
氏
、
小
島
貞

一
郎
氏
、
小
出
弘
氏

来
賓
　
堀
口
氏
　
　
　
全
員
出
席
者
二
十
三
名

堀
口
氏
か
ら
内
外
の
諸
情
勢
に
つ
い
て
聞
き
更
に
作
家
の
目
標
に
つ
い
て

話
さ
れ
会
員
に
深
い
感
銘
を
与
え
た

§

伊
奈
顧
問
か
ら
は

陶
器
の
産
地
と
し
て
常
滑
は
彫
刻
が
取
入
れ
ら
れ
て
い
る
方
で
あ
る
が
そ

の
必
要
性
は
大
き
い
か
ら
更
に
努
力
さ
れ
て
展
覧
会
な
ど
に
は
ど
し
ど
し

出
品
し
中
央
の
水
準
に
達
し
て
ほ
し
い
町
と
し
て
輸
送
そ
の
他
に
つ
い
て

援
助
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。
但
し
彫
刻
家
と
な
っ
て
上
京
す
る
様
に

な
っ
て
も
ら
い
た
く
な
い
水
準
に
達
し
た
腕
で
も
っ
て
産
業
の
た
め
に
尽

し
て
も
ら
い
た
い
と
の
挨
拶
が
あ
り
冨
浦
顧
問
か
ら
は
昨
年
の
彫
刻
技
術

伝
習
講
習
会
生
の
行
っ
た
展
覧
会

§

よ
り
低
調
だ
か
ら
更
に
努
力
さ
れ
る
様
激
励
の
言
葉
が
あ
り
続
い
て
柴
山

顧
問

。
伊
奈
参
与
、
水
野
参
与
か
ら
も
種
々
の
話
が
あ
り
懇
談
会
を
終
る

尚
こ
の
後
会
と
し
て
日
展
入
選
者
の
祝
賀
会
を
催
す
旨
を
図
り
全
員
の
承

諸
を
得
　
　
散
会
す

以
上

昭
和
二
十
六
年
十

一
月
八
日

役
員
会
　
　
　
　
　
開
　
午
後
七
時
　
閉
　
午
後
十

一
時
三
十
分

於
柴
山
清
風
委
員
宅

§

議
題

一
、
日
展
入
選
者
祝
賀
の
件

一
、
水
野
由
吉
氏
返
金
の
件

一
、
春
期
展
覧
会
開
催
の
件

右
議
案
を
審
議
し

１
、
日
展
入
選
者
祝
賀
懇
談
会
の
作
は
片
岡
、
伊
奈
両
委
員
及
伊
藤
幹
事

か
ら
辞
退
す
る
旨
申
出
あ
り

協
議
の
結
果
申
出
を
了
と
し
て

一
応
取
止
め
る
こ
と
と
す

２
、
水
野
由
吉
氏
よ
り
の
寄
附
金
参
肝
園
也
は
同
氏
が
文
化
委
員
長
で
あ

り
諸
般
の
情
勢
か
ら
し
て

一
応
お
返
し
す
る
の
が
至
当
で
あ
る
旨
会
長

よ
り
説
明
　
＞」
れ
を
妥
当

§
と
し
て
会
長
及
片
岡
委
員
の
両
氏
が
返
金
に
当
る
こ
と
に
決
す

３
、
春
期
展
覧
会

（第
二
回
）
を
三
、
四
、
五
月
の
間
に
開
催
す
る
こ
と

に
決
す

４
、
陶
彫
の
基
礎
教
育
及
技
法
の
研
究
会
を
開
催
す
る
必
要
性
を
認
め
こ

れ
を
計
画
実
行
に
移
す

以
上

昭
和
二
十
六
年
十

一
月
二
十
日
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役
員
会

於
石
川
委
員
宅

開
午
後
七
時
　
閉
午
後
十
二
時

§

一
、
会
員
名
簿
作
成
の
作

一
、
祝
賀
会
の
件

一
、
古
賀
忠
雄
先
生
を
迎
え
る
件

右
議
案
に
対
し

一
、
日
本
陶
彫
会
古
賀
忠
雄
先
生
本
月
末
乃
至
来
月
初
め
に
来
常
さ
れ
る

も
の
と
見
て
会
員
に
は
事
前
に
案
内
を
配
り
こ
の
徹
底
を
図
り
尚
緊
急

な
る
場
合
に
対
す
る

案
内
状
も
案
を
作
成
し
井
上
委
員
に
印
刷
方
依
頼
し
二
様
に
方
法
と
し

急
な
る
場
合
の
用
意
を
な
す

古
賀
先
生
来
常
に
伴
う
行
事
予
定
は

§

１
、
先
生
を
囲
む
座
談
会
　
　
　
一夜
　
組
合
三
階

２
、　
　
ク
　
　
懇
談
会

（食
事
付
）
ク

（会
員
有
志
、
顧
間
、
参
与
）

古
賀
先
生
の
希
望
に
よ
り
来
常
後
直
ち
に
常
滑
の
状
況
を
祝
察
願
う
べ
く

会
長
が
之
に
当
る

先
生
を
出
迎
す
る
こ
と
及
び
受
入
準
備
金
は
特
志

０
こ
寄
附
を
仰
ぐ
こ

と
と
し
具
体
的
に
は
決
定
せ
ず
　
但
し
謝
礼
、
車
馬
賃
、
宿
泊
料
等
合
せ

て
壱
万
円
位
要
す
る
も
の
と
の
見
解
に
達
す

（註
）
古
賀
先
生
が
名
実
共
に
日
本
の
最
も
有
力
な

§
彫
刻
家
で
あ
り
陶
彫
に
つ
い
て
の
面
で
は
こ
れ
以
上
の
人
は
な
い
と
会

長
と
行
を
共
に
し
て
古
賀
先
生
の
ア
ト
リ
エ
を
訪
れ
た
柴
山
委
員
の
感

想
あ
り
。

二
、
会
員
名
簿
作
成
の
件

会
員
名
簿

（規
約
刷
込
）
作
成
に
当
り
会
員
の
氏
名
住
所
の
的
確
を
期

す
る
た
め
の
幹
事
は
分
担
し
て
連
絡
に
当
り
結
果
を
書
記
ま
で
通
知
す

る
。
書
記
は
全
部
を
取
纏
め
印
刷
の
手
配
を
す
る
。

三
、
祝
賀
会
の
件

入
選
者
に
対
す
る
祝
賀
会
は
杉
江
木
仙
氏
、
浅
井
楽
然

§
氏
等
の
白
日
会
入
選
等
も
あ
っ
て
こ
れ
も
入
れ
る
べ
き
だ
と
の
声
あ
り
、

再
検
討
を
加
え
た
が
結
局
入
選
者
の
辞
退
に
よ
り
祝
賀
会
は
取
止
め
る

こ
と
と
し
懇
談
会
の
席
に
於
て
披
露
祝
辞
に
止
め
る
こ
と
に
決
定
。

以
上

昭
和
廿
六
年
十
二
月
二
日

古
賀
忠
雄
先
生
を
囲
む
懇
談
会
　
　
開
会
　
一ハ
時
　
閉
会
　
七
時
半

常
滑
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合
三
階
　
　
出
席
者
四
十
名

日
展
審
査
員

（芸
術
院
賞
受
賞
者
）
美
術
作
家
連
盟
常
任
委
員
、
日
本
彫

刻
家
連
盟
委
員
、
日
本
陶
彫
会
委
員
長
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§古
賀
先
生
を
囲
む
座
談
会
を
開
催
す

古
賀
先
生
は
九
州
か
ら
の
帰
途
来
常
す
る
と
の
電
報
を
会
長
宛
に
発
し

た
の
で
十
二
月

一
日
午
前
九
時
名
古
屋
着
の
古
賀
先
生
を
会
長
が
出
迎

え
正
午
常
滑
着
直
ち
に
会
長
宅
に
入
り
少
憩
の
後
冨
浦
、
日
本
陶
業
、

秘
色
焼
を
視
察
し
同
夜
泉
屋
に
宿
泊
す
　
一
一日
午
前
中
各
委
員
を
訪
間

後
午
後
六
時
懇
談
会
に
臨
む

こ
の
日
正
午
杉
江
委
員
宅
に
全
委
員
会
合
し
先
生
と
会
食
す
。

以
上

§

右
同
日歓

迎
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
八
時
　
午
後
十

一
時

お
泉
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
出
席
者
二
十
八
名

先
生
を
囲
む
懇
談
会
を
終
り
席
を
泉
屋
に
移
し
歓
迎
会
を
催
す
出
席
者
二

十
八
名
会
費
百
五
拾
園

顧
問
冨
浦
、
人
木
、
参
与
伊
奈
四
郎

（伊
奈
辰
次
郎
氏
急
用
の
為
欠
席
）

の
各
氏
が
出
席
歓
談
は
ず
み
各
氏
の
寄
書
を
し
て
閉
会
す

以
上

古
賀
先
生
見
送
り

§
古
賀
先
生
予
定
を
廷
し
四
日
帰
京
す
委
員
外
駅
ま
で
見
送
る
会
を
代
表

し
て
会
長
及
柴
山
委
員
名
古
屋
駅
ま
で
送
る
。
尚
三
日
夜
は
冨
浦
顧
問

が
九
久
に
招
き
食
事

（会
食
）
及
宿
泊
料
を
負
担
す

謝
礼
及
車
馬
賃
を
先
生
に
会
よ
り
賜
る

以
上

昭
和
二
十
六
年
十
二
月
六
日

役
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
七
時
　
午
後
十
二
時

於
　
石
川
委
員
宅
　
　
　
　
　
出
席
者
　
十

一
名

一
、
古
賀
忠
雄
先
生
に
関
わ
る
経
費
の
件

§

一
、
新
年
懇
親
会
の
件

古
賀
忠
雄
先
生
に
要
し
た
る
費
用
の
会
計
報
告
を
な
す

（約
宣
高
伍
肝

固
）
こ
れ
が
捻
出
方
法
は
顧
問
及
参
与
に
寄
附
を
御
願
す
る
こ
と
と
し

委
員
夫
々
分
担
し
て
訪
問
す
る
こ
と
に
決
す
（寄
附
帳
石
川
委
員
寄
附
）

新
年
懇
親
会
を
明
春

一
月
五
日
に
開
催
す
る
こ
と
に
決
す

今
後
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
時
間
の
関
係
上
持
越
す

事
業
経
費
の
捻
出
に
つ
い
て
は
会
員
よ
り
集
め
足
ら
ぎ
る
分
を
対
外
的

に
求
め
る
べ
き
だ
と
の
意
見
が
出
た
が
会
員
か
ら
求
む
る
は
無
理
だ
と

し
取
敢
ず
顧
問
及
参
与

§
の
内
許
さ
れ
る
方
々
よ
り
寄
附
を
仰
ぐ
こ
と
に
落
着
す

会
費
の
増
額
及
び
手
持
金
の
経
費
充
当
は
今
後
に
持
越
す
こ
と
に
意
見

の

一
致
を
見
る
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会
と
し
て
そ
の
運
営
に
支
障
を
来
さ
な
い
程
度
の
補
充
は
必
要
な
り
と

の
意
見
が
多
数
。

◎
　
古
賀
先
生
の
希
望
に
よ
り
同
先
生
に
送
る
土
は
陶
彫
会
の
名
に
於
て

一
箱
送
る
こ
と
に
決
定
す
。

以
上

昭
和
二
十
七
年

一
月
十
二
日

新
年
懇
親
会
　
　
　
　
　
開
会
午
後
六
時
　
閉
会
午
後
十

一
時

§

於
　
柴
山
委
員
宅
　
　
　
出
席
者
　
十
三
名

陶
彫
会
本
年
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
検
討
し
な
が
ら
顧
間
、
参
与
を
混

え
て
の
新
年
懇
親
会
を
開
く
出
席
者
冨
浦
顧
間
、
人
木
顧
間
、
伊
奈
辰

次
郎
、
水
野
由
吉
、
小
島
三
参
与
、
委
員
坂
田
、
柴
山
、
石
川
、
井
上
、

水
上
、
鯉
江
幹
事
　
大
西
幹
事
及
杉
江
書
記
の
十
三
名
な
り

以
上

昭
和
二
十
七
年

一
月
二
十
四
日

委
員
会
　
　
　
　
　
　
開
会
　
午
後
七
時
　
閉
会
　
午
後
十

一
時

於
片
岡
静
観
委
員
宅

§

議
題
　
一
、
古
賀
忠
雄
先
生
来
常
の
件

二
、
展
覧
会
の
作

三
、
総
会
開
催
の
件

右
議
題
を
審
議
し
た
る
結
果
次
の
如
く
決
定
す

一
、
春
期
総
会
を
二
月
十
日
頃
開
催
す
る

二
、
古
賀
先
生
制
作
の
為
来
常
の
希
望
あ
り
お
待
ち
す
る
と
返
事
を
出

す
察
ム
長
通
信
）
　

先
生
来
常
の
折
は
会
長
宅
に
落
付
き
宿
所
及
制

作
所
の
希
望
を
聞
き
乍
役
員
会
食
し
相
談
す
る

四
、　
展
覧
会
は
五
月
十
五
日
前
後
に
開
催
す
べ
く
総
会
に
図

る
こ
の
出
品
物
は
な
る
べ
く
完
成
品
と
す
る

以
上

昭
和
二
十
七
年
四
月
五
日

役
員
会
　
　
　
　
　
開
会
　
七
時
半
　
閉
会
　
十

一
時

於
　
水
上
委
員
宅

春
期
総
会
廷
々
と
な
り
た
る
た
め
総
会
の
件
、
展
覧
会
の
件
及
東
京
の
日

本
陶
彫
展
出
品
の
件
に
関
す
る
事
項
に
付
上
京
せ
し
柴
山
清
風
委
員
よ
り

説
明
あ
り
次
の
如
く
諸
事
項
を
決
定
し
て
散
会
す

一
、
展
覧
会
は
六
月
十
日
頃
開
催
す
る

§春
期
総
会
を
四
月
十

一
日
午
後
七
時
半
よ
り
常
滑
陶
磁
器
工
業
協
同

組
合
三
階
に
於
て
開
催
す
る
。

東
京
三
越
に
於
け
る
日
本
陶
彫
展
は
本
会
展
覧
会
開
催
後
推
薦
出
品

と
す
る
。

春
期
総
会
開
催
案
内
状
に
次
期
会
費
五
ヶ
月
分
を
納
入
せ
ら
れ
る

四

、
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様
刷
込
む
こ
と

以
上

昭
和
三
十
七
年
四
月
十

一
日

春
期
総
会
　
　
　
　
開
会
　
年
後
七
時
半
　
閉
会
　
午
後
十
時

於
　
工
業
協
同
組
合
三
階
　
　
　
　
出
席
者
　
一
一十
六
名

§
展
覧
会
の
件
外
を
協
議
し
次
の
諸
事
項
を
決
定
す

一
、
第
二
回
陶
彫
展
を
六
月
中
旬
開
催
す
る
こ
と
に
万
場

０
こ

一
致
決

定
す
会
場
時
日
に
つ
い
て
は
決
定
次
第
通
知
す
る
。

二
、
日
本
陶
彫
展
推
薦
出
品
は
出
来
得
る
限
り
多
く
す
る
こ
と
と
し
推
薦

に
関
し
て
は
会
長
に

一
任
す
る
。

三
、
モ
デ
ル
そ
の
他
を
使
用
す
る
研
究
会
は
展
覧
会
後
に
行
う
こ
と
と
し

ハ

具
体
的
な
計
画
は
役
員
会
に
於
て
立
案
の
上
実
行
に
移
す

新
会
員
に
会
長
よ
り
山
田
嘉

一
郎
氏
の
入
会
を
発
表
す

古
賀
先
生
が
日
本
陶
彫
展
出
品
作
品
制
作
の
為
五
月
に

§来
常
し
た
い
希
望
あ
る
為
先
生
来
常
の
折
に
於
け
る
制
作
見
学
そ
の

他
に
つ
い
て
は
会
員
の
希
望
を
入
れ
て
い
た
だ
く
べ
く
お
願
す
る
。

陶
器
館
主
事
竹
内
俊
成
氏
よ
り
岐
阜
笠
松
刑
務
所
の
前
に
建
て
る

噴
水
塔
に
つ
い
て
依
頼
す
る
旨
の
書
簡
を
陶
彫
会
に
於
て
納
め
ら
れ

な
い
か
と
の
相
談
あ
り
協
議
せ
る
結
果
桑
山
護
朗
氏
に
納
入
方
を
依

頼
す
る
こ
と
に
す
る

以
上

昭
和
二
十
七
年
五
月
十
四
日

役
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
席
者
人
名

§

於
伊
奈
重
孝
委
員
宅

展
覧
会
期
日
決
定
の
件
及
実
施
方
法
に
つ
い
て
協
議
し
左
の
事
項
を
決
定

す一
、
展
覧
会
は
工
芸
会

（六
月
二
十
八
、
九
日
開
催
予
定
）
と
連
絡
し
了

解
を
得
れ
ば
合
同
展
を
開
催
す
る
。
　
こ
の
際
主
催
は
合
同
と
し
搬

入
日
時
は
展
覧
会
前
日
午
後

一
時
よ
り
受
付
け
る
。
場
所
は
出
品
点

数
余
り
多
く
な
い
と
の
予
想
に
て
陶
器
館
に
て
可
な
り
と
の
見
解
に

一
致
す

工
芸
会
と
の
交
渉
に
は
会
長
が
当
る
こ
と
と
し
開
催
に
つ
い
て
諸
事

項
決
定
せ
ば
案
内
状
を
会
員
に
出
し

（案
内
状

§
に
は
出
品
点
数
記
入
欄
を
設
く
）
幹
事
は
出
品
点
数
を
分
担
区
分
に

よ
り
取
纏
め
こ
れ
を
集
計
し
て
出
品
点
数
を
把
握
す
る
。

展
覧
会
期
日
前
に
役
員
会
を
開
く
　
こ
の
役
員
会
に
お
て
賛
助
員
そ

の
他
に
発
す
る
案
内
状
及
目
録
そ
の
他
を
作
成
準
備
す
る
。

陶
彫
会
定
例
役
員
会
を
毎
月
開
く
べ
く
杉
江
冷
軒
委
員
よ
り
発
言
あ

り
協
議
せ
る
も
結
論
を
得
ず
次
回
に
持
ち
越
す
こ
と
に
な
り

以
上

五 四
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§

昭
和
二
十
七
年
五
月
二
十
三
日

役
員
会

於
　
柴
山
清
風
委
員
宅

展
覧
会
開
催
に
つ
い
て
正
芸
会
長

（本
会
顧
問
）
八
木
虎
雄
氏
と
の
交
渉

に
つ
い
て
会
長
よ
り
発
表
あ
り
尚
モ
デ
ル
を
使
用
す
る
研
究
会
の
主
旨
と

同
じ
く
高
等
学
校
に
於
て
成
人
講
座
が
開
講
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で

陶
彫
会
で
は
之
れ
に
参
加
す
る
か
否
か
を
協
議
す
。

一
、
合
同
試
作
展
の
件
円
満
了
解
に
達
す

（会
期
予
定
通
り
）

二
、
成
人
講
座
の
開
講
を
促
進
す
べ
く
協
力
す
る
。

三
、
会
の
補
助
金
交
附
申
請
手
続
を
と
る
。
　
　
　
　
　
以
上

昭
和
二
十
七
年
六
月
九
日

緊
急
役
員
会

於
　
杉
江
冷
軒
委
員
宅
　
　
　
出
席
者
人
名

古
賀
忠
雄
先
生
よ
り
来
常
す
る
旨
の
書
簡

（坂
田
、
杉
江
冷
軒
、
柴
山
清

風
三
氏
宛
）
に
接
し
出
発
日
十
日
と
あ
り
た
る
為
受
入
態
勢
協
議
の
た
め

緊
急
役
員
会
を
招
集

一
、
古
賀
先
生
来
着
後
希
望
さ
れ
る
場
所
に
於
て
制
作
願
う
旨
を
再
確
認

し
た

二
、
古
賀
先
生
に
要
す
る
費
用
の
準
備
金
と
し
て
壱
高
固

§

を
作
る
こ
と
。

一
、
古
賀
先
生
及
展
覧
会
費
用
に
充
当
す
る
た
め
臨
時
会
費

一
人
当
壱
百
回
也
を
徴
集
す
る
。

古
賀
先
生
に
会
員
の
作
品
批
評
及
制
作
見
学
を
お
願
い
す
る
。

第
二
回
陶
彫
展
は
工
芸
会
と
合
同
し
て
七
月
十
三
、
十
四
日
の
二
日

間
陶
器
館
三
階
に
終
て
開
催
す
る
。

作
品
搬
入
は
十
二
日
午
後

一
時
よ
り
受
付
け
る

（場
所
会
場
）

顧
問
及
参
与
に
お
願
す
る
寄
附
は
会
長
、
杉
江
、
水
上
、
柴
山
、

片
岡
、
井
上
の
六
委
員
が
当
る
依
頼
先
は
柴
山

§顧
間
、
人
木
顧
間
、
水
野
参
与
、
小
島
参
与
の
四
氏
と
す
る

古
賀
先
生
来
常
後
折
を
見
て
賛
助
貝
及
会
員
有
志
を
以
て
懇
談
会
を

開
催
す
る

（会
費
弐
百
五
拾
国
に
て
折
詰
及
酒

一
本
）

会
員
の
古
賀
先
生
を
囲
む
座
談
会
を
開
催
す
る

成
人
講
座
を
七
月
展
覧
会
後
に
開
講
す
る
。

寄
附
　
柴
山
委
員
　
金
四
百
回
也

（古
賀
先
生
送
付
粘
土
代
）

杉
江
委
員
　
親
子
丼
拾
杯

（緊
急
役
員
会
夕
食
代
）

出
席
者
　
杉
江
、
坂
田
、
柴
山
各
委
員
。
大
西
、
桑
山
幹
事

杉
江
書
記

以
上

一

、

一

、

一

、

一

、

一

、

一

、

一

、
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§

昭
和
二
十
七
年
六
月
十
八
日

役
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
席
者
　
九
名

於
　
片
岡
静
観
委
員
宅

坂
田
、
伊
奈
、
片
岡
、
石
川
、
井
上
、
柴
山
各
委
員

大
西
、
桑
山
各
幹
事
、
杉
江
書
記

古
賀
先
生
に
関
す
る
諸
問
題
を
協
議
し
左
の
如
く
決
定

一
、
謝
礼
の
意
味
で
先
生
制
作
中
に
要
し
た
費
用
は
好
意
を
謝
し
金
弐
叶

回
也

（自
動
車
、
電
車
、
汽
車
賃
）
の
寄
附
を
亨
く

一
、
会
の
基
金
を
作
る
為
人
木
、
柴
山
顧
間
、
小
島
、
水
野
参
与

§
に
寄
附
願
方
実
行
に
移
す

一
、
会
員
に
対
し
て
も
別
の
寄
附
帳
を
廻
し
応
分
の
寄
附
を
募
る

こ
の
使
途
は
古
賀
先
生
及
展
覧
会
費
に
充
当
す
る

以
上

古
賀
先
生
来
常
中
に
於
け
る
行
事

昭
和
二
十
七
年
六
月
十
四
日
午
後
七
時
―
年
後
十
時

一
、
古
賀
忠
雄
先
生
を
囲
む
座
談
会

於
工
業
協
同
組
合
三
階

昭
和
二
十
七
年
六
月
十
七
日
午
後

一
時
よ
り

二
、
古
賀
先
生
制
作
中
を
見
学

於
柴
山
清
風
委
員
宅

昭
和
二
十
七
年
六
月
十
九
日
午
後
六
時
―
午
後
九
時
半

七
、
古
賀
先
生
を
囲
む
懇
談
会

（会
費
三
百
五
拾
園
也
夕
食
酒
付
）

賛
助
員
及
会
員
有
志
　
四
十
四
名

於
工
業
協
同
組
合
三
階

以
上

昭
和
三
十
七
年
七
月
四
日

役
員
会

於
　
片
岡
静
観
委
員
宅

§合
同
試
作
展
諸
問
題
を
協
議
す

人
木
工
芸
会
長
よ
り
連
絡
あ
り
た
る
七
月
十
日
合
同
試
作
展
打
合
会
に
つ

い
て
会
よ
り
提
案
す
る
案
の
作
成
に
当
る

案
一
、
試
作
展
に
要
す
る
経
費
は
工
士衰
ム
と
半
々
と
す
る

二
、
試
作
展
の
後
援
を
町
及
工
業
協
同
組
合
に
依
頼
す
る

三
、
案
内
状
発
送
先
の
重
複
を
避
け
る
た
め
打
合
せ
を
す
る

四
、
賞
は
つ
け
な
い
こ
と
と
す
る
。

五
、
審
査
員
は
依
頼
し
な
い
。

六
、
会
場
の
生
花
を
依
頼
す
る
。

§

七
、
作
品
の
搬
入
は
七
月
十
二
日
午
後

一
時
よ
り
と
し
こ
れ
に
四
名
出
席
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す
る
。

搬
出
は
七
月
十
四
日
午
後
四
時
か
ら
と
す
る
。

会
期
中
の
開
閉
場
時
間
を
十
三
日
午
前
九
時
よ
り
午
後
六
時
と
し
十

四
日
午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時
ま
で
と
す
る

以
上

昭
和
二
十
七
年
七
月
十
日

合
同
打
合
会

於
衆
彩
倶
楽
部
　
　
　
　
出
席
者
　
七
名

杉
江
、
柴
山
、
片
岡
、
石
川
、
井
上
各
委
員

伊
藤
幹
事
、
杉
江
書
記

§合
同
試
作
展
開
催
の
為
の
諸
事
項
を
協
議
し
次
の
こ
と
を
決
定
す

一
、
会
期
　
七
月
十
三
日
　
午
前
九
時
―
午
後
六
時

七
月
十
四
日
　
午
前
九
時
―
午
後
四
時
―
搬
出

二
、
搬
出
　
七
月
十
二
日
午
後

一
時
よ
り
各
四
名
出
席
受
付
及
会
場
設
営

す
る
。

三
、
花
　
　
人
―
十
杯
の
生
花
を
片
岡
委
員
よ
り
竹
内
礼
氏
に
依
頼
す
る
。

四
、
会
場
　
陶
器
館
三
階
及
陶
管
組
合
も
借
用
す
る

五
、
案
内
状
　
十

一
日
中
印
刷
終
り
十
二
日
発
送
到
着
す
る
如
く
投
函
す

る
　
印
刷
は
平
和
堂
に
依
頼
す
る

（私
製
は
が
き
）

六
、
当
番
　
会
期
中
各

一
名
宛
出
席
半
日
交
替
と
す
る
。

§

七
、
呈
茶
　
冷
茶
、
菓
子
の
準
備
を
す
る
。
菓
子
は
五
百
園
也

八
、
ポ
ス
タ
ー
　
本
打
合
会
場
に
於
て
合
同
製
作
し
分
担
し
て
持
帰
り
貼

る
こ
と
と
し
た
。

以
上

陶
彫
陶
芸
試
作
展

会
期
　
昭
和
二
十
七
年
七
月
十
三
日

・
十
四
日
　
於
陶
器
館
三
階

会
場
当
番
　
坂
田
、
石
川
、
杉
江
、
水
上
、
伊
奈
、
片
岡
、
井
上

柴
山
各
委
員
　
大
西
幹
事
　
杉
江
書
記

出
品
物
の
陳
列
は
工
芸
会
と
合
併
配
列
し
観
覧
者
も
予
想
以
上
で
盛

会
で
あ

っ
た
。

Ｒ
３

以
上

昭
和
二
十
七
年
七
月
三
十

一
日

役
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
席
者
拾
名

終
片
岡
静
観
委
員
宅

委
員
　
坂
田
、
杉
江
、
柴
山
、
井
上
、
片
岡
、
石
川

幹
事
　
鯉
江
、
桑
山
、
前
川
、　
杉
江
書
記

一
、　
本
会
運
営
の
円
滑
明
朗
化
を
図
る
た
め
過
去
を
省
み
今
後
に
対
処

す
る
方
針
を
協
議
す

二
、
古
賀
先
生
に
関
す
る
経
費
の
捻
出
方
を
検
討
し
今
回
は
他
に
依
存
す

る
こ
と
な
く
不
足
分
を
役
貝
に
て
負
担
す
る
こ
と
と
す
る
　
　
但
し

伊
藤
幹
事
は
対
照
外
と
す
る

九 人
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§今
席
に
於
て

、
金
参
肝
園
也
　
　
杉
江
冷
軒
委
員

、
金
弐
叶
園
也
　
　
石
川
秋
之
助
委
員

、
金
五
百
回
也
　
　
井
上
美
邦
委
員

以
上
の
寄
附
金
申
出
を
深
謝
し
受
入
れ
る
こ
と
に
決
議
余
の
不

足
額
を
残
り
の
役
員
に
振
割
り
た
る
結
果

一
人
首

一
金
三
百
五
拾

固
也
宛
と
な
る

以
上

昭
和
二
十
七
年
八
月
十
日

緊
急
役
員
会
　
　
　
　
　
出
席
拾
名

§

於
杉
江
冷
軒
委
員
宅

委
員
　
杉
江
、
石
川
、
片
岡
、
伊
奈
、
井
上

幹
事
　
一副
川
、
桑
山
、
大
西
、
鯉
江
、
杉
江
書
記

坂
田
会
長
よ
り
会
長
の
辞
意
表
明
あ
り
た
る
た
め
前
後
策

０
こ
を
協
議

す
。

こ
の
結
果
会
長
留
任
方
を
懇
請
す
る
こ
と
に

一
決
、
こ
の
交
渉
に
は
石
川
、

片
岡
、
井
上
各
委
員
及
前
川
幹
事
の
四
氏
が
当
る
こ
と
に
決
す

注
　
こ
の
結
果
辞
意
撤
回
す

以
上

昭
和
二
十
七
年
九
月
二
十
七
日

§

役
員
会
　
　
　
　
　
　
出
席
者
拾
名

於
水
上
水
玉
委
員
宅

委
員
　
坂
田
、
片
岡
、
水
上
、
井
上
、
柴
山
、
杉
江

幹
事
　
大
西
、
鯉
江
、
前
川
、　
　
杉
江
書
記

町
文
化
祭
協
賛
会
長
よ
り
文
化
祭
協
賛
展
に
関
す
る
打
合
せ
会
出
席
の
依

頼
あ
り
た
る
た
め
　
役
員
会
を
招
集
す

陶
彫
会
と
し
て
は
第
三
回
陶
彫
展
を
文
化
祭
に
協
賛
し
行
う
こ
と
を
申
合

せ
　
打
合
会
に
は
坂
田
会
長
出
席
す
る
こ
と
と
し
散
会
す

以
上

Ｒ
ざ

昭
和
十
七
年
十
月
拾
日

役
員
会
　
　
　
　
　
　
出
席
者
　
拾
壱
名

於
　
柴
山
清
風
委
員
宅

坂
田
、
杉
江
、
水
上
、
柴
山
、
井
上
、
片
岡
委
員

大
西
、
鯉
江
、
前
川
、
桑
山
幹
事
　
杉
江
書
記

先
に
町
役
場
に
於
て
打
合
せ
せ
る
も
組
合
の
運
動
に
よ
り
縣
主
催
に
よ
る

常
滑
陶
業
振
興
展
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
た
る
た
め
、
会
長
組
合
に
招

か
れ
縣
及
各
組
合
工
芸
会
、
陶
彫
会
と
合
同
協
議
の
結
果
左
の
諸
事
項
を

決
定
し
た
に
で
会
長
よ
り
発
表
す
。

一
、
振
興
展
に
は
名
古
屋
通
産
局
長
賞
、
知
事
賞
、
縣
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§議
会
議
長
賞
、
窯
業
協
議
会
々
長
賞
、
常
滑
町
長
賞

振
興
賞
等
の
褒
賞
が
あ
る
。

一
、
第

一
部
　
一
般
の
部
、
第
二
部
　
衛
生
建
陶
部
　
第
三
部

工
芸
部
、
第
四
部
　
陶
彫
部

一
、
出
品
目
録
作
成
提
出

（組
合
）

一
、
会
期
十

一
月

一
、
二
、
三
日

一
、
会
場
　
常
滑
小
学
校

（旧
女
学
校
階
下
）

右
の
如
く
な
り
た
る
た
め
本
陶
彫
会
は
左
に
準
じ

一
、
搬
入
日
時
　
　
十
月
三
十
日
午
後

一
時
―
四
時

一
、
審
査
　
　
　
　
十
月
三
十

一
日
午
後

（午
前
陳
列
）

一
、
懇
談
会
　
十

一
月
五
日
午
後
七
時
よ
り
組
合
三
階

尚
展
覧
会
諸
準
備
と
し
て
陳
列
用
幕
を
役
場
よ
り
借
用
す
る

（七
〇
ヤ
ー

ル
）

装
飾
用
テ
ー
プ
、
万
国
族
の
購
入

会
場
用
生
花
　
拾
杯
を
交
渉
す
る
　
大
西
、
片
岡
担
任

湯
茶
及
菓
子
　
昨
年
同
様

ポ
ス
タ
ー
　
　
用
紙
を
購
入
し
石
川
委
員
に
依
頼

以
上

昭
和
二
十
七
年
十
月
二
十
五
日

役
員
会
　
　
　
　
　
出
席
者

§

於
杉
江
冷
軒
委
員
宅

展
覧
会
も
迫
り
最
後
の
打
合
せ
を
行
う

一
、
ポ
ス
タ
ー
を
各
役
員
に
割
当
て
貼
付
を
依
頼
す

一
、
展
覧
会
役
割

三
十
日
　
　
搬
入
受
付
、
設
営
に
は
全
役
員
出
席

三
十

一
日
　
陳
列
　
　
午
前
九
時
ま
で
に
委
員
出
席

一
日
　
　
　
午
前
当
番
　
杉
江
委
員
、
杉
江
書
記

午
後
当
番
　
水
上
委
員
　
　
桑
山
幹
事

二
日
　
　
　
午
前
当
番
　
石
川
委
員
　
　
鯉
江
委
員

午
後
当
番
　
坂
田
委
員
　
　
森
田
正
次
氏

§三
日

二
、
宿
直
の
件

三
、
出
品
目
録

四
、
生
花

五
、
会
賞

午
前
当
番
　
片
岡
委
員
　
井
上
裕
二
氏

貴
重
品
は
毎
日
持
帰
る
こ
と

宿
直
は
行
わ
な
い

二
十
八
日
迄
に
組
合
参
事
小
出
氏
ま
で
提
出
す
る
如
く

要
請
さ
れ
て
い
る
が
三
十
日
午
後
五
時
ま
で
に
提
出
す

る
如
く
交
渉
す
る
。

片
岡
社
中
拾
杯
、
竹
内
社
中
五
杯
依
頼

謝
礼
は

一
杯
五
拾
国
と
す
る
。

会
賞
を
出
し
た
ら
と
の
案
に
よ
り

（努
力
賞
）
に
つ
い

て
会
長
に
任
せ
る
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§

審
査
の
内
客
に
つ
い
て
も
会
長

一
任

以
上

昭
和
二
十
七
年
十

一
月

一
、
二
、
三
日

文
化
祭
　
常
滑
陶
業
振
興
展
　
第
二
回
陶
彫
展
　
　
於
小
学
校

展
覧
会
は
文
化
祭
の
諸
行
事
就
中
中
学
校
体
育
館
の
落
成
式
な
ど
行
わ
れ

参
観
者
も
多
く
予
想
以
上
の
成
果
を
収
め
て
終
る

参
観
者
芳
名
簿
作
成
保
管
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

昭
和
二
十
七
年
十

一
月
五
日

懇
談
会
　
　
　
　
　
　
　
出
席
者
　
五
名

§

羹
工
業
組
合
三
階

本
懇
談
会
の
案
内
状
は
展
覧
会
作
品
搬
入
案
内
に
刷
込
ん
だ
た
め
早
き
に

失
し
た
る
に
合
せ
天
侯
頗
る
悪
く
出
席
者
は
僅
か
に
五
名
の
た
め
懇
談
会

は
流
会
と
な
る

以
上

昭
和
二
十
七
年符

省
只
△
バ

於
杉
江
粉
軒
委
員
宅

定
期
総
会
開
催
す
る
に
つ
き
原
案
を
練
る

一　
事
業
報
告

（会
計
報
告
）

一
一　
会
則

一
部
変
更
の
件

（副
会
長
を

一
名
置
く
）

〓
一　
委
員
改
選
の
件

四
　
会
長
互
選
の
件

五
　
幹
事
選
出
の
県

エハ
　
参
与
に
刑
部
武
雄
高
校
長
推
薦
の
件

尚
総
会
に
於
て
次
期
展
覧
会
を
公
募
展
と
す
る
か
ど
う
か
を
図
る

伊
奈
伍
助
氏
を
会
に
何
か
の
名
に
於
て
御
協
力
願
う
こ
と
と
す
る
意
見

が
述
べ
ら
れ
た
が
杉
江
、
水
上
両
委
員
に

一
任
す
る

以
上

§

昭
和
十
七
年
十

一
月
二
十

一
日

定
期
総
会

ハ
エ
業
組
合
三
階

一　
事
業
報
告
　
　
会
長
よ
り

一
一　
会
計
報
告

〓
一　
会
則

一
部
変
更
の
作
　
副
会
長

一
名
　
会
計

一
名
　
書
記

一
名

四
　
参
与
刑
都
武
雄
を
加
う
を
満
場

一
致

五
　
委
員
は
留
任
と
し
今
後
委
員
会
の
推
薦
す
る
委
員
を
認
め
る
。

エハ
　
伊
奈
伍
助
氏
の
件
に
つ
き
て
は
結
論
を
得
ず
再
び
杉
江

§

水
上
両
委
員
に

一
任
す
る
。

七
　
会
貝
整
理
案
出
ず
る
も
当
分
見
送
る
こ
と
と
す
る
。

人
　
会
長
は
委
員
会
の
互
選
に
依
り
杉
江
委
員
と
決
定
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副
会
長
は
委
員
会
の
互
選
の
結
果
伊
奈
委
員
と
決
定

（投
票
結
果
は
同
数
と
な
る
も
年
長
を
と
る
と
の
交
渉
先
に

決
め
あ
り
た
る
た
め
片
岡
委
員
を
下
位
と
し
た
）

幹
事
は
会
長
の
指
名
に
依
り
決
す
る
こ
と
と
な
り

幹
事
、
井
上
裕
二
、
前
川
実
、
大
西
元
勝
、
鯉
江
七
太
郎

渡
辺
純
治
、
福
田
健
治
、
森
田
正
次

会
計
　
武
山
忠
資

§

書
記
　
杉
江
弘

一

右
諸
事
項
を
決
定
散
会
す

以
上

昭
和
三
十
七
年
十
二
月
二
十
五
日

新
旧
役
員
会

於
　
杉
江
会
長
宅
　
出
席
者
十
六
名
　
欠
席
桑
山
、
前
川
氏

新
旧
役
員
会
を
行
い
会
長

一
期
の
労
を
謝
す
る
意
味
に
て
忘
年
会
を
兼
ね

夕
食
付

（会
費
三
百
園
）
に
て
役
員
会
を
開
催
す

旧
会
長
坂
田
委
員
に
菓
子

一
箱
を
贈
り
御
礼
の
証

§

と

し
た

。

桑
山
幹
事

（旧
）
よ
り
忌
に
よ
り
出
席
出
来
な
い
為
に
欠
席
す
る
旨
連
絡

あ
り
カ
マ
ボ
コ
を
贈
ら
る
同
席
に
於
て
一
同
賞
味
す
。

こ
の
日
は
種
々
座
談
し
散
会
す

以
上

昭
和
二
十
八
年

一
月
二
十
日

役
員
会
　
　
　
　
　
　
　
出
席
者
　
十
三
名

於
　
杉
江
会
長
宅

委
員
杉
江
、
伊
奈
、
坂
田
、
水
上
、
片
岡
、
柴
山
、
井
上

幹
事
渡
辺
、
大
西
、
福
田
、
井
上
、
武
山
、
杉
江

春
期
総
会
の
件
及
第
三
回
輸
出
陶
磁
器
原
型
展
に
つ
い
て
協
議
せ
る
結

果
左
の
諸
事
項
を
決
め
る

一
、
春
期
定
期
総
会
を

一
月
二
十
六
日
頃
開
催
す
る

右
総
会
に
次
の
催
し
を
す
る
。

１
ト
ー
キ
ー
幻
灯

（ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
瓶
の
旅
行
）

２
フ
ラ
ン
ス
風
俗
服
飾
図
譜
の
展
示

（商
工
館
所
蔵
）

一
、
第
三
回
輸
出
向
陶
磁
器
原
型
募
集
並
に
展
示
会
の
件
に
つ
い
て
総
会

に
於
て
発
表
す
る
と
共
に
要
領
に
つ
い
て
印
刷
配
付
す
る
。

一
、
参
考
と
な
る
図
書
を
ア
メ
リ
カ
図
書
館
よ
り
借
入
る
。

一
、
本
年
度
の
春
の
展
覧
会
を
五
十
六
月
中
に
開
催
す
る
如
く

総
会
に
図
る
。

一
、
四
月
中
に
東
山
動
物
園
に
写
生
に
行
く
。

以
上

昭
和
十
八
年

一
月
二
十
六
日

39



春
期
定
期
総
会
　
　
　
　
　
出
席
者
　
一
一十
九
名

小
島
、
伊
奈
参
与
出
席

於
工
協
組
合
三
階

一
、
輸
出
原
型
展
作
品
応
募
の
要
請
に
つ
い
て
そ
の
製
作
を
依
頼
す

一
、
東
山
動
物
園
写
生
会
に
つ
い
て
は
四
月
中
に
行
う
こ
と
と
し
日
取
決

定
次
第
通
知
す
る
。

§

一
、
春
期
展
覧
会
を

「第
四
会
陶
彫
展
」
行
う
こ
と
を
申
合
せ
る

こ
の
日
フ
ラ
ン
ス
服
飾
図
譜
の
回
覧
及
ホ
ー
キ
ー
幻
灯
を
観
賞
し
た

後
散
会
す
。

以
上

昭
和
二
十
八
年
二
月
二
十
二
日

役
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
お
杉
江
会
長
宅

輸
出
原
型
展
作
品
取
纏
め
の
方
法
及
東
山
写
生
会
、
三

・
四
月
行
事
予
定

を
協
議
す

一
、
文
化
団
体
報
告
の
件
に
つ
い
て
役
場
よ
り
要
請
あ
り
報
告
す
る
。

一
、
原
型
展
出
品
申
込
書

（配
付
済
）
を
各
幹
部
が
集
め
て
会
長
ま
で

§報
告
す
る
。

一
、
柴
山
委
員
よ
り
提
案
せ
ら
れ
た
る
着
想
の
心
身
を
養
う
見
地
よ
り
三

月
に
短
歌
の
話
を
小
泉
頼
二
氏
に
依
頼
す
日
時
十
五
日
頃
四
月
に
健

康
の
話
を
中
野
景
徳
氏
に
お
願
す
る
予
定
と
す
。

一
、
東
山
写
生
会
を
四
月
六
日
に
行
う
こ
と
に
決
定

出
席
者
　
委
員
　
杉
江
、
水
上
、
柴
山
、
井
上

幹
事
　
大
西
、
井
上
、
武
山
、
杉
江

以
上

昭
和
二
十
八
年
三
月
十
六
日

役
員
会
　
　
　
於
会
長
宅

出
席
者
　
杉
江
、
片
岡
、
井
上
、
伊
奈
委
員

渡
辺
、
鯉
江
、
森
田
、
福
田
、
杉
江

§会
貝
の
着
想
心
を
養
う
行
事
の
瀬
踏
と
し
て
小
泉
頼
二
氏
の
短
歌
の

話
を
聴
く
会
を
開
く

小
泉
氏
よ
り
斉
藤
茂
吉
氏
の
短
歌
に
つ
い
て
幾
句
か
が
聞
か
れ
何
に

し
て
も
作
る
動
機
と
着
想
に
つ
い
て
特
に
技
巧
を
こ
ら
し
た
ら
良
い

感
じ
の
も
の
は
作
れ
な
い
。
素
直
に
正
確
に
も
の
を
つ
か
む
こ
と
が

必
要
だ
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
後
役
員
会
は
試
験
場
よ
り
話
の
あ
っ
た
場
費
残
金
で
モ
デ
ル
写

生
会
を
催
し
た
ら
と
の
話
は
確
認
に
上
方
法
を
講
ず
る
こ
と
と
す
る
。

東
山
動
物
園
写
生
会
を
四
月
六
日
行
う
た
め
朝
駅
前
集
合
と
し
雨
天

の
場
合
は
中
止
す
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
。

§

以
上

昭
和
三
十
八
年
四
月
六
日
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東
山
動
物
園
写
生
会

参
加
者
　
会
長
外

一
名
、
塚
越
、
武
山
、
福
田
、
岩
橋

森
田
、
水
野
、
杉
江
、
渡
辺

午
前
七
時
半
常
滑
駅
に
集
合
し
東
山
に
向
う
。
動
物
園
事
務
所
に
於
て
製

作
台
を
借
用
、
写
真
帳
を
も
ら
つ
て
出
席
者
に
分
つ
。
こ
の
日
天
候
は
曇

後
雨
と
な
り
作
る
に
は
悪
条
件
と
な
っ
た
が
全
員
熱
心
に
写
生
を
行
い
午

後
三
時
半
出
園
す
。

会
員
外
参
加
者
と
し
て
冨
浦
製
陶
所
よ
り
山
中
、
鈴
村
両
君
が
参
加
せ
ら

れ
た
。

以
上

昭
和
二
十
八
年
五
月
八
日

役
員
会
　
　
於
会
長
宅

四
　
第
四
回
陶
彫
試
作
展
に
つ
い
て
協
議
せ
る
結
果

一
、
日
時
　
エハ
月
十
四

・
十
五
日一

、
搬
入
　
エハ
月
十
三
日
午
後

一
十
五
時

一
、
会
場
　
陶
器
館
三
階

　

一
、
搬
出
　
エハ
月
十
五
日
午
後
四
十
五
時

出
品
作
品
は
出
来
得
る
限
り
完
成

（焼
成
）
品
に
て
出
す
様
会
員
に
徹

底
す
る
た
め
案
内
状
に
刷
り
込
む
展
覧
会
案
内
状
を
刷
り
発
送
す
る
こ

と

以
上

昭
和
二
十
八
年
六
月
四
日

§

役
員
会
　
　
　
於
い
と
や
画
廊
　
　
　
　
　
欠
席
者
　
坂
田
委
員

第
四
回
陶
彫
試
作
展
と
打
合
せ
を
行
う

一　
搬
入
会
場
設
営
　
十
三
日
午
後

一
時
　
全
員
出
席
の
こ
と

一
一　
当
番
　
　
　
　
　
十
四
日
午
前
　
　
　
井
上
、
水
上
、
柴
山
委
員

ク
　
午
後
　
　
　
石
川
、
渡
辺
、
杉
江

十
五
日
午
前
　
　
　
片
岡
、
武
山
、
福
田

ク
　
午
後
　
　
　
伊
奈
、
杉
江
、
前
川
、
大
西

〓
一　
茶
菓
　
　
　
　
　
第
三
回
と
同
程
度
準
備
す
る
。

四
　
生
花
　
　
　
　
　
竹
内
社
中
に
於
て
十
三
日
準
備
下
さ
る
逼
び

五
　
案
内
状
　
　
　
　
顧
間
、
参
与
、
賛
助
員
及
有
名
人
に
出
す

一ハ
　
ポ
ス
タ
ー
作
成
　
九
日
午
後
七
時
よ
り
石
川
委
員
宅
に
於
て
作
成
す

る
役
員
全
部
出
席
の
こ
と

七
　
臨
時
総
会
　
　
　
十
四
日
午
後
七
時
よ
り
組
合
三
階
に
お
い
て
開
催

八
　
成
人
講
座
開
講
　
許
可
の
あ
り
た
る
た
め
計
画
実
施
す
会
費
に
つ
い

て
は
本
年
は
昨
年
の
余
剰
金
あ
る
た
め
半
額
に
て

実
施
す
。

九
　
方
寿
翁
陶
像
修
理
費
の
件
　
片
岡
武
正
氏
に
問
合
せ
請
求
す
る
。

以
上

昭
和
二
十
八
年
六
月
十
四
日
　
　
　
午
後
七
時
半
よ
り

臨
時
総
会
　
　
於
工
協
組
合
三
階
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§

会
長
よ
り
今
後
の
会
運
営
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
の
開
陳
を
要
望
し
試
作

展
の
開
催
す
る
を
得
た
る
会
員
の
協
力
を
謝
し
意
見
交
換
と
な
る
。

一
、
会
員
の
出
席
率
の
少
な
い
点
を
検
討
し
た
る
結
果
会
員
を
整
理
す
る

問
題
も
出
た
が
そ
の
手
を
引
い
て
や
る
と
ゆ
う
親
心
の
気
持
で
も
っ

て
種
々
の
有
意
義
な
る
催
し
等
を
行
っ
て
出
席
之
足
を
向
け
る
様
に

す
る
こ
と
で
落
付
く
。

一
、
成
人
開
放
講
座
を

一
回

（初
回
）
に
全
員
に
対
し
会
費
無
料
と
し
て

出
席
を
要
請
す
る
。

一
、
右
講
座
に
関
し
井
上
委
員
よ
り
講
師
坂
田
委
員
及
モ
デ
ル
の
都
合

Ｒ
ごを

問
合
せ
た
上
早
急
に
具
体
化
す
る
。
と
の
申
出
あ
り以

上

昭
和
三
十
八
年
六
月
十
四

・
五
日

第
四
回
　
陶
彫
試
作
展
　
　
　
　
　
　
　
お
陶
器
館
階
上

時
機
的
に
参
観
者
の
数
も
制
約
さ
れ
る
か
と
按
じ
た
る
も
参
観
者
は
相
当

数
に
達
し
予
想
外
の
盛
況
で
あ
っ
た
。

（出
品
目
録
、
芳
名
録
保
管
）　
　
　
　
　
　
　
以
上

昭
和
二
十
八
年
七
月
十

一
日
　
午
後

一
時
よ
り
五
時
ま
で

成
人
開
放
講
座
無
料
公
開
　
　
於
常
高
模
型
室

臨
時
総
会
の
決
定
に
従
い
会
員
に
対
し
無
料
に
て
成
人
開
放
講
座
を
行

う
こ
と
と
し
常
滑
高
校
に
於
て
本
年
講
座
の
初
回
に
行
っ
た
。

以
上

昭
和
二
十
八
年
七
月
二
十
八
年
七
月
二
十
八
日
　
正
午

冨
浦
顧
問
渡
米
見
送
り

本
会
顧
問
冨
浦
量
祐
氏
米
国
市
場
視
察
の
た
め
渡
米
の
途
に
つ
か
れ
る
た

め
本
会
は
役
員
全
員
陶
器
館
前
に
集
合
し
御
見
送
り
す
る
。以

上

昭
和
二
十
八
年
八
月
十
三
日

§

役
員
会
　
　
　
於
伊
奈
副
会
長
宅

出
席
者
　
杉
江
、
伊
奈
、
柴
山
、
石
川
、
井
上
、
片
岡
委
員

福
田
、
渡
辺
、
鯉
江
、
武
山
、
杉
江

会
長
の
案
に
な
る
内
藤
、
平
野
両
先
生
追
悼
及
井
上
楊
南
先
生
の
長
寿
を

祝
う
展
覧
会
及
追
悼
会
を
行
っ
て
は
ど
う
か
に
対
し
て

一
、
内
藤
、
平
野
先
生
追
悼
会
及
展
覧
会
は
平
野
先
生
の
十
七
回
忌
が
明

年
で
あ
る
た
め
明
年
度
の
事
業
計
画
と
す
る
こ
と
と
し
保
留

一
、
井
上
楊
南
先
生
の
喜
寿
会
は
そ
の
性
質
が
工
芸
会
に
属
す
る
の
で
会

単
独
で
な
く
工
芸
会
に
は
か
り
決
す
る
こ
と
と
し
た
。

一
、
第
五
回
陶
彫
展
の
督
促
状
を
九
月
初
め
に
会
員
に
発
送
す
る

以
上

§

昭
和
二
十
八
年
九
月
二
十

一
日

役
員
会
　
　
　
於
杉
江
会
長
宅
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出
席
者

杉
江
、
柴
山
、
井
上
、
水
上
委
員

鯉
江
、
大
西
、
武
山
、
杉
江

議
題一

、
冨
浦
氏
出
迎
及
歓
迎
会
の
件

二
、
冨
浦
氏
に
米
国
事
情
を
聴
く
会
の
件

三
、
伊
奈
副
会
長
母
堂
逝
去
の
作

四
、
展
覧
会
の
作

五
、
展
覧
会
の
件

六
、
陶
器
館
出
品
物
搬
入
の
件

§
右
を
協
議
し
た
結
果
左
の
諸
事
項
を
決
定
す

一
、
冨
浦
顧
問
出
迎
九
月
二
十
三
日
午
後
八
時
役
員
全
員
陶
磁
器
工
業
協

同
組
合
前
に
集
合
し
て
待
つ

一
、
冨
浦
氏
歓
迎
会
は
九
月
二
十
七
日
午
前
十

一
時
よ
り
組
合
三
階
に
於

て
行
う
会
費
三
百
円
二
十
五
日
ま
で
に
申
込
む
こ
と
　
陶
彫
会
は
有

志
参
加
と
し
て
井
上
、
柴
山
、
杉
江
、
水
上
、
の
各
委
員
及
大
西
幹

事
申
込
み
す
。

一
、
伊
奈
副
会
長
母
堂
葬
儀
日
取
り
が
決
定
し
た
の
で
役
員
は
参
加
す
る

こ
と
と
し
　
一二
日
夜
　
通
夜
　
八
時
ま
で
に
水
上
委
員
宅
に
集
合

四
日
告
別
式
　
　
午
前
十
時
　
陶
器
館
に
集
合

§同
葬
儀
に
青
果

一
盛
を
贈
る
。

、
展
覧
会
出
品
製
作
を
督
促
す
る
。

、
陶
器
館
出
品
者
は
　
作
者
名
、
売
非
買
、
価
格
表
示
し
て
出
品
す
る
。

、
ア
メ
リ
カ
事
情
を
開
く
会
　
早
急
に
会
長
よ
り
申
込
み
を
行
う
。

以
上

昭
和
二
十
八
年
十
月
八
日

役
員
会
　
　
　
　
　
於
　
杉
江
会
長
宅

欠
席
者
　
　
森
田
、
前
川
幹
事

九
月
二
十
五
日
の
第
十
三
号
台
風
に
よ
り
冨
浦
氏
の
歓
迎
会
及
ア
メ
リ
カ

事
情
を
聞
く
会
も
延
引
し
た
る
も
水
害
の
後
始
末
の
漸
く
終
り
た
る
に

依
り
歓
迎
会
も
日
取
決
定
し
た
の
で
役
員
会
招
集
す

一
、
歓
迎
会
は
十
月
十

一
日
に
決
定
　
一昌
浦
氏
の
要
望
に
よ
り
小
学
校
講

堂
の
会
場
を
組
合
三
階
に
変
更
　
出
席
者
を
確
め
る
。

一
、
十
月
十
二
日
午
後
七
時
組
合
三
階
に
於
て
冨
浦
氏
の

「
ア
メ
リ
カ
事

情
」
を
聞
く
会
を
開
催
す
る
　
早
急
に
案
内
状
を
出
す

一
、
文
化
祭
協
賛
第
五
回
陶
彫
展
は
本
年
は
振
興
展
と
は
な
ら
な
い
模
様

で
あ
り
審
査
方
法
に
つ
い
て
種
々
議
論
が
出
る
も
結
論
を
得
ず

尚
展
覧
会
に
つ
い
て
会
場
準
備
及
当
番
制
は
全
会
員
に
対
し
て
割
当

て
る
こ
と
に
決
す
。

一
、
展
覧
会
出
品
に
つ
い
て
大
体
そ
の
数
を
問
合
せ
た
結
果
確
実

§
二
十
六
点
と
な
る
。
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一
、
花
は
竹
内
れ
い
女
史
に
片
岡
委
員
交
渉
方
依
頼
　
　
以
上

昭
和
二
十
八
年
十
月
十
二
日

冨
浦
顧
問
に
ア
メ
リ
カ
事
情
を
聞
く
会

於
工
業
協
同
組
合
三
階

会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
冨
浦
氏
か
ら
話
が
初
め
ら
れ
る
。

冨
浦
氏
よ
り
五
十
人
日
間
を
見
た
通
り
聞
い
た
通
り
主
観
な
し
に
お
話
し

し
ま
す
か
ら
話
の
下
手
で
は
あ
り
ま
す
が
聞
き
上
手
で
話
を
聞
い
て
も
ら

い
た
い
と
前
置
し
て
経
路
の
説
明
か
ら
初
め
ら
れ
現
在
の
ア
メ
リ
カ
景
気

は
相
場
で
云
う
天
上
突
横
這
だ
と
話
し
最
近
の
流
行
色
は
白
と
黒
の

§取
合
せ
で
殊
更
新
し
い
も
の
で
は
な
い
が
取
合
せ
が
妙
を
得
て
い
る
。

女
物
で
は
赤
茶
に
黒
の
線
が
よ
く
調
和
さ
れ
て
い
る
。

○
焼
物
の
高
級
品
で
は
英
、
伊
、
佛
、
独
な
ど
で
英
の
手
工
芸
は
美
し

く
三
〇
〇
ド
ル
か
ら
千
ド
ル
以
上
の
も
の
も
あ
る
。

〇
碗
皿
は
実
用
ば
か
り
で
は
な
く
部
屋
の
装
飾
と
し
て
用
い
ら
れ
値
は

七
、
人
肝
園
程
度
で
あ
る
。

○
日
本
品
も
市
場
に
散
見
す
る
。

ｏ
市
場
を
賑
し
て
い
る
も
の
で
陶
器

（花
器
、
置
物
、
食
器
）
等
で
食

器
に
応
用
さ
れ
た
ロ
ッ
キ
ン
系
に
エ
ン
ゴ
ベ
、
釉
の
応
用
が
小
気
味

が
良
い
デ
ザ
イ
ン
が
よ
く
こ
な
さ
れ
て
い
る
。

〇
ア
メ
リ
カ
の
陶
器
工
場
数
　
加
州
が

一
番
多
く
次
い
で
オ
ハ
イ
オ
で

あ
る
。
工
場
数
は
大
体
三
千
位
で
大
工
場
は
少
な
い
が
極
め
て
小
さ

い
工
場
で
二
、
三
百
人
の
工
員
だ
と
の
こ
と
だ
か
ら
そ
の
設
備
の
点

に
お
て
日
本
の
約
千
人
位
に
匹
敵
す
る
で
は
な
い
か
と
思
う
と
説
明

あ
り

〇
ア
イ
デ
ア
の
豊
さ
を
盛

っ
た
作
品
を
親
切
に
送
る
な
ら
ば
先
方
市
場

に
於
け
る
日
本
品
は
今
後
も
相
当
有
望
で
あ
ろ
う
。

〇
対
日
感
情
は
自
分
の
見
た
と
こ
ろ
非
常
に
よ
く
好
意
的
で
あ
る
。

○
時
間
の
約
束
に
つ
い
て
は
十
五
分
前
か
ら
十
五
分
過
ぎ
を
破
ら
な
い
。

ｏ
ひ
げ
そ
り
は
毎
日
で
紳
士
は
手
に
ひ
げ
の
ふ
れ
な
い
こ
と
が
条
件
で

あ

る
。

〇
飛
行
機
代
約
五
十
高
回
、
宿
泊
料

一
流
八
ド
ル
程
度
で
あ
る
。

§出
席
者
　
　
参
与
　
伊
奈
辰
次
郎
、
刑
部
、
小
島
　
一二
氏

森
下
才

一
郎
氏
、
常
滑
タ
イ
ム
ズ
社

伊
奈
績
氏

杉
江
、
坂
田
、
水
上
、
石
川
、
井
上
、
大
西
、
渡
辺
、

鯉
江
、
井
上
裕
、
福
田
、
前
川
、
柴
山
清
風
、
武
山
、

杉
江
弘

一
、
片
岡
初
造
、
片
岡
秋
次
、
久
田
芳
次
、
山

田
嘉

一
郎
、
水
野
隆
夫
、
水
野
秀
雄
、
柴
山
庄
三

冨
浦
氏
の
話
が
終
了
し
た
る
後
会
長
よ
り
展
覧
会
出
品
の
督
促
を
行
い
合

せ
て
展
覧
会
に
於
け
る
番
割
に
御
協
力
願
い
た
い
旨
述
べ
て
散
会
す
。

以
上

昭
和
二
十
八
年
十
月
二
十
六
日

常
滑
陶
業
振
興
会
場
割
打
合
せ
会
　
　
於
常
滑
役
場
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右
打
合
せ
会
に
会
長
及
副
会
長
出
席
し
陶
彫
会
々
場
は
小
学
校

旧
女
学
校
階
下
向

っ
て
左
よ
り
二

・
三
室
の
決
定
を
見
た
。

以
上

昭
和
二
十
八
年
十
月
二
十
八
日

役
員
会
　
　
　
　
於
杉
江
会
長
宅

会
長
役
場
に
於
け
る
打
合
せ
及
そ
れ
よ
り
先
に
組
合
の
於
け
る
縣
側
と
の

交
渉
の
結
果
を
報
告
、
本
陶
彫
会
も
第
四
部
と
し
て
昨
年
同
様
文
化
祭
及

常
滑
陶
業
振
興
展
に
協
賛
す
る
こ
と
と
し
次
の
諸
事
項
を
決
定
し
会
員
に

通
知
す
る
こ
と
と
し
た
。

一
、
文
化
祭
　
陶
業
振
興
展
協
賛
　
第
五
回
陶
彫
展

一
、
会
期
　
　
十

一
月
二

・
三
日
　
午
前
九
時
―
午
後
四
時

§

会
場
　
常
滑
小
学
校

（旧
女
学
校
）

搬
入
　
十
月
三
十

一
日
午
前
九
時
よ
り
会
場
設
営

審
査
　
十
月
三
十

一
日
午
後

一
時

審
査
員
　
杉
江
、
伊
奈
、
坂
田
、
水
上
、
柴
山
、
石
川
、
片
岡
、

井
上
　
　
以
上
八
名
各
委
員

褒
賞
　
知
事
賞
、
町
長
賞
、
中
部
日
本
、
毎
日
、
朝
日
、
中
部
経

済
、
名
古
屋
タ
イ
ム
ス
各
新
聞
社
賞
、
東
海
銀
行
賞
、
陶

彫
会
長
、
賞
、
振
興
賞
、
そ
の
他

褒
賞
授
与
式
　
十

一
月
二
日
午
後

一
、
搬
出
　
十

一
月
三
日
午
後
四
時
よ
り

（会
場
後
始
末
）

一
、
当
番
割
　
全
会
員
に
割
る

昨
年
問
題
と
な
っ
た
審
査
に
つ
い
て
本
年
は
会
に
於
て
審
査
し
会
員
の

作
意
を
促
進
す
べ
く
委
員
の
合
同
審
査
と
し
委
員
は
審
査
外
と
し
陶
彫

会
長
賞
を
附
す
る
こ
と
と
し
副
賞
と
し
て
五
〇
〇
円
也
を
附
け
る
こ
と

に
決
す
。

〇
　
幕
の
不
足
分
三
枚
は
役
場
か
ら
借
用
す
る
。

ｏ
　
ポ
ス
タ
ー
作
成
は
石
川
委
員
に
依
頼
し
片
岡
、
渡
辺
、
杉
江
手
伝
い

石
川
委
員
宅
に
於
て
作
成
　
杉
江
配
付
す
。

〇
　
生
花
は
大
西
氏
の
依
頼
に
よ
り
片
岡
社
中
の
承
諾
を
得
る
。

ｏ
　
茶
菓
の
接
待
は
前
回
展
同
様
と
す
る
。

○
　
賛
助
員
案
内
状
に
賛
助
費
参
百
円
を
御
願
す
る
旨
刷
込
み
幹
事
は
近

日
中
に
御
願
に
廻
る
こ
と
に
す
る
。

ｏ
　
坂
田
委
員
よ
り
提
案
あ
り
た
る
高
等
学
校
生
徒
展
に
陶
彫
会
長
賞
を

出
す
件
に
つ
い
て
は
財
源
に
乏
し
き
会
と
て
寄
附
を
仰
ぐ
顧
問
参
与

等
の
関
係
も
あ
り
事
情
よ
ろ
し
か
ら
ず
と
し
て
見
送
る
こ
と
と
し
た
。

ｏ
　
会
員
の
出
席
を
促
す
た
め
案
内
状
に
設
営

・
搬
出
の
方
を
協
力
し
て

も
ら
う
べ
く
刷
込
む

（案
内
状
及
当
番
割
保
管
）
　
　
　
　
　
以
上

昭
和
二
十
八
年
十

一
月
二

・
三
日
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§文
化
祭

・
陶
業
振
興
展
協
賛
　
第
五
回
陶
彫
展
　
贄
小
学
校

出
点
四
十

一
点
二
教
室
に
陳
列
し
開
く
審
査
の
結
果

知
事
賞
　
武
山
忠
資
氏
、　
　
　
常
滑
町
長
賞
　
古
川
秀
夫
氏

東
海
銀
行
賞
　
森
田
正
次
氏
、　
中
日
賞
　
杉
江
木
仙
氏
　
朝
日
賞
　
浅

井
楽
然
氏
、　
毎
日
賞
　
斉
田
直
保
氏
、　
中
経
賞
　
水
野
秀
雄
氏
、　
名

タ
イ
賞
　
鯉
江
七
太
郎
氏
、　
会
長
賞
　
渡
辺
純
治
氏
、　
振
興
賞
　
山
田

輝
治
氏
、
同
　
山
田
嘉

一
郎
氏
、　
同
　
桑
山
護
朗
氏

一
人

一
賞
と
し
た
た
め
賞
の
重
複
す
る
分
は
さ
け
た
。

会
期
中
は
高

。
中

・
小
学
校
展
及
町
民
運
動
会
、
方
寿
祭

§

等
多
彩
な
行
事
あ
り
た
め
か
地
元
の
参
観
者
が
多
く
両
日
共
に
参
観
者
は

後
を
絶
た
ず
盛
会
裡
に
三
日
午
後
四
時
〆
切
り
展
覧
会
を
終
了
し
た
。

（芳
名
簿
、
作
品
目
録
　
保
管
）

以
上

昭
和
二
十
八
年
十

一
月
五
日

役
員
懇
談
会

（会
長
要
請
）

於
　
伊
奈
副
会
長
宅
　
　
　
欠
席
者
　
坂
田
、
柴
山
、

井
上
、
鯉
江

会
長
の
要
請
に
よ
り
懇
談
会
を
開
催
す
　
準
備
せ
る
夕
食
代
及
酒
、
菓
子

は
会
長
個
人
の
全
額
寄
附
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

§

会
長
よ
り
展
覧
会
の
役
員
の
労
を
謝
し
今
後
の
協
力
を
依
頼
し
会
食
と
な

り
、
今
後
の
会
事
業
に
つ
い
て
委
員
持
廻
り
指
導

（種
目
委
員
撰
択
）
を

行
っ
て
い
た
だ
く
様
に
御
願
い
し
て
散
会
す
。

以
上

昭
和
二
十
八
年
十

一
月
十
六
日

役
員
会
　
　
　
　
　
　
於
杉
江
会
長
宅

出
席
者
　
杉
江
、
片
岡
、
井
上
委
員
　
森
田
、
福
田
、
前
川

大
西
、
杉
江
　
欠
届
　
伊
奈
、
石
川
、
柴
山
、
武
山

定
期
総
会
開
催
の
作
、
委
員
増
加
の
作
、
坂
田
委
員
会
指
導
員
依
頼
の
件

外
を
協
議
し
散
会
す
。

Ｓ

一

、

一

、

一

、

一

、

一

、

決
定
事
項

定
期
総
会
を
十

一
月
二
十
五
日
頃
開
催
す
る
。

右
総
会
の
催
物
と
し
て
藤
井
洋
々
星
に
幻
燈
を
依
頼
す
る
。

委
員
に
片
岡
武
正
、
萩
原
信
次
、
山
田
嘉

一
郎
三
氏
追
加
を
総
会
に

図
る
。

坂
田
委
員
に
会
の
指
導
員
と
し
て
就
任
し
て
い
た
だ
く
様
に
依
頼
す

る
作
、
総
会
に
図
る
。

顧
問
、
参
与
、
賛
助
員
の
寄
附
を
幹
事
分
担
し
て
廻
り

之
が
終
っ
た
後
総
会
を
開
く
こ
と
に
す
る
。

（賛
助
員
の
寄
附
は

一
時
中
止
）
　
　
　
　
　
　
以
上
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§

昭
和
三
十
九
年

一
月
十
五
日

新
年
懇
親
会

（新
委
員
参
会
）
於
伊
奈
副
会
長
宅

欠
席
者

新
委
員
を
加
え
て
新
年
懇
親
会
を
催
す
　
新
委
員
よ
り
金
参
叶
園
也
の
寄

附
金
あ
り
当
日
の
会
費
は
各
委
員
夫
々
負
担
し
酒
及
茶
菓
は
会
長
の
負
担

に
よ
り
な
さ
れ
各
役
員
よ
り
は
老
い
た
り
と
い
え
ど
益
々
勉
強
せ
ね
は
な

ら
ぬ
と
の
意
見
に
全
員
同
感
し
今
後
会
員
の
育
成
に
も
何
ら
か
の

方
針
を
樹
て
る
べ
き
だ
と
の
結
論
に
達
す

以
上

§

昭
和
二
十
九
年
二
月
十
八
日

役
員
会
　
　
　
　
　
　
　
於
会
長
宅

出
席
者
　
杉
江
、
伊
奈
、
水
上
、
片
岡
静
、
井
上
、
萩
原
、
山
田

渡
辺
、
森
田
、
井
上
、
杉
江

春
期
展
覧
会
開
催
の
作
及
追
悼
会
の
件
を
協
議
す

展
覧
会
は
五
月

一
・
二

・
三
日
の
三
日
間
、
陶
器
館
に
於
て
行
い
平
野

・

内
藤
両
先
生
追
悼
第
六
回
陶
彫
展
と
し
追
悼
会
に
関
し
て
は
旧
陶
友
会
と

合
同
し
て
行
う
こ
と
と
し
小
島
貞

一
郎
氏
山
田

一
雄
氏
に
対
し
て
は
会
長

よ
り
交
渉
す
る
こ
と
と
決
定

こ
の
結
果
陶
彫
展
に
つ
い
て
は
早
速
印
刷
物
を
作
成
し
会
員
に
周
知
徹
底

せ
し
め
る
こ
と
に
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

§

初
和
二
十
九
年
三
月
十
八
日

役
員
会
　
　
　
　
　
於
会
長
宅

出
席
者
　
杉
江
冷
軒
、
伊
奈
重
、
水
上
、
片
岡
武
、
山
田
、

井
上
、
大
西
、
鯉
江
、
杉
江
弘

会
員
の
追
悼
展
出
品
作
品
督
促
に
関
す
る
件
外
左
の
諸
事
項
を
協
議
し
散

会
す
　
決
議
事
項

一
、
本
人
の
父
母
及
妻
に
対
す
る

（同
居
者
に
限
る
）
慶
弔
に
つ
い
て
は

籠
盛

一
個
又
は
五
百
園
以
内
を
贈
る

一
、
瀬
戸
作
家
で
運
営
さ
れ
て
い
る
春
陶
会
の
有
志
が
三
月
二
十
七
日
に

常
滑
見
学
に
来
ら
れ
た
と
き
泉
屋
に
於
て
懇
談
会
察
パ
費
五
百
園
也
）

を
開
催
す
る
か
ら
有
志
は
参
会
さ
れ
る
よ
う
に
会
長
よ
り
要
望
あ
り

一
、
古
賀
先
生
下
旬
に
来
常
さ
れ
る
由
そ
の
折
を
利
用
し
て
懇
談
会
を
行

ヽ
つ

一
、
追
悼
展
作
品
督
促
を
行
う

（印
刷
発
送
）

一
、
追
悼
会
の
会
場
は
宝
樹
院
と
し
五
月
二
日
午
後
十
時
よ
り
行
う
　
会

費
参
百
固
也

（酒
二
合
瓶
及
折
詰
）

以
上

昭
和
二
十
九
年
四
月
二
十
日

役
員
会
　
　
　
　
於
会
長
宅

一
、
追
悼
展
に
於
け
る
諸
先
生
の
遺
作
展
を
併
設
す
る
為
作
品
の
借
用
先
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を
調
査
す
る
様
各
役
員
に
依
頼
す

§

一
、
追
悼
展
会
場
設
営
は
四
月
三
十
日
午
後

一
時
よ
り
行
う
こ
と
と
し
合

せ
て
遺
作
品
の
借
出
し
を
行
う

（役
員
全
員
出
席
の
こ
と
）

一
、
陶
友
会
と
合
同
発
起
人
名
に
よ
る
案
内
状
の
印
刷
を
依
頼
す
る
こ
と

以
上

昭
和
二
十
九
年
四
月
二
十
五
日

案
内
状
発
送
　
　
　
　
　
於
会
長
宅

会
長
　
井
上
委
員
、
杉
江
書
記

追
悼
会
に
案
内
状
　
参
百
六
拾
五
通
　
作
成
発
送
す

昭
和
二
十
九
年
五
月

一
・
三

・
三
日

追
悼
展
及
遺
作
展
　
　
　
於
　
陶
器
館

§

追
悼
会
　
　
　
於
宝
樹
院
　
五
月
二
日
午
前
十
時
よ
り

追
悼
会
及
展
覧
会
共
会
期
中
好
天
気
に
恵
ま
れ
て
盛
会
裡
に
終
る
。

追
悼
会
に
陶
彫
会
よ
り
金
参
肝
園
也
を
寄
附
す
。

こ
の
参
会
者
及
会
計
明
細
は
杉
江
会
長
保
管
す
。

以
上

昭
和
二
十
九
年
五
月
十
六
日

役
員
会
　
　
　
　
於
会
長
宅

追
悼
会
及
展
覧
会
会
計
報
告
及
之
に
つ
い
て
会
長
よ
り
協
力
に
対
し
て
謝

意
を
表
さ
れ
た
。
尚
秋
に
は
市
制
祝
賀
展

§

と
な
る
模
様
で
あ
る
か
ら
今
か
ら
制
作
に
努
力
さ
れ
た
い
旨
要
望
あ
り

以
上

昭
和
三
十
九
年
六
月
八
日

役
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
会
長
宅

出
席
者
　
　
会
長
、
水
上
、
山
田
、
萩
原
、
柴
山
、
伊
奈
重
、

片
岡
武
、
大
西
、
福
田
、
杉
江

一
、
大
山
成
田
山
別
院
招
待
参
拝
の
件

名
鉄
常
滑
駅
長
森
部
氏
よ
り
成
田
山
別
院
に
役
員
を
招
待
し
た
い
旨

の
申
出
あ
り
之
に
は
何
か
要
求
あ
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
が
好
意
を

受
け
る
こ
と
と
し
日
時
を
決
定
通
知
す
る
。

六
月
二
十
七
日
成
田
山
参
拝
　
人
名

杉
江
、
水
上
、
伊
奈
、
井
上
、
山
田
、
前
川
、
大
西

以
上

§

昭
和
二
十
九
年
七
月
二
十
三
日

役
員
会
　
　
　
　
　
　
於
会
長
宅

出
席
者
　
　
杉
江
、
水
上
、
伊
奈
、
片
岡
静
、
柴
山
、
山
田
、

井
上
、
大
西
、
渡
辺
、
福
田
、
杉
江

、
古
賀
先
生
制
作
場
所
　
片
岡
静
観
氏
ア
ト
リ
エ
の
件

、
成
田
山
奉
納
コ
マ
犬
の
件

古
賀
先
生
制
作
の
た
め
来
常
さ
れ
た
が
今
回
は
静
観
氏
ア
ト
リ
エ
を
利
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用
さ
れ
る
様
に
と
申
出
あ
り
右
に
お
願
い
す
る
。

森
部
氏
よ
り
要
求
あ
り
し
成
田
山
別
院
に
奉
納
す
る
コ
マ
犬
を
陶
彫
会

で
制
作
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
代
金
は
金
壱
拾
五
高
回
也
を
要
求
す
る
こ

と
に
決
す
作
者
は
追
っ
て
決
定
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
以
上

昭
和
二
十
九
年
七
月
二
十
七
日

古
賀
先
生
を
囲
む
懇
談
会
　
　
於
　
組
合
三
階

古
賀
先
生
を
迎
え
て
お
話
し
を
聞
く
　
先
生
お
話
し
の
要
旨
は
産
業
陶

彫
の
位
置
を
再
認
し
て
会
員
諸
氏
の
団
結
に
よ
る
量
の
一
九
を
図
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
造
形
は
空
間
に
人
間
が
作
る
秩
序
の
表
れ
で
あ
る
が

造
形
は
日
進
月
歩
し
つ
つ
あ
る
。
作
る
物
は
心
の
画
く
も
の
を
型
と
材

質
に
マ
ッ
チ
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
日
本
の
彫
塑
今
後
の
課
題

も
こ
れ
で
あ
る
。

尚
先
生
と
会
顧
間
、
参
与
、
及
会
員
に
よ
る
会
食
を
会
費
参
百
園
に
於

て
行
っ
た
。

§
参
加
者
　
杉
江
冷
軒
、
水
上
水
玉
、
伊
奈
重
孝
、
片
岡
静
観
、
片
岡
武

先
生
　
　
正
、
井
上
美
邦
、
石
川
秋
之
助
、
柴
山
清
風
、
山
田
嘉

一
郎
、

渡
辺
純
治
、
鯉
江
七
太
郎
、
杉
江
弘

一
、
伊
奈
伍
助
、
冨
浦

量
祐
、
小
島
貞

一
郎
、
八
木
虎
雄
、
水
野
由
吉
、
杉
江
木
仙
、

渡
辺
洋
明
、
沢
田
重
雄
、
坂
田
芳
信
、
古
川
秀
夫
、
伊
奈
績
、

平
野
邦
夫

以
上

昭
和
二
十
九
年
八
月
二
十
六
日

役
員
会
　
　
　
　
　
於
　
会
長
宅

出
席
者
　
杉
江
浴
軒
、
水
上
、
伊
奈
、

大
西
、
森
田
、
杉
江

、
市
制
祝
賀
展
の
件

、
成
田
山
こ
ま
犬
の
作

§
市
制
祝
賀
展
に
会
員
の
制
作
督
励
す
べ
く
通
知
を
出
す

成
田
山
奉
納
の
こ
ま
犬
は
常
滑
駅
長
森
部
氏
の
要
望
に
よ
り
制
作
者
は

会
長
杉
江
冷
軒
氏
及
水
上
水
玉
氏
と
決
定

以
上

昭
和
二
十
九
年
十
月
六
日

役
員
会
　
　
　
　
於
会
長
宅

、
展
覧
会
期
切
迫
せ
る
為
再
度
作
品
督
促
状
を
出
す
。

、
下
旬
に
ポ
ス
タ
ー
作
成
及
下
準
備
役
員
会
を
行
う

以

上

昭
和
二
十
九
年
十
月
二
十
五
日

§

役
員
会
　
　
　
於
会
長
宅

、
ポ
ス
タ
ー
作
成
　
各
役
員
分
配

、
会
場
設
営
に
は

（十
月
三
十
日
）
役
貝
全
員
出
席

石
川
、
片
岡
静
、
萩
原
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一
、
当
番
割
及
茶
菓
及
生
花
等
の
打
合
せ
を
行
う

以
上

昭
和
三
十
九
年
十

一
月

一
日
、
二
日
、
三
日

市
制
祝
賀
協
賛
　
第
七
回
陶
彫
展
　
　
於
小
学
校
北
館
三
階

市
制
祝
賀
諸
行
事
も
あ
り
連
日
会
場
は
賑
う
。
出
品
点
数
は
二
十
九
点
但

し
委
員
作
品
を
除
く
に
て
委
員
審
査
の
結
果
次
の
諸
氏
に
賞
が
つ
い
た
。

（
一
人

一
賞
を
採
用
）

尺
Ｊ

知
事
賞
　
働
い
た
人
　
渡
辺
純
治
　
　
空
業
協
議
〈本賞

う
づ
ら

古
川
秀
夫

知
事
賞
　
金
魚
　
　
　
斉
田
直
保
　
　
振
興
賞
　
　
猿
　
　
大
西
元
勝

振
興
賞
　
び
わ
の
芽
　
鯉
江
染
法
　
　
振
興
賞
　
　
兎
　
　
浅
井
楽
然

会
長
賞
　
猫
　
　
　
　
片
山
博
司
　
　
努
力
賞
　
　
猫
　
　
沢
田
恒
夫

以
上

昭
和
二
十
九
年
十
二
月
十
二
日

定
期
総
会

（徳
川
館
長
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
）
於
　
組
合
三
階

恒
例
の
役
員
改
選
、
会
計
報
告
の
定
期
総
会
を
開
催
す
る
に
就
い
て
会
員

の
出
席
率
を
考
慮
し
、
徳
川
美
術
館
長
に
依
頼
し
美
術
ス
ラ
イ
ド
を
観
賞

す
。
終
っ
て
役
員
改
選
の
結
果
次
の
通
り
決
定
す
。

§会
長
　
杉
江
冷
軒
、
副
会
長
　
水
上
水
玉

幹
事
　
一削
川
実
　
大
西
元
勝
、
桑
山
護
朗
、
鯉
江
染
法
、
渡
辺
純
治
、

福
田
健
治

会
計
書
記
　
杉
江
弘

一

つ
い
で
会
長
よ
り
昭
和
三
十
年
度
の
行
事
予
定
案
を
発
表
会
員
諸
氏
の
賛

意
を
得
て
散
会
す
。

行
事
予
定
次
の
通
り

一
、
モ
デ
ル
講
習
会

二
、
外
部
に
て
催
さ
れ
る
美
術
関
係
行
事
の
案
内

三
、
日
帰
り
写
生
研
究
会
の
開
催

（動
物
園
、
水
族
館
）

四
、
陶
彫
月
報
の
発
行

Ｒ
ざ

五
、
会
員
名
簿
作
成

（会
員
四
名
加
入
）

以
上

昭
和
三
十
年

一
月
五
日

新
年
懇
親
会

（新
旧
役
員
会
）
於
水
上
副
会
長
宅

§

（＊
静
観
筆
か
？
）

昭
和
三
十
九
年

一
月
十
四
日
　
革削
会
長
　
片
岡
武
正
氏
永
眠
さ
る
。

二
月
九
日
役
員
会
の
協
議
に
て
片
岡
静
観
、
会
長

井
上
美
邦
氏
副
会
長
を
承
る

（役
貝
出
席
者
　
拾
武
名
）

二
月
十
六
日
春
期
総
会
ろ
行
ふ
。

ス
ラ
イ
ド

（裸
婦
）
の
映
写
会
を
行
ふ
。

三
月
十
日

陶
器
館
に
於
て
春
の
総
会
を
行
ふ
。

六
月
七
日
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常
滑
市
内
の
寺
院
什
賓
巡
り
鑑
賞
会
を
行
ふ
。

§

六
月
十
六
日

豊
橋
商
工
会
議
所
に
て
工
芸
会
と
合
同
に
て
陶
彫
、
陶
芸
展
を
行
ふ
。

十

一
月
三
日

・
四
日

文
化
祭
陶
彫
展
を
行
ふ
。

昭
和
四
十
年

一
月
九
日

新
年
総
会
を
行
ふ

（新
年
宴
会
を
兼
ね
）

三
月
五
日

伊
藤
捨
次
郎
氏
よ
り
陶
彫
研
究
と
し
て

§

陶
彫
会
に
寄
付
金
を
戴
き
、
奥
條
会
館
に
於
て
陶
彫
発
揚
の
祝
賀
会
を
行

ふ

（但
し
其
折
の
費
用
に
付
い
て
は
全
部
伊
藤
捨
次
郎
氏
負
担
に
て
）

五
月
十
四

・
五
日
常
滑
美
術
展
協
賛

六
月
十
三
日

多
治
見
、
虎
渓
山
、
修
道
院
、
志
野
、
織
部
の
見
学
会
を
行
ふ
。
全

行

十
六
名
）

八
月
十
六
日

高
等
学
校
の
陶
彫
室
に
て
彫
刻
研
究
会
を

（裸
婦
モ
デ
ル
使
用
二
日
間
）

行
ふ
。

九
月
十
九
日

父
ざ

市
原
氏
訪
欧
の
ス
ラ
イ
ド
鑑
賞
会
を
行
ふ
。

十

一
月
十
三

・
四
日

文
化
祭
陶
彫
展
を
行
ふ

十

一
月
十
五
日
伊
藤
捨
次
郎
氏
よ
り
重
ね
て
陶
彫
研
究
費
と
し
て
篤
志
弐

万
園
陶
彫
会
に
下
さ
い
ま
し
た

十
二
月
十
四
日

静
観
訪
欧
旅
行
に
壮
行
会
農
協
会
館
に
て
行
ふ

昭
和
四
十

一
年

三
月
六
日
　
委
員
石
川
秋
之
助
逝
去
す
。

三
月
八
日

春
期
総
会
を
行
ふ
。
（静
観
訪
欧
旅
行
の
ス
ラ
イ
ド
観
賞
）

四
月
十
五
日

貸
切
バ
ス
に
て
天
理
美
術
館
、
並
に
天
理
本
部
見
学
会
を
行
ふ

（其
折
石

上
神
宮
へ
も
参
拝
）
。

五
月
十
四

・
五
日

常
滑
美
術
展
協
賛
出
品

七
月
十
四
日

・
十
五
日

片
岡
静
観
ア
ト
リ
エ
に
て
裸
婦
の
彫
塑
研
究
会
を
行
ふ

（高
等
学
校
改
築

工
事
中
の
為
）

九
月
六
日
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仙
台
市
に
於
て
常
滑
陶
業
品
、
陶
藝
陶
彫

§

の
展
覧
会
を
行
ふ

十
月
二
日

中
日
観
光
バ
ス
に
て
京
都
美
術
館
に
開
か
れ
た

ロ
ダ
ン
没
し
て
五
十
年
記
念
の
ロ
グ
ン
展
見
学
鑑
賞
会
を
行
ふ

十

一
月
三
日

・
四
日

文
化
祭
協
賛
常
滑
陶
彫
展
を
行
ふ

§

昭
和
四
十
二
年
度

三
月
十
五
日

春
期
総
会
を
陶
器
館
階
上
に
て
行
ふ

一
、
本
年
度
の
会
の
行
事
、
展
覧
会
等
に
付
い
て
会
員
に
意
見
を
聞
く

二
、
会
長
並
に
役
貝
任
期
満
了
に
て
引
続
き
会
長
並
に
役
員
は
留
任
と
云

ふ
事
に
決
定
す
。

五
月

一
日

沢
田
恒
夫
君
祖
母
堂
死
亡
籠
盛

一
対
贈
る

§

五
月
七
日

京
都
有
隣
館
見
学
会

七
月
三
十
日
三
十

一
日

高
等
学
校
に
て
モ
デ
ル
使
用
彫
塑
研
究
会

十

一
月
三

・
四
日

文
化
祭
協
賛
陶
彫
展

其
間
役
員
会
二
回

§

昭
和
四
十
三
年
度

三
月
十
六
日
　
春
の
総
会

（出
席
者
二
十
九
名
）

五
月
十
四
日
常
滑
市
美
術
展
協
賛
出
品

六
月
二
日
　
法
隆
寺
　
薬
師
寺
　
唐
招
提
寺
見
学
会

八
月
十
日
　
一局
等
学
校
に
て
モ
デ
ル
使
用
彫
塑
研
究
会

十
月
十
日
　
一爪
都
博
物
館
に
ブ
ル
ー
デ
ル
展
見
学
会

十

一
月
三

・
四
日
文
化
祭
陶
彫
展

其
間
役
員
会
二
回

昭
和
四
十
四
年
度

二
月
六
日
会
員
伊
藤
辰
夫
氏
死
亡
　
生
花

一
対
贈
り
代
表
者
参
列

§

二
月
十
七
日
　
柴
山
清
風
氏
死
亡
生
花

一
対
と
役
員
全
員

参
列
　
お
手
伝
ひ

四
十
四
年
度

三
月
十
三
日
　
春
の
総
会

（出
席
者
二
十
八
名
）

※
§
記
号
は
改
頁
を
意
味
す
る
。
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常
滑
町
史
編
纂
資
料
に
つ
い
て

常
滑
町
制
は
明
治
二
十
三
年

（１
８
９
０
）
に
施
行
さ
れ
、
昭
和
二
十

九
年

（１
９
５
４
）
ま
で
継
続
し
た
。
そ
の
間
に
常
滑
町
史
編
纂
会
と
い

う
組
織
が
結
成
さ
れ
、
『常
滑
町
史
編
纂
資
料
』
と
い
う
冊
子
が
テ
ー
マ
ご

と
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
組
織
が
何
時
成
立
し
た
の
か
は
判
然
と
し

て
い
な
い
が
、
同
会
が
大
正
十
年
に
刊
行
し
た

『鯉
江
方
壽
翁
』
と
い
う

冊
子
の
奥
付
で
は
、
常
滑
町
史
編
纂
会
の
代
表
者
と
し
て
中
村
文
三
郎
の

名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
巻
末
の

「感
謝
の
辞
」
で
は
同
会
の
会
長

と
し
て
時
の
町
長
、
榊
原
助
太
郎
、
顧
問
に
磯
谷
才
次
郎
、
編
纂
委
員
と

し
て
谷
川
米
太
郎
、
瀧
田
貞

一
、
中
村
文
三
郎
と
あ
り
、
書
記
に
竹
内
定

一
、
早
川
重
吉
、
吉
川
高
根
と
あ
る
。
こ
の

『鯉
江
方
壽
翁
』
は
町
史
編

纂
資
料
と
は
別
で
単
独
に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
年
の
十

一
月

に
鯉
江
方
壽
翁
の
陶
像
が
天
神
山
の
西
麓
に
建
て
ら
れ
除
幕
式
が
盛
大
に

挙
行
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

『常
滑
町
史
編
纂
資
料
』
は
、
（其

一
）
「常
滑
名
称
考
」
に
始
ま
り

（其

六
十
七
）
「片
岡
平
三
郎
」
ま
で
出
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
（其
三
）
「行
基

菩
薩
ノ
事
蹟
」
の
冊
子
冒
頭
に
は

「僧
行
基
ハ
、
天
智
天
皇
六
年

（大
正

十
年
ヨ
リ

一
千
二
百
五
十
四
年
前
）
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

創
刊
も
大
正
十
年
を
さ
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
こ
と
が
知
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の

『常
滑
町
史
編
纂
資
料
』
の

（
一
四
）
に

「常
滑
船
舶

考
」
が
あ
る
。
こ
の
論
考
も
ま
た
文
中
に

「大
正
十

一
年
よ
り

・
・
。
年

前
」
と
い
う
解
説
を
加
え
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
書
か
れ
た
時
期
が

想
定
で
き
る
。

常
滑
の
廻
船
に
つ
い
て
は
常
盤
講
と
い
う
組
織
が
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら

れ
て
い
た
が
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。
近
年
の
瀧
田

家
文
書
の
整
理
か
ら
は
、
そ
の
実
態
の
一
端
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の

「常
滑
船
舶
考
」
の
記
述
も
改
め

て
見
直
す
必
要
も
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
造
船
に

関
す
る
記
述
は
今
後
さ
ら
に
調
査
す
べ
き
内
容
で
あ
ろ
う
。
以
下
に
、
そ

の
全
文
を
転
載
す
る
が
、
文
字
に
つ
い
て
は

一
部
原
文
と
異
な
り
新
し
い

漠
字
を
用
い
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

常
滑
町
史
編
纂
資
料

（
一
四
）

町
史
編
纂
會

常

滑

船

舶

考

知
多
の
西
岸
延
長
十
三
里
の
間
、
港
湾
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
は
僅
に
常

滑
と
須
佐
の
み
で
あ
る
。
然
る
上
に
営
町
は
前
面
に
伊
勢
湾
を
隔
て
て
桑

名
、
四
日
市
、
白
子
、
津
、
大
港

（神
社
の
喜
名
）
等
の
良
港
と
相
封
し

て
居
る
か
ら
過
去
に
於
い
て
海
上
交
通
の
頻
繁
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。
古
い
事
は
更
に
文
献
の
徴
す
べ
き
も
の
無
く
、
殊
に
最
近
製

陶
業
が
旺
盛
に
な
っ
て
来
た
角
海
運
の
方
面
は
殆
ど
人
の
耳
日
か
ら
遠
ざ

か
る
様
に
な
つ
た
。
し
か
し
斯
業
の
記
念
と
し
て
今
尚
常
滑
の
人
士
中
に

海
運
業
者
の
特
微
た
る
長
躯
健
体
と
豪
謄
闊
達
の
資
質
と
を
保
有
せ
る
タ

柔               モ

=               
輩
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イ
プ
を
見
受
け
る
の
は
何
れ
も
斯
業
に
関
係
あ
る
系
統
の
方
か
と
思
は
れ

て
吾
々
は
大
い
に
憧
憬
の
念
を
梯
つ
て
居
る
が
、
海
逼
業
の
衰
亡
と
歳
月

の
進
行
に
つ
れ
て
此
慕
は
し
き
面
影
が
漸
次
幻
滅
し
て
仕
舞
ふ
の
は
町
の

為
、
回
の
為
、
誠
に
遺
憾
に
堪
え
へ
ぬ
の
で
あ
る
。
せ
め
て
は
過
去
の
思

出
の
為
姦
に
断
片
零
簡
を
綴
合
わ
て
本
章
を
物
し
て
見
た
の
で
あ
る
。
由

来
本
郡
は
半
島
で
あ
る
関
係
か
ら
往
古
よ
り
海
通
業
の
発
達
し
て
居
た
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
日
本
武
尊
の
東
夷
御
征
伐
に
於
て
海
軍
の
策
源

地
が
今
の
師
崎
で
あ
り
、
師
崎
と
い
ふ
地
名
其
物
が
既
に
己
に
海
逗
の
事

跡
を
物
語
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。
常
滑
が
半
島
の
一
部
で
あ
る
以
上
矢
張

海
運
史
上
に
相
当
の
地
位
を
有
し
て
居
ら
う
と
の
考
え
は
あ
ま
り
根
拠
の

な
い
想
像
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
日
本
武
尊
よ
り
ず
つ
と
降
つ
て
大
阪
夏

の
陣
に
師
崎
の
千
賀
志
摩
守
が
関
船
七
艘
を
率
い
て
参
加
し
、
特
に
奇
功

を
立
て
た
事
は
人
の
よ
く
知
る
所
で
あ
る
。
其
中
師
崎
船
が
四
艘
、
大
野

船
が
三
艘
、
常
滑
船
が

一
般
で
あ
つ
た
。
此
常
滑
船
は
後
尾
張
藩
か
ら
の

命
令
で
衣
川
家
が
保
管
し
て
居
つ
た
が
、
今
か
ら
凡
そ
二
百
年
計
り
前
に

朽
腐
し
て
仕
舞
つ
た
。
尾
張
藩
の
船
手

（今
で
い
ふ
海
軍
）
は
千
賀
志
摩

守
の
支
配
下
で
本
郡
も
矢
張
り
其
の
下
に
置
か
れ
て
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

其
の
頃
本
郡
の
各
村
々
に
置
か
れ
て
あ
つ
た
の
は
所
謂
船
江
と
い
ふ
も
の

で
単
に
船
の
置
場

（船
国
場
）
で
あ
つ
て
港
の
命
令
に
よ
つ
て
船
を
出
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
港
と
云
ふ
の
は
城
下
に
対
し
て
生
活
の
資
料
を

陸
上
げ
す
る
所
で

一
國

一
ヶ
所
に
限
ら
れ
て
居
た
、
尾
張
藩
に
於
い
て
は

熱
田
の
白
鳥
が
夫
れ
で
あ
つ
た
。
今

一
つ
津
と
い
ふ
も
の
が
あ
る
が
是
は

今
の
渡
船
場
で
宮

（熱
田
の
）
が
夫
で
あ
る
。
常
滑
に
置
か
れ
て
あ
つ
た

の
は
船
江
で
勿
論
港
で
は
な
く
、
当
時
衣
川
八
兵
衛
の
監
理
す
る
所
で
あ

つ
た
。
今

一
つ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
牛
船
に
就
い
て
で
あ
る
。

牛
船
に
関
し
て
は
既
に
本
資
料
其
四
牛
船
考
に
於
い
て
記
述
し
て
置
い
た

通
り
、
尾
張
藩
で
牧
畜
す
る
所
の
牛
は
全
部
此
の
常
滑
に
集
め
て
対
岸
伊

勢
の
長
太
と
取
引
を
し
て
居
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
常
時
の
常
滑
は
船
江

で
あ
り
且
つ
津
で
あ
つ
た
詳
で
あ
る
。

徳
川
初
期
に
於
い
て
尾
張
藩
船
監
督
の
全
権
は
千
賀
志
摩
守
に
属
し
其

の
下
に
廻
船
総
庄
屋
と
い
ふ
も
の
が
置
か
れ
て
あ
つ
て
知
多
西
浦
邊
通
り

島
々
並
に
愛
知
郡
山
崎
村
よ
り
星
崎
輪
中
村
々
、
鳴
海
ま
で
の
内
浦
邊
の

船
舶
の
出
入
に
関
す
る
実
務
を
取
扱
つ
て
居
つ
た
。
其
実
務
の
主
な
る
も

の
は
船
の
舶
の
方
に
脚
肩
を
打
つ
こ
と
で
あ
る
。
脚
肩
と
は
詩
の
分
か
ら

ぬ
言
葉
で
あ
る
が
今
な
ら
検
査
済
の
烙
印
の
こ
と
で
あ
る
。
以
前
に
は
舟

と
言
う
舟
に
悉
く
打
つ
た
も
の
で
あ
つ
た
が
、
寛
政
以
後
は
漁
船
以
下
に

は
之
を
省
き
廻
漕
船
に
限
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
当
時
廻
船
総
庄

屋
の
居
つ
た
所
は
大
野
で
中
村
権
右
衛
門
と
い
つ
た
家
で
あ
る
。
現
在
の

位
置
で
は
橋
北
の
海
岸
で
あ
つ
た
ら
し
い
。
其
賞
證
と
し
て
は
総
庄
屋
の

葬
式
だ
け
は
大
野
橋
を
通
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
ふ
言
偉
へ
が
あ
る
の
で

判
る
。
中
村
家
が
初
め
て
紹
庄
屋
に
な
っ
た
の
は
元
和
三
年
で
当
時
源
右

衛
門
重
直
と
云
つ
た
人
で
爾
来
引
績
い
て
維
新
ま
で
勤
め
て
居
つ
た
も
の

で
あ
る
。
中
村
家
は
五
代
重
信
の
時
に
至
つ
て
権
右
衛
門
と
改
め
、
其
後

代
々
襲
名
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
中
村
家
に
所
蔵
さ
れ
て
居
る
旧
記

の
中
常
滑
に
関
す
る
記
録
を
挙
ぐ
れ
ば
、

覚

亥

Ａハ
月
　
　
一
小
伊
勢
丸
　
常
滑
村
　
士詈
右
衛
門
船

右
ハ
作
直
シ
船
二
御
座
候
　
　
大
工

一
人
　
俸
六
郎
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八

月
　
　
一
久
福
九
　
右
同
村
　
庄
屋
船

右
ハ
作
直
シ
船
二
御
座
候
　
　
大
工

一
人
　
右
同
人

八

月
　
　
一
幸
　
九
　
右
同
村
　
半
六
船

右
ハ
新
規
船
二
御
座
候
　
　
　
大
工

一
人
　
右
同
人

十

月
　
　
一
宮
徳
丸
　
右
同
村
　
久
八
船

右
ハ
作
直
シ
船
二
御
座
候
　
　
大
正

一
人
　
右
同
人

〆
　
右
ハ
去
亥
年
足
肩
相
改
遺
申
候

四

月
　
　
一
長
久
丸
　
右
同
村
　
五
兵
工
船

右
ハ
作
直
シ
船
二
御
座
候
　
　
大
工

一
人
　
庄
七
郎

八

月
　
　
一
利
徳
九
　
右
同
村
　
藤
三
郎
船

右
ハ
新
規
船
二
御
座
候
　
　
　
大
工

一
人
　
右
同
人

八

月
　
　
一
清
徳
丸
　
右
同
村
　
徳
右
衛
門
船

右
ハ
新
規
船
二
御
座
候
　
　
　
大
工

一
人
　
右
同
人

〆
　
右
ハ
常
滑
脚
肩
相
改
遺
申
候

両
年
大
工
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
年
　
庄
太
郎

〆
　
七
人

右
之
通
二
御
座
候
　
以
　
上

大
野
村
船
庄
屋

子
十

一
月

御
船
方
御
役
所

覚

中
村
権
右
衛
門
⑪

一
一
月
　
　
一
松
福
丸
　
　
常
滑
村
　
七
郎
右
衛
門
船

右
ハ
新
規
船
二
御
座
候
　
　
　
大
正

一
人
　
俸
六
郎

一
一
月
　
　
一
宝
悦
九
　
　
右
同
村
　
藤
右
衛
門
船

右
ハ
新
規
船
二
御
座
候
　
　
　
大
工

一
人
　
俸
六
郎

〆
　
船
大
正
　
一
一人

右
ハ
当
丑
年
常
滑
村
廻
船
足
肩
相
改
遺
申
候

以
　
　
上

丑
十

一
月
　
　
　
　
大
野
村
廻
船
庄
屋
　
　
中
村
権
右
衛
門
⑪

御
船
方
御
役
所

亥
は
高
治
二
年
、
（大
正
十

一
年
よ
り
　
一
一百
六
十
三
年
前
）
子
は
高
治

三
年
、
丑
は
寛
文
元
年
を
さ
す
の
で
、
大
工
と
は

一
般
の
舟
に
脚
肩
を
打

つ
人
足
を
云
つ
た
の
で
あ
る
。

元
禄
時
代
に
於
け
る
海
追
上
の
常
滑
の
地
位
は
左
の
旧
記
を
検
す
る
と
、

略
了
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
、
繁
を
厭
は
ず
、
之
を
掲
げ
て
置
く
。

元
禄
六
年
（大
正
十

一
年
よ
り
三
百
二
十
九
年
前
）
七
月
二
十
六
日
改

艘
　
　
　
　
　
　
　
　
石

ヽ

大
　
一局
　
　
　
　
　
人
三
　
　
　
　
　
　
　
四
人
三

込
　
一局
　
　
　
　
　
一
七
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五

名
和
前
　
　
　
　
　
一
三
二
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

名
　
和
　
　
　
　
　
七
三
　
　
　
　
　
　
　
五
人
四

加
　
家
　
　
　
　
　
一
三
一　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

寺
　
中
　
　
　
　
　
一
三
一　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

渡
　
内
　
　
　
　
　
一
一　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

平

島

　

　

　

　

一
六
　
　
　
　
　
　
一
一
一人

清

水
　
　
　
　
　
一
一　
　
　
　
　
　
　
一
六

木

庭
　
　
　
　
　
一二
　
　
　
　
　
　
　
一
五

宮
田
　
田
　
　
　
　
　
　
一
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

大
　
里
　
　
　
　
四
〇
　
　
　
　
　
　
一
一四
〇
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木
一
日

騒
象
賀

金
町
方

一藪寺

木

朝

倉

吉

見

一岡

田

森一警・綾

療

大

舛

夫

野

西
之
一日

一榎

一戸

・多
層
山
方

‐
同

浦
方

北

擦

瀬

未

驚

滑
一

構

水

阿

野

驚

野

古

場

三七
・入
入

五
三

六
回
一

二
六

二
〇

一
〇

凹
四一九九

四

一
ニｔ口

〓
一エム一

三
囲

一
一
一

九
〇

一
八

四
〓

一↑
み
０
一

九
七

四
四
七

一
七
九

四
二

人
０

■
大．五

一一一一
一

一五
二

〓

〓
一七

一
二

一二
エハ

二
一〇

四
五
一二
大

二
九
九
五

人
七
〇

二
九
八
三

七
七八

五

ｉＯ
四

一

刈

屋
一

大

容

小
鈴
谷

上
野
問

亀
奥
田

南
異
Ｈ

柿
―
並

一　
・色

小
野
浦

西

一端

薫

錦

久

村

未

泊

中
・
須

須

佐

師
一
崎

篠

島

一日
間
費

七
〓

ニ
エ

エ（
六

四
六

一
五

一
一

七
〇

九
〇

七
九

画

一

東
七
五

西
四
六四

一口
一二人四

七
〇

二
〇

一
二
〇

二
四
〇

一二
〇

・七
二

四
人
Ｏ

五
七
四
人

二
二
一四
〇

六
二
七
五

四
四
五
③

六
０
六

六
五
〇

〓
三
二
〇

七
〇
〇

一
五
二
五

三
五
六

一
五
七
四

九
四
一

一
六

三
０
六

四
五

一
九
入

一
二
一〇

苦 矢 山 大 府

本 梨 1蔵 井 名

五 三 二 人 .五 |三 ,八
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河
　
和

北
　
方

時
　
志

布
　
土

一昌
　
二具

大

手局

大
　
足

成
　
］石

半
　
田

乙
　
川

亀
　
崎

有

脇

藤
　
江

生
　
路

石
　
濱

緒
　
川

村
　
木

大
　
府

鳴

海

源
兵
新
田

柴
田
新
田

牛
毛
荒
井

南
　
野

本
　
地

一 九  二 三   一 一
三 人 六 六 五 七 四 六 一 四 二 六一一

二
九

一
一
一

一
八

エハ
一

四
〇

六
八

七 五 四 七 四 三 二 二

― 八

四
三 四 〇 二 七 五 二  九 四 一  一

人 九 二 一 五 三 九 人 三 一 六 人 六 六
二 六 四 七 七 〇 五 五 人 六 二 〇 三 〇 五 五 〇 五 〇 三 〇 〇 〇 〇

長
三
郎
新
田
　
　
　
一
〓
一　
　
　
　
　
　
　
　
八
八

笠
　
寺

　
　
　
　
七
〇
　
　
　
　
　
　
工全
ハ
〇

一戸
　
部
　
　
　
　
　
一
七
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五

戸
部
下
前
新
田
　
　
一
三
一　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

戸
部
下
新
田
　
　
　
一
六
　
　
　
　
　
　
　
　
一ハ
八

山
　
崎
　
　
　
　
　
一
七
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五

紀
左
工
門
新
田
　
　
一
三
一　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二

紹
船
敷
　
一
〓
一五
〇
　
　
　
紹
石
敷
五
五
五
八
〇

次
に
元
禄
十
五
年
の
夏
に
尾
張
藩
か
ら
典
へ
ら
れ
た
御
國
印
の
敷
は
瀬

木
北
條
で
小
が
六
、
常
滑
で
小
が
三
十
人
で
あ
つ
た
。
御
囲
印
と
い
ふ
の

は
扇
の
給
の
附
い
て
居
る
麻
布
の
旗
で
あ
る
。
扇
は
千
賀
家
の
紋
章
で
あ

る
。
之
に
大
と
小
と
の
二
種
あ
つ
て
戴
く
に
就
い
て
は
当
時
大
三
百
十
人

文
、
小
百
八
十
文
の
御
料
金
を
上
納
し
た
も
の
ら
し
い
。
此
船
旗
は
尾
張

領
内
の
船
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
も
の
で
、
他
藩
に
対
し
て
常
に
優
越

の
位
置
と
特
権
と
を
有
し
、
つ
ま
り
海
上
を
跛
屈
し
得
る

一
大
要
素
で

仲
々
容
易
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
今
尚
瀧
田
家
の
此
の
遺
物
が
保
存
さ

れ
て
あ
る
の
は
、
珍
と
す
べ
き
で
あ
る
。

尾
張
領
内
の
船
は
置
藩
の
当
初
危
険
と
い
ふ
理
由
の
下
に
内
海
に
限
ら

れ
て
居
て
、
伊
良
湖
水
道
以
外
に
は
絶
対
に
航
海
を
許
さ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
が
、
只
大
阪
廻
船
業
淡
路
屋
利
右
衛
門
の
船
ば
か
り
出
り
出
入
り
を

公
認
さ
れ
て
居
っ
た
の
で
、
海
逗
業
の
一
向
振
は
な
か
っ
た
こ
と
は
想
像

さ
れ
得
る
が
、
前
記
の
通
り
元
禄
時
代
に
入
り
、
海
通
業
の
勃
興
に
伴
い
、

こ
の
禁
を
解
か
る
る
こ
と
に
な
り
、
大
阪
廻
し
、
江
戸
廻
し
が
始
め
ら
る

る
こ
と
に
な
っ
た
。
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享
保
二
年

（大
正
十

一
年
よ
り
三
百
五
年
前
）
江
戸
廻
し
は
船
仲
間
の

入
費
を
負
担
す
る
こ
と
を
断
つ
た
か
ら
、
諸
国
廻
し
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ

こ
と
に
な
り
、
海
逗
業
は

一
時
甚
だ
衰
額
し
た
、
元
文
頂

（凡
そ
百
九
十

年
前
）
の
記
録
に
は
知
多
半
島
に
於
け
る
諸
国
廻
し
の
船
は
十
五
艘
で

あ
っ
た
。
夫
れ
は
常
滑
と
小
野
浦
と
の
船
で
あ
る
。
降
っ
て
寛
政
頃

（凡

そ
百
十
年
前
）
に
は
半
島
の
海
運
業
が
再
び
繁
栄
の
機
逗
に
際
会
し
た
。

東
海
岸
に
於
け
る
半
田
の
発
展
の
起
源
は
実
に
此
の
時
期
に
あ
つ
た
の
で
、

半
田
の
俗
謡
た
る

『半
田
亀
崎
女
の
夜
這
ひ
、
男
寝
て
待
て
、
御
所
桜
』

（御
所
桜
は
花
が
大
き
く
人
重
で
五
房
の
花
が

一
所
に
な
っ
て
咲
く
上
品

の
桜
で

一
所
に
な
っ
て
咲
く
意
味
を
取
っ
た
も
の
）
は
随
分
人
に
胎
久
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
此
の
頃
に
始
っ
た
も
の
で
あ
る
。
謡
の
要
旨

は
夜
泊
の
船
に
遊
女
が
押
掛
け
た
纏
綿
た
る
情
緒
を
謳
っ
た
も
の
で
、
歌

の
品
格
は
兎
に
角
、
半
田
亀
崎
に
於
け
る
当
時
百
船
輻
湊
の
盛
景
を
紡
彿

と
し
て
眼
前
に
浮
べ
て
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
半
田
に
限
ら
ず

一
般
海
運
界
の
状
態
が
前
述
の
通
り
で
あ
る
か
ら
、
常
滑
も
之
れ
に
均
霧

し
て
居
っ
た
ら
う
と
想
像
さ
れ
ん
で
も
な
い
が
、
西
海
岸
は
東
海
岸
の
好

況
に
匹
敵
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
ら
し
い
。
因
に
記
し
て
置
く
が
常

滑
の
俗
謡

『ト
ン
ト
常
滑
、
庭
は
よ
い
が
人
に
な
さ
け
の
無
い
と
こ
ろ
』

は
段
々
研
究
し
て
見
る
と
常
滑
の
一
般
情
況
を
説
明
し
た
歌
で
な
く
て
半

島
の
東
西
海
岸
を
往
来
し
つ
つ
あ
る
多
情
多
恨
の
海
員
が
、
客
遇
の
方
面

か
ら
常
滑
海
岸
の
殺
風
景
を
嘲
つ
て
出
来
た
も
の
ら
し
く
そ
れ
で
両
謡
と

も
何
れ
も
七
七
七
五
調
で
あ
る
。
な
さ
け
と
あ
る
の
は
普
通
の
人
情
の
な

さ
け
で
は
な
く
し
て
、
戒
泊
の
船
中
へ
押
か
け
て
往
く
白
面
鬼
の
な
さ
け

を
意
味
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
之
は
倫
理
観
か
ら
見
れ
ば
常
滑
の
風
紀
の

清
潔
を
證
し
て
居
る
が
、
港
の
繁
栄
は
遠
く
東
海
岸
に
及
ば
な
か
っ
た
こ

と
が
判
る
の
で
あ
る
。

元
治
二
年

（大
二
十

一
年
よ
り
五
十
八
年
前
）
経
済
上
の
変
動
と
西
洋

型
帆
船
の
出
現
と
に
原
因
し
て
大
形
和
船
の
維
持
甚
だ
困
難
を
来
た
し
、

当
路
に
救
済
を
求
め
た
。
之
に
因
っ
て
大
形
船

一
般
に
就
き
金

一
両
づ
つ

を
拝
領
し
た
。
当
寺
常
滑
の
常
盤
講
に
属
す
る
大
船
は
二
十
人
艘
で
あ
っ

た
か
ら
、
総
計
金
二
十
八
両
を
頂
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
頃

常
盤
講
の
年
行
司
は
清
水
高
蔵
、
人
木
忠
右
衛
門
、
衣
川
善
右
衛
門
の
三

人
で
あ
っ
た
。
常
盤
講
に
関
す
る
事
蹟
は
詳
述
の
材
料
を
有
せ
む
が
左
の

文
書
が
瀧
田
家
の
古
筐
底
か
ら
出
た
の
で
、
い
く
ら
か
当
時
の
状
況
を
推

察
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

掟

一
、
火
之
元
用
心
第

一
之
事

一
、
諸
勝
負
事

一
切
不
相
成
井
不
正
之
節
無
之
様
仲
間

一
統
友
吟
味
可
致
事

一
、
諸
荷
物
酒
油
不
取
扱
船
も
可
有
之
風
聞
に
付
右
外
之
儀
無
之
様
船
頭

賄
梶
取
共
申
合
締
克
大
切
に
取
扱
可
申
候
若
背
之
者
於
有
之
は
過
料

金
拾
両
仲
間
へ
請
取
構
内

一
統
相
雇
申
間
敷
事

一
、
瀬
取
船
へ
飯
米
遣
し
候
儀

一
切
不
相
成
候
事

一
、　
米
穀
高
直
に
付
委
飯
相
用
猶
又
津
々
浦
々
に
お
ゐ
て
滞
船
之
節
は

粥
等
可
相
用
井
無
用
之
人
に

一
切
食
事
致
さ
せ
間
敷
事

一
、
船
頭
共
御
時
節
柄
を
も
不
相
舞
奢
ヶ
間
敦
儀
不
相
成
井
多
分
之
手
印

等
積
入
間
敷
事

一
、
津
々
浦
々
に
而
水
主
共
私
用
之
上
陸

一
切
致
問
敷
井
遊
女
等
堅
乗
ら

せ
申
間
敷
尚
又
酒
盛
等

一
切
不
相
成
事
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右
之
條
々
此
外
先
々
よ
り
申
聞
候
通
堅
相
守
可
申
若
背
候
者
有
之

に
お
ゐ
て
は
仲
間
相
除
き
可
申
事

慶
應
二
年
　
　
　
　
常
盤
講

丙
寅
十
月
　
　
　
　
仲
間
中
印

明
治
十
三
年
辰

一
月
の
日
付
で
東
京
京
橋
匠
東
湊
町

一
丁
目
二
十
九
番

地
廣
屋
徳
兵
衛
、
姓
は
久
保
田
）
か
ら
の
歎
願
書
と
い
う
文
書
が
あ
り
要

旨
は
明
治
十
二
年
十
二
月
二
十
六
日
東
京
日
本
橋
巨
箔
屋
町
よ
り
出
火
折

柄
烈
風
の
為
廣
屋
も
全
焼
の
場
合
常
滑
福
吉
丸
清
治
郎
初
め
外
三
名
の
尽

力
で
命
を
取
留
め
た
御
潜
の
外
各
員
手
船

一
艘
に
て
五
十
円
宛
借
受
け
返

済
は
今
後
の
瀬
取
賃
で
支
梯
は
せ
て
貰
ひ
た
い
と
の
願
で
あ
っ
て
宛
名
は

尾
州
常
滑
常
盤
講
御
仲
間
衆
中
様
と
あ
る
。
こ
の
廣
屋
は
瀬
取
の
世
話
及

常
盤
講
員
の
定
宿
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
明
治
八
年
に
は
己
に
常
滑
組
が
成

立
し
て
居
る
の
に
常
盤
講
の
名
は
お
か
し
い
が
之
は
廣
屋
が
改
名
後
も
矢

張
旧
名
を
用
い
た
も
の
で
当
時
常
盤
講
が
常
滑
組
の
新
名
に
変
っ
て
居
っ

た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

佑
常
滑
組
の
経
営
振
り
は
と
い
ふ
と
左
の
規
定
で
略
ぼ
大
要
を
窺
ふ
こ

と
が
出
来
る
。

心
得
記

今
度
船
手
永
続
二
付
組
々
衆
議
之
上
升
貫
目
帳
定
則
書
等
相
渡
候
ニ

付
テ
ハ
其
船
賄
親
父
ヲ
始
水
夫
者
工
諸
荷
物
不
締
之
取
扱
筋
ハ
不
申

及
諸
事
不
実
無
之
様
日
々
注
意
致
後
日
其
船
迷
惑
出
来
不
致
様
能
々

可
相
諭
候
事

出
状
記

證
参
印
紙
貼
用
方
是
迄
Ｅ
々
相
成
候
処
今
度
諸
国
取
引
先
へ
書
状
ヲ

以
引
合
及
候
間
向
後
問
屋
持
卜
相
心
得
之
事

東
京
米
国
銭
之
儀
ハ
是
迄
ノ
通
銀
萱
物

一
銭
六
厘
ノ
事

東
京
肥
物
口
銭
従
前
之
通
武
銭
五
厘
之
事

東
京
糠
口
銭
従
前
之
通
三
銭
之
事

東
京
塩
仕
切
面
小
判
五
十
人
物
之
処
向
後
金
弐
回
取
扱
之
事

東
京
茶
船
賃
明
治
八
年
人
月
十
五
日
ヨ
リ
銀
六
十
五
匁

一
国
人
銭
三

厘
ノ
定
ヲ
以
勘
定
之
事

浦
賀
雑
穀
口
銭

一
匁
式
分
之
処
童
匁
重
銭
六
厘
六
之
事

名
古
屋
大
豆
升
渡
之
儀
以
来
斗
立
之
上
通
用

一
升
桝
ヲ
以
渡
シ
方
之

事
同
所
肥
物
渡
シ
方
以
来
水
ロ
ヲ
以
渡
シ
方
取
斗
之
事

四
日
市
肥
物
渡
シ
方
之
儀
以
来
水
ロ
ヲ
以
渡
シ
方
之
事

同
所
河
岸
揚
諸
荷
物
向
渡
右
場
ニ
テ
渡
方
之
事

但
場
置
諸
荷
物
此
限
ニ
ア
ラ
ス

清
水
従
来
升
切
多
ク
不
算
当
二
付
升
取
宜
敷
様
猶
又
皮
米
三
合
之
処

以
来
皮
米
相
止
メ
度
趣
申
談
候
事

斎
田
赤
穂
両
所
塩
切
出
シ
之
儀
濱
方
ヨ
リ
切
出
シ
之
筈
相
頼
ミ
若
シ

摸
通
ガ
タ
ク
節
ハ
半
数
ハ
侵
令
直
組
之
内
へ
相
籠
り
候
共
前
條
取
斗

相
成
候
様
出
状
候
事

神
奈
川
升
渡
之
儀
不
宜
取
扱
有
之
二
付
向
後
取
締
相
成
候
様
出
状
候

事諸
間
屋
口
銭
之
儀
総
テ
増
口
銭
頼
ミ
出
候
共
決
テ
取
斗
不
相
成
此
段

可
心
得
置
事

右
評
議
之
上
各
地

へ
書
状
ヲ
以
打
合
候
間
不
欠
引
等
不
致
様
深
ク
注
意

可
有
之
事
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明
治
八
年
九
月

常
滑
組
　
印

野
間
組
　
印

内
海
組
　
印

定

　

則

桝
貫
目
帳
書
載
方
ハ
表
紙
凡
例
之
通
り
堅
相
心
得
不
体
裁
無
之
様
可

致
候
尚
明
治
九
年
七
月
三
十

一
日
限
船
元
へ
相
渡
シ
船
元
ニ
テ
計
算

之
上
同
九
月
五
日
迄
二
其
組
締
方
へ
相
届
可
申
事

当
今
戸
籍
御
厳
重
之
折
柄
左
之
書
式
之
證
書

一
通
ヅ
ツ
乗
組
不
残
之

ヲ
取
置
キ
候
事

何
縣
管
下
何
囲
何
郡
何
大
Ｅ
何
小
巨

何
町
何
番
地
居
住

村
業
何
々
ノ
誰

弟何
男

何
　
之
　
誰
　
何
々
何
年
生

何
年
何
ヶ
月

年
号
月
日
　
　
　
　
　
　
　
　
何
　
之
　
誰
　
印

一
、
無
切
手
之
者
雇
入
レ
候
族
ハ
一
名
二
付
雇
主
ヨ
リ
金
五
園
積
金
ト
シ

テ
其
組
締
方
へ
差
出
シ
可
由
事

附
り
水
夫
至
急
入
用
之
節
仲
間
達
ヨ
リ
借
水
夫
致
候
時
ハ
一
卜
上

下
限
り
侵
切
手
ヲ
以
テ
一尼
入
レ
之
筈
且
ツ
其
船
風
都
合
二
寄
ス
グ
行
キ
之

節
ハ
入
港
先
キ
ヨ
リ
其
船
元
工
委
曲
届
ヶ
之
事

一
、
伊
豆
港
々
又
ハ
鳥
羽
的
矢
等
二
滞
船
之
翻
是
迄
諸
費
相
嵩
候
様
子
当

今
ノ
時
勢
二
至
テ
ハ
渡
世
永
続
難
成
二
付
船
頭
水
夫
共
改
テ

一
際
倹

約
可
致
事

附
り
右
地
宿
々
へ
倹
約
之
條
出
状
致
候
間
不
宜
節
有
之
候
ハ
ハ
其

旨
締
者
へ
可
届
出
候
事

右
衆
議
確
定
候
條
犯
則
無
之
様
堅
可
相
守
候
也

常
　
滑
　
組
　
印

明
治
八
年
九
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
間
　
組
　
印

内
　
海
　
組
　
印

全
じ
く
八
年
に
は
愛
知
縣
管
下
の
各
港
に
船
改
所
と
云
う
も
の
が
置
か

れ
て
入
港
船
舶
の
監
督
に
当
り
入
港
船
舶
に
対
し
て
は

一
々
入
港
税
を
納

入
せ
し
め
た
様
で
、
左
の
文
書
に
よ
つ
て
其
の
一
班
を
知
る
こ
と
が
出
来

２ρ
。

入
港
願
書

一
、
船
名
福
周
丸船

形
日
本
形

積
高
九
百
八
拾
九
石

船
主
愛
知
縣
管
下
尾
張
国
知
多
郡
北
條
村

乗
組
十
二
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀧
田
金
左
工
門

積
荷
目
録
之
通

船
客
無
之

右
ハ
去
三
月
十
五
日
熱
田
港
出
帆
今
三
月
十
七
日
当
港
着
船
仕
候

右

村 町

冨J

戸

長
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二
付
船
税
御
鑑
札
熱
田
港
御
免
状
井
積
荷
目
録
添
手
数
料
弐
銭
碇
泊
税

上
納
仕
候
間
荷
物
揚
陸
御
免
状
奉
願
候
以
上福

周
九
船
頭

明
治
八
年
三
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
瀧
田
徳
次
郎
印

北
條
港船

御
改
所

前
書
之
通
検
査
之
上
手
数
料
井
碇
泊
税
取
立
荷
物
陸
揚
差
許
候
事

愛
知
縣
管
下

北
條
港
船
改
所

富
浦
長
五
郎
印

こ
の
富
浦
長
五
郎
氏
と
云
ふ
の
は
、
現
在
北
條

一
〇
六

一
番
戸
富
浦
又
五

郎
氏

（陶
器
職
）
の
父
で
あ
る
。

次
に
常
滑
に
於
け
る
過
去
現
在
の
船
舶
所
有
者
を
左
に
揚
げ
て
置
く
。

▲
北
　
　
條

船
名
　
　
　
石
数

清
水
庄
蔵
　
　
　
　
　
宮
光
丸
　
　
凡
八
〇
〇
石

三
代
襲
名
　
　
　
　
　
宮
栄
九
　
　
一
四
〇
〇
石
　
安
永
年
間
創
業

（現
戸
主
小
池
君
）
　

宮
喜
九
　
　
凡
八
〇
〇
石
　
明
治
十
六
年
廃
業

瀧
田
金
左
工
門
　
　
　
福
周
九
　
　
　
九
八
九
石
　
弘
化
年
間
創
業

金
左
工
門
　
　
　
　
　
濱
周
九
　
　
　
九
三

一
石
　
明
治
四
年
廃
業

（現
戸
主
貞

一
君
）
　

栄
周
九
　
　
　
七

一
二
石
　
翌
五
年
木
綿
業
創
始

附
言
　
初
の
金
左
工
門
と
い
ふ
は
陶
器
に
明
る
い
方
で
常
に
常
滑
の
製

品
を
澤
山
積
込
み
瀬
戸
内
海
地
方
へ
販
売
し
代
り
に
米
塩
を
買
取
り
多
大

の
利
益
を
挙
げ
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
。
殊
に
当
主
の
先
代
は
自
身
巨
船
操

縦
の
任
に
当
ら
れ
狂
風
怒
濤
の
中
を
往
来
さ
れ
た
の
で
、
氏
が
剛
健
不
携

質
実
勇
進
の
気
象
は
海
逗
事
業
の
間
に
修
養
さ
れ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

一
般
の
範
と
す
べ
き
で
あ
る
。

竹
村
四
郎
平
　
　
　
巨
宮
九
　
　
　
一
〇
〇
石

四
郎
平
　
　
　
一昌
久
九
　
　
一一一〇
〇
石
後
西
洋
帆
船
に
改
造

全

五
〇
〇
石
）

四
郎
平
　
　
　
一昌
栄
丸
　
　
　
仝
　
　
上

四
郎
平
　
　
　
一昌
福
九
　
　
　
八
〇
〇
石
　
　
寛
政
年
間
創
業

富
隆
九
　
　
一
〇
〇
〇
石
　
　
現
在
に
至
る

（現
戸
主
仁
平
君
）

幸
栄
九
　
　
一
〇
〇
〇
石

（後
三
〇
〇
石
）

富
宮
九
　
　
一
〇
〇
〇
石

（後
三
〇
〇
石
）

富
吉
九
　
　
一
〇
〇
〇
石

瑞
祥
九
　
　
一
六
〇
〇
石

（現
所
有
船
）

附
言
　
巨
宮
丸
は
竹
村
家
四
代
前
の
所
有
で
あ
っ
た
が
非
常
に
船
都
合

が
能
て
今
尚

『尾
張
巨
宮
丸
奥
行
の
せ
つ
は
寒
の
し
は
す
に
ま
ぜ

（南
風
）

が
ふ
く
』
と
い
ふ
船
歌
が
同
家
に
偉
へ
ら
れ
て
居
る
。
奥
行
と
い
ふ
の
は

伊
勢
海
か
ら
名
古
屋
へ
行
く
の
を
い
っ
た
も
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
和
船
に

は
難
破
の
危
険
が
伴
っ
た
も
の
だ
が
竹
村
家
の
所
有
船
に
は
餘
程
幸
逗
の

神
が
乗
っ
て
居
ら
れ
た
こ
と
と
思
は
れ
る
。
仝
家
の
勃
興
は
故
な
き
に
あ

ら
ず
と
思
ふ
。

村
田
安
五
郎

福
栄
九
　
　
一
〇
〇
〇
石
　
文
政
初
年
創
業
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ひ
　
さ
　
　
　
　
福
富
九

（現
戸
主
安
太
郎
君
）

福
吉
九

富
浦
長
二
郎
　
　
　
　
幸
栄
九

長
三
郎
　
　
　
　
実
栄
丸

長
五
郎
　
　
　
　
幸
運
九

（現
戸
主
又
五
郎
君
）

新
栄
九

平
野
七
兵
衛
　
　
　
　
虎
吉
九

（現
戸
主
六
郎
君
）

瀧
田
辰
蔵
　
　
　
　
第

一
宮

一
九

第
二
宮

一
九

（現
戸
主
富
次
郎
君
）

宮
勢
九

金
光
九

渡
邊
九
郎
兵
衛
　
　
第

一
宮
勢
丸

（現
一戸
主
九
良
兵
衛
君
）第
二
宮
勢
九

瀧
田
幸
重
　
　
　
　
　
伊
勢
丸

竹
村
松
三
郎
　
　
　
　
船
名
不
明

徳
次
郎
　
　
　
　
幸
福
丸

（現
戸
主
義

一
君
）

一
〇
〇
〇
石
　
明
治
十
二
三
年
頃
廃
業

一
〇
〇
〇
石

七
〇
〇
言
伸
　
文
化
初
年
創
業
明
治
五
年
廃
業

一
三
〇
〇
石

六
〇
〇
石

七
〇
〇
石

栄
三
郎
　
　
　
　
幸
重
九

（現
戸
主
田
四
郎
君
）

宮
栄
丸

▲
瀬
　
　
木

水
上
重
右
工
門
　
　
第

一
金
剛
丸

文
五
郎
　
　
第
二
金
剛
九

（現
戸
主
茂
人
君
）

第
三
金
剛
九

衣
川
善
右
工
門
　
　
　
清
喜
九

善
右
工
門
　
　
　
清
雄
九

（現
戸
主
善
右
工
門
）

外
二
艘

大
栄
丸

山
セ
合
資
会
社
　
　
　
長
安
丸

玉
島
丸

村
田
小

一

（現
戸
主
）
庄
栄
丸

▲
市
　
　
場

中
野
七
太
郎
　
　
　
　
盛
徳
九

佐
兵
衛
　
　
　
　
栄
力
丸

（現
戸
主
七
太
郎
君
）

賓
徳
丸

衣
川
定
次
郎
　
　
　
　
住
福
丸

（現
戸
主
）
　
　
　
　
北
魁
丸

大
東
九

▲
保
　
　
一不

鯉
江
庄
治
兵
衛
　
　
　
栄
賓
九

人
〇
〇
石
　
安
季ヽ
間
創
業
明
治
七
八
年
頃
廃
業

八
〇
〇
石

九
五
〇
石

九
〇
〇
石

八
五
〇
石
　
文
撃
嶺
製
懇
千
翠
肇

文
政
年
間
創
業
明
治
初
年
廃
業

一
五
七
、噸
六
五

一
二ハ
閲
中、離Щ
　
　
明
治
三
十
五
年
創
業
現
今
に
至
る

一
九
三
、噸
七
八

（現
所
有
船
）

一
二
四
、噸
五
　
（現
所
有
船
）

大
正
十

一
年
五
月
買
求

一
〇
〇
〇
石
　
安
政
年
間
創
業

一
〇
〇
〇
石
　
明
治
三
年
廃
業

九
六
噸

一
四
人
噸
　
　
大
正
三
年
創
業

一
三
二
噸
　
　
現
今
に
至
る

一
九
六
噸
　
　
（現
所
有
船
）

六
〇
〇
石
　
創
業
の
年
不
明

瀧
田
円
四
郎

（初
代
）
船
名
不
明
の
も
の
二
艘

円
四
郎

（二
代
）
栄
久
丸
　
　
八
〇
〇
石

吉
三
郎
　
　
　
幸
吉
丸
　
　
人
〇
〇
石

一
〇
〇
〇
石

一
四
〇
〇
石

一
一
〇
〇
石

一
一
八
〇
石

九
五
〇
石

一
〇
〇
〇
石

人
〇
〇
石

六
五
〇
石

不
明一

〇
〇
石

創
業
ノ
年
不
明

安
政
初
年
廃
業

文
政
初
年
創
業
廃
業
ノ
年
不
明

文
久
二
年
創
業

明
治
十
五
年
廃
業

文
政
年
間
創
業
廃
業
ノ
年
不
明

創
業
ノ
年
不
明
明
治
十
六
年
廃
業
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（現
戸
主
市
太
郎
君
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
七
年
廃
業

右
の
外
船
名
、
石
数
等
不
明
な
る
も
昔
船
持
で
あ
つ
た
家
は
、

北
條
に

瀧
田
清
助
　
　
　
　
　
瀧
田
金
三
郎
　
　
　
　
瀧
田
金
蔵

富
浦
偉
右
工
門
　
　
　
森
下
円
五
郎
　
　
　
　
村
田
文
七

瀬
木
に

伊
藤
七
左
工
門
　
　
　
鯉
江
左
平
治
　
　
　
　
杉
江
紋
兵
衛

鯉
江
小
三
郎

市
場
に

山
本
徳
右
工
門
　
　
　
山
本
長
次
郎

保
示
に

松
本
久
右
工
門

等
の
諸
家
で
あ
る
。

以
上
徳
川
時
代
よ
り
現
在
に
至
る
船
舶
の
消
長
を
略
記
し
た
が
、
佑
其

活
動
の
範
囲
は
、
主
と
し
て
大
阪
兵
庫
、
江
戸
ま
で
の
間
で
必
要
の
場
合

に
は
西
は
瀬
戸
内
海
、
東
は
仙
台
南
部
ま
で
及
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
其
の

積
載
の
貨
物
は
米
、
塩
を
主
と
し
て
必
要
な
場
合
に
は
酒
、
材
木
等
に
及

ん
だ
も
の
で
あ
る
。
船
舶
は
元
々
運
送
用
で
あ
る
か
ら
単
純
に
考
え
る
と

活
動
の
目
的
は
海
上
の
交
通
の
様
で
あ
っ
た
が
事
実
は
そ
う
で
な
い
。
つ

ま
り
船
舶
を
所
有
し
て
米
塩
の
商
業
を
執
行
し
た
の
で
運
賃
取
で
は
な
い
。

之
が
船
舶
業
が
多
大
の
収
益
を
あ
げ
常
滑
否
本
郡
の
富
の
一
半
を
作
っ
た

訳
で
あ
る
。　
一
例
を
挙
げ
る
と
左
の
通
り
で
あ
る
。

證

一　
新
斎
田
　
　
一ハ
千
俵
也

式
俵
に
付
五
十
二
銭
六
厘
乗

代
金
千
五
百
七
十
八
円
也

外
ニ一

金
参
円
也
　
　
　
　
塩
直
し
賃

〆
金
千
五
百
八
十

一
円
也

右
之
通
代
金
正
二
受
取

此
表
無
出
入
相
済
申
候
也

明
治
十
年
十
二
月
十
九
日
　
　
　
　
讃
岐
国
阪
出
濱

製
塩
商
行
社
々
長

鎌

田

節

三

郎

宮
光
丸
　
徳
次
郎
殿

こ
れ
は
斉
田
塩
六
千
俵
を
買
付
け
て
自
分
の
荷
物
と
し
て
自
己
の
手
船

に
積
み
、
浦
賀
な
り
江
戸
な
り
適
当
の
所
で
適
当
に
売
梯
ひ
、
こ
れ
に

よ
っ
て
相
当
の
純
益
を
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

維
新
の
前
後
に
は
東
西
両
京
の
物
価
は
非
常
に
懸
隔
が
あ
っ
た
も
の
で

大
阪
で
は
金
の
必
要
の
為
、
米
は
両
に
三
斗
替
で
あ
っ
た
の
で
半
田
小
栗

三
郎
氏
の
手
船
は
多
数
買
付
け
江
戸
送
り
を
始
め
た
が
、
当
時
の
船
長
は

両
に

一
斗
八
升
で
売
携
ひ
の
主
命
を
受
け
、
江
戸
へ
這
入
っ
て
見
る
と
意

外
に
も
江
戸
は
米
の
訣
乏
を
告
げ
て
居
っ
た
の
で
若
の
人
升
替
で
売
沸
ふ

こ
と
が
出
来
て
船
長
は
ホ
ク
ホ
ク
も
の
で
あ
っ
た
さ
う
だ
が
、
其
の
時
に

主
人
に
送
っ
た
手
紙
が
誠
に
面
白
い
。
其
意
味
は
主
人
の
御
命
令
に
反
し

て
誠
に
申
訳
け
が
な
い
。
但
し
利
益
は
頗
る
巨
額
で
あ
り
ま
す
か
ら
ど
う

か
御
勘
辮
が
願
ひ
た
い
と
い
ふ
こ
と
で
、
こ
の
詑
手
紙
は
今
尚
小
栗
家
の

珍
蔵
に
な
っ
て
居
る
そ
う
だ
。
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明
治
十
五
六
年
迄
は
前
述
の
如
き
商
振
り
で
随
分
面
白
い
遣
方
で
あ
っ

た
が
、
汽
船
の
普
及
と
通
信
機
関
の
発
達
と
が
こ
の
利
益
あ
る
商
業
を
不

可
能
な
ら
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
爾
来
商
船
が

一
変
し
て
単
純
な
運
送

船
と
変
化
す
る
こ
に
な
っ
た
。

本
郡
に
於
て
特
に
船
舶
業
が
発
達
せ
し
は
本
郡
が
江
戸
大
阪
の
中
間
に

介
在
し
て
両
者
の
有
無
を
通
ず
る
に
最
も
便
宜
の
地
に
立
つ
た
の
が
原
因

で
あ
る
。
然
る
に
同
じ
地
の
利
を
有
す
る
対
岸
の
伊
勢
に
斯
業
の
比
較
的

発
達
し
な
か
つ
た
の
は
本
郡
が
徳
川
家
の
親
藩
で
あ
る
尾
州
藩
領
で
あ
っ

て
他
落
に
対
し
て
勢
威
を
振
ふ
こ
と
が
出
来
た
に
は
勿
論
だ
が
配
下
に
千

賀
志
摩
守
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
今

一
つ
伊
勢
地
方
の
遠
く
本
郡
に
及

ば
な
か
っ
た
の
は
諸
藩
の
管
轄
が
区
々
で
桑
名
は
松
平
領
、
四
日
市
は
天

領
、
津
は
藤
堂
領
、
白
子
松
坂
は
紀
州
領
、
神
社
は
神
宮
領
、
鳥
羽
は
鳥

羽
領
で
比
隣
互
い
に
排
憐
の
傾
向
が
あ
っ
て
斯
業
の
発
展
を
阻
害
し
た
か

ら
で
あ
る
。

千
賀
志
摩
守
は
大
阪
夏
の
陣
に
於
い
て
徳
川
家
の
御
船
方
と
し
て
大
阪

船
奪
取
の
奇
功
を
奏
し
た
の
で
徳
川
時
代
に
於
い
て
豊
臣
氏
に
対
す
る
九

鬼
家
の
位
置
に
立
っ
た
の
で
徳
川
氏
に
於
い
て
は
五
千
石
の
直
臣
と
し
て

大
湊
邊
に
駐
在
せ
し
む
る
積
り
で
あ
つ
た
が
長
子
を
尾
州
藩
に
属
せ
し
め

た
関
係
上
父
子
共
に
尾
州
藩
の
配
下
と
な
り
師
崎
に
在
つ
て
伊
勢
湾
の
監

督
に
任
じ
た
。
之
が
千
賀
家
の
表
向
き
の
職
務
で
あ
っ
た
。
其
実
勢
力
は

紀
州
灘
よ
り
伊
豆
半
島
に
及
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
同
じ
親
落
で
も
海
上
に

於
い
て
紀
州
藩
が
尾
州
藩
の
勢
力
に
及
ば
な
か
つ
た
の
は
紀
州
の
船
方
竹

本
丹
後
守
の
元
本
郡
乙
川
の
産
で
、
稲
生
家
に
従
属
し
て
居
つ
た
の
を
主

従
諸
共
に
千
賀
家
に
仕
へ
其
の
推
挙
に
よ
り
紀
州
に
入
り
た
る
た
め
、
千

賀
氏
に
対
し
て
は
終
始
其
の
下
風
に
立
っ
て
居
た
か
ら
で
あ
る
。
か
う
い

う
関
係
は
桑
名
の
船
方
平
野
助
右
衛
門
に
就
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
平
野

は
稲
生
の
家
臣
で
千
賀
の
推
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。
又
当
時
遠
州
の
舞
坂

に
は
幕
府
の
設
け
た
今
切
番
所
が
あ
っ
て
之
が
三
河
湾

（吉
田
藩
領
を
除

く
）
を
監
督
し
た
も
の
だ
が
遠
隔
で
行
届
か
な
い
か
ら
千
賀
の
補
助
を
認

容
し
て
居
っ
た
の
と
、
海
外
は
監
督
が
定
ま
っ
て
居
ら
な
か
っ
た
か
ら
自

然
千
賀
の
勢
力
範
囲
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
斯
う
い
ふ
訳
で
尾
張
藩
の
海

上
勢
力
は
大
し
た
も
の
で

一
例
を
挙
げ
る
と
尾
張
船
が
瀬
戸
内
海
高
松
に

碇
泊
の
胸
落
候
の
船
遊
山
が
あ
っ
て
、
其
船
が
目
障
り
に
な
る
と
云
の
で

藩
吏
か
ら
場
所
替
の
沙
汰
が
下
つ
た
、
そ
う
す
る
と
早
速
骨
折
扇
の
旗
を

掲
げ
た
。
高
松
藩
で
は
ビ
ッ
ク
リ
し
て
コ
ソ
コ
ソ
遊
山
船
の
方
が
逃
出
し

て
仕
舞

っ
た
そ
う
だ
。
尚
昔
は
百
姓
町
人
は
白
足
袋
を
用
ひ
ぬ
こ
と
に

な
っ
て
居
つ
た
が
尾
張
船
の
船
員
丈
は
他
国
の
港
へ
着
い
た
時
平
気
で
白

足
袋
を
は
い
て
居
っ
た
も
の
で
あ
る
。
近
く
は
鯉
江
方
寿
翁
が
滝
田
辰
蔵

氏
の
持
船
を
借
受
け
の
藩
の
許
を
待
た
ず
し
て
丸
人
の
徴
号
を
染
抜
け
る

大
帆
を
争
ま
せ
堂
々
と
し
て
幕
府
の
膝
下
た
る
江
戸
湾
に
乗
込
ま
れ
た
の

も
尾
張
藩
の
勢
力
の
一
班
を
物
語
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
同
じ
知
多
沿
岸

で
も
船
の
臆
が
東
西
両
岸
で
異
っ
て
東
浦
の
は
白
、
西
浦
の
は
黒
で
白
は

白
奴
、
黒
は
黒
奴
と
称
し
尾
張
船
の
構
造
の
特
徴
で
他
国
船
か
ら
は
恐
怖

の
的
で
あ
っ
た
。

造
船
考

以
上
本
町
に
於
け
る
船
舶
に
関
す
る
事
項
の
大
略
を
記
述
し
た
。
要
す

る
に
本
町
は
古
く
元
禄
の
頃
か
ら
明
治
の
初
年
に
亘
っ
て
本
郡
屈
指
の
船

持
の
場
所
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
是
等
の
船
舶
は

一
体
何
所
か
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ら
供
給
さ
れ
た
か
と
い
ふ
に
、
明
治
の
初
年
本
町
の
船
舶
業
が
特
に
著
し

く
発
達
し
て
居
た
時
分
は
、
現
在
の
市
場
の
海
岸

一
帯
及
び
保
示
、
瀬
木

の
一
部
に
亘
っ
て
造
船
所
が
あ
っ
て
、
此
所
で
建
造
さ
れ
た
船
舶
は
廣
く

全
郡
各
地
に
供
給
さ
れ
て
居
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
本
郡
の
西
海
岸
に
於

け
る
造
船
所
と
し
て
は
唯

一
つ
我
常
滑
が
あ
っ
た
の
み
で
、
対
岸
伊
勢
の

大
湊
と
共
に
伊
勢
湾
内
に
於
け
る
二
大
造
船
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
へ
て

見
て
も
、
当
時
本
町
の
造
船
業
が
如
何
に
盛
ん
で
あ
っ
た
か
暑
推
定
さ
れ

る
。
其
頃
市
場
の
海
岸
に
あ
つ
た
造
船
所
は
、
南
の
方
か
ら
い
っ
て
、
伊

藤
金
平
氏
、
伊
藤
弥
之
右
工
門
氏
、
伊
藤
利
右
工
門
氏
の
三
軒
で
あ
っ
た
。

伊
藤
利
右
工
門
氏
は
カ
ネ
大
を
商
号
と
す
る
今
の
伊
藤
敬
四
郎
氏
の
家
で
、

伊
藤
弥
之
右
工
門
氏
は
、
今
北
條
停
留
場
へ
曲
り
角
の
伊
藤
重
吉
氏
の
家

で
あ
る
。

伊
藤
金
平
氏
は
、
明
治
十

一
年
伊
豆
か
ら
船
大
工
の
頭
領
を
呼
び
寄
せ

て
、
始
め
て
西
洋
帆
船
を
建
造
し
た
家
で
、
矢
張
停
留
場
直
ぐ
隣
り
の
伊

藤
三
郎
氏
の
家
が
其
後
で
あ
る
。

是
等
の
造
船
所
に
働
い
て
居
た
船
大
工
は
大
部
分
樽
水
、
阿
野
か
ら
出

稼
し
た
も
の
で
あ
る
、
尚
造
船
所
の
起
原
及
び
消
長
に
就
て
は
其
時
期
を

明
示
し
た
い
が
、
是
は
船
舶
の
夫
等
と
全
々

一
致
し
て
居
る
も
の
と
考
ヘ

て
差
支
へ
が
無
い
か
ら
省
い
て
置
く
。

之
を
要
す
る
に
常
滑
町
に
於
け
る
船
舶
業
は
偉
業
中
の
最
も
著
大
な
も

の
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
惜
し
い
こ
と
に
は
明
治
十
五
六
年
頃
に
至
っ
て
忽

焉
と
し
て
其
影
を
没
し
今
日
で
は
僅
か
に
二
三
隻
の
形
見
を
留
め
る
に
過

ぎ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
が
こ
の
運
命
は
常
滑
許
り
で
な
く
同
じ
繁
栄
を
極

め
た
野
間
を
も
内
海
を
も
襲
っ
た
の
だ
。
然
る
に
野
間
内
海
と
違
ふ
と
こ

ろ
は
後
継
実
業
の
如
何
で
あ
る
。
常
滑
は
幸
に
土
管
業
の
普
及
勃
興
す
る

あ
り
、
野
間
は
養
蚕
内
海
は
海
水
浴
と
変
っ
た
。
明
治
十
五
年
か
ら
仝
二

十
年
頃
ま
で
が
常
滑
に
於
け
る
主
要
実
業
の
一
韓
期
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

町
村
の
盛
衰
を
回
顧
す
る
と
先
輩
の
努
力
と
苦
労
を
感
謝
せ
ず
に
居
ら
れ

な
い
の
で
あ
る
。

追
記
　
本
文
に
も
述
べ
た
通
り
和
船
に
は
随
分
難
破
漂
流
が
多
か
っ

た
も
の
で
、　
一
々
記
述
す
る
こ
と
は
出
来
ん
が
、
嘉
永
三
年
正
月
十

一
日

に
常
滑
直
乗
忠
蔵
船
嘉
永
九
水
手
九
人
で
伊
豆
の
人
丈
島

（下
田
か
ら
六

十
四
里
）
末
吉
村
神
子
崎
へ
、
仝
月
十
五
日
子
中
刻
常
滑
村
富
浦
長
治
郎

船
幸
栄
丸
沖
船
頭
万
蔵
乗
組
十
人
で
仝
村
洞
輪
沢
へ
漂
着
し
て
居
る
。
富

浦
家
に
入
丈
実
記
暑
と
い
ふ
古
痛
本
が
蔵
さ
れ
て
居
っ
た
。
段
々
調
べ
て

見
る
と
漂
着
の
折
に
記
念
と
し
て
島
の
手
書
に
痛
取
っ
て
貰
っ
た
も
の
ら

し
い
。
海
路
図
も
あ
り
人
丈
島
の
地
歴
に
就
い
て
詳
細
に
記
述
し
て
あ
る
。

今
仝
家
よ
り
町
史
編
纂
会
へ
寄
贈
に
な
っ
て
居
る
。
頗
る
珍
本
で
あ
る
。

終

附
記
　
こ
の
常
滑
船
舶
考
は
事
業
其
物
の
極
め
て
著
大
な
る
に
も
拘

ら
ず
調
査
研
究
甚
だ
不
完
で
殆
ん
ど
物
に
な
っ
て
居
ま
せ
ん
の
で
、
本
会

で
は
幾
度
か
発
表
を
躊
躇
し
ま
し
た
が
、
何
時
ま
で
待
っ
て
も
完
成
の
見

込
が
附
き
ま
せ
ん
か
ら
俄
に
印
刷
に
附
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
故
に

誤
謬
粗
漏
の
多
々
な
る
は
本
会
自
ら
堅
く
相
信
じ
て
居
り
ま
す
。
故
に
ど

う
か
会
員
諸
君
が
御
遠
慮
な
く
訂
正
増
補
の
高
見
を
御
提
出
あ
ら
ん
こ
と

を
希
っ
て
置
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（以
上
）
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北
条
港
船
役
所
文
書
に
つ
い
て

「常
滑
船
舶
考
」
の
文
中
に
あ
っ
た
明
治
八
年
の
船
役
所
に
関
す
る
記
述

を
傍
証
し
、
さ
ら
に
そ
の
役
割
を
知
る
上
で
参
考
に
な
る
資
料
に
北
条
地

区
文
書
が
あ
る
。
こ
の
資
料
は
北
条
の
会
所
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で

昭
和
六
十
年
に
民
俗
資
料
館
に
持
ち
込
ま
れ
た

一
群
の
文
書
の
中
に
含
ま

れ
て
い
た
。

「常
滑
船
舶
考
」
で
は
船
役
所
が
設
置
さ
れ
て
、
各
港
は
入
港
船
舶
の
監

督
と
入
港
税
を
徴
収
し
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
明

治
六
年
の
文
書
は
、
愛
知
県
下
の
港
か
ら
北
条
港
の
船
役
所
に
対
し
て
鑑

札
を
願
い
出
て
い
る
内
容
の
文
書
が
大
半
で
あ
る
。
そ
の
鑑
札
に
対
し
て

脚
肩
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
江
戸
期
の
廻

船
総
庄
屋
を
務
め
た
大
野
の
中
村
権
右
衛
門
が
担
っ
て
い
た
役
割
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
北
条
港
は
知
多
半
島
を
越
え
て
三
河
湾
沿
岸
の
船
ま
で
を

扱
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
明
治
六
年
四
月
以
外
の
文
書
が
ご
く
わ
ず
か
し

か
残
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
役
割
は
短
期
間
に
終
わ

り
を
迎
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

文
末
に
百
十
三
通
の
文
書
に
記
さ
れ
た
百
六
十
艘
分
の
デ
ー
タ
を
表
に

し
て
お
い
た
。
船
名
の
あ
る
も
の
や
船
種
名
が
書
い
て
あ
る
も
の
、
乗
員

数
の
あ
る
も
の
と
石
数
の
記
載
し
て
あ
る
も
の
、
船
主
名
の
あ
る
も
の
と

な
い
も
の
、
船
頭
の
名
前
の
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
な
ど
文
書
に
よ
っ
て

書
き
方
は
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
。
明
治
六
年
と
い
う
年
は
、
い
ま
だ
江
戸
時

代
の
状
況
を
色
濃
く
残
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
船
種
名
は
不
知
波

船
や
颯
波
船
な
ど
近
世
文
書
に
現
れ
る
名
称
が
継
続
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
二
十
五
年
ほ
ど
過
ぎ
た
明
治
三
十
年
代
の
状
況

を
示
す
カ
ネ
〆
船
具
店
の
帳
面
で
は
、
船
の
帆
は
す
べ
て
洋
式
帆
船
の
型

式
に
な
っ
て
い
る
。
尚
、
資
料
の
作
成
は
鈴
木
博
美
が
主
に
行
っ
た
。
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§

１

御
願
申
上
候
御
事知

多
郡

須
佐
村

一　
永
豊
丸
　
　
　
　
　
　
　
山
本
太
十
郎
船

乗
組
弐
人
　
　
　
　
同
村

船
頭
　
　
　
　
山
本
源
五
郎
　
◎

右
ハ
今
般
足
方
ヲ
御
願
申
上
候

四
月
十
日

北
条
村

船
御
改
所

御
中

§

２

御
願
之
事

小
の
浦

一　
伊
勢
丸
　
　
　
　
　
　
山
本
定
兵
衛
船

積
石
　
　
　
　
　
　
　
船
頭
佐
兵
衛
乗

乗
組
　
十
二
人

右
ハ
今
般
営
港
入
津
仕
候
間
入
石

御
検
査
被
成
下
御
鑑
札
御
下
渡
被
下
置

候
様
仕
度
此
段
奉
願
上
候
　
以
上

明
治
六
百
八
月

右
山
本
佐
平

営
村

伊
藤
弥
之
右
ヱ
門
　
・③

北
条
港

船
御
改
所

§

３

御
鑑
札
御
請
書

一　

不
知
波
船
　
一
般
　
・◎

右
御
改
済
御
鑑
札
難
有
頂
戴

仕
候
依
而
御
請
書
奉
差
上
候
以
上

常
滑
村

間
野
久
左
ヱ
門
　
◎

明
治
六

癸
酉
四
月

北
条
港船

御
役
所

右
間
野
久
左
ヱ
門
御
願
申
通
り
無
相
違
候
付

奥
印
仕
候

右
村戸

長肥
田
小
兵
衛
　
③

§

４

御
願
書

知
多
郡
小
の
浦

一　

伊
勢
丸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
定
助
船

喜
蔵
乗

乗
組
十

一
人

右
ハ
今
般
営
港
江
入
津
仕
候
間
入
石

御
検
査
被
成
下
御
鑑
札
御
下
渡

被
下
置
候
様
仕
度
此
段
奉
願
上
候
以
上

明
治
六
百
八
月
二
日右

船
頭
　
一詈
蔵

伊
藤
弥
之
右
ヱ
門
　
・⑩

北
条
港

船
御
役
所

§

５

御
願

一
瀬
取
船
十
三
艘
　
　
竹
内
作
左
ヱ
門

右
船
御
見
分
被
下
御
鑑
札

頂
戴
仕
度
奉
願
上
侯
以
上

四
月
十
日

久
村
戸
長

中
村
兵
四
郎

北
条
港船

改
御
役
所

§

６

御
届
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愛
知
縣
代
七
大
巨
小
六
巨
知
多
郡
利
屋
村

大
岩
勘
左
ヱ
門
手
船

一
般

右
者
今
般
足
カ
タ
御
願
奉
申
上
候
以
上

明
治
六
年
四
月
　
　
　
一憂
戸
長

内
田
新
蔵
　
⑪

御
役
人
御
衆
中

§

７

船
御
願

知
多
郡
柿
並
村

六
小
区
千
九
百
三
十
六
番

森
下
鶴
吉

一　
不
知
波
船
壱
艘

右
持
船
今
般
測
量
請
度
旨
願
出
候
間

何
卒
御
検
査
被
成
下
置
候
様
奉
願
候
以
上

明
治
六
年
四
月

右
村
戸
長

南
川
太
重
郎
　
⑪

北
条
港

船
御
改
所

§

８

御
届

首
村
畑
中
増
蔵
持
船
測
量
請
度

旨
願
出
候
工
付
御
検
査
成
下
置
様
仕
度

此
段
奉
願
上
候
已
上

知
多
郡
柿
並
村
戸
長

南
川
太
重
郎
　
①

北
条
港
船
御
改
所

§

９

御
届

組
第
七
小
区

北
奥
田
村

§

‐０

御
届

大
野
村

直
吉
九
永
蔵

龍
神
九
与
六

右
船
弐
艘
今
般
御
改
候
付
差
出
申
候

依
之
御
届
申
上
候
以
上

明
治
六
年
　
　
　
　
右
村
戸
長

四
月
　
　
　
　
　
　
西
村
治
朗
人
　
①

北
条
村

船
御
改
所

§

‐１

御
届

渡
海
船

一
般
　
　
　
　
　
乗
組
壱
人

平
野
金
左
ヱ
門

右
者
今
般
船
御
改
之
上
御
鑑
札
頂
戴

仕
度
奉
願
上
候
以
上

明
治
六
年

癸
酉
四
月
十
六
日

常
滑
村

平
野
金
左
ヱ
門

北
条
村
港

船
御
改
所

右
金
左
工
門
奉
願
上
候
二
付
奥
印
仕
候
以
上

右
村
戸
長

肥
田
小
兵
衛

⑪

颯
波
船
壱
艘
　
但

五
石
入

ク
　
　
　
士τ
ｍ峡
　
　
　
　
ク

ク
　
　
壱
艘

ク
　
　
壱
艘

ク
　
　
壱
艘

ク
　
　
壱
艘

ク
　
　
　
士τ
ｍ炭

ク
　
　
　
士τ
ｍ収

ク
　
　
　
士τ
ｍ収

ク
　
　
壱
艘

ク
　

壱
艘

ク
　
　
士τ
飽収

大
颯
波
船
壱
艘

神
谷
伊
助

前
田
此
右
ヱ
門

田
口
定
助

都
筑
安
右
ヱ
門

都
筑
勘
助

神
谷
庄
左
ヱ
門

岡
村
茂
八

神
谷
治
助

神
谷
勘
左
ヱ
門

神
谷
七
右
ヱ
門

田
村
角
助

萩
■
新
次
郎

但

十
五
石
入

田
村
太
吉
ヱ
門

//ク ク //ク ク ク ク ク ク

右
書
上
申
候
通
相
違
無
御
座
候

已
上

明
治
六
年
　
右
村
戸
長

酉
四
月
　
　
岡
嶋
久
右
ヱ
門
　
・⑪

井
関
権
令
殿
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§

‐２

御
願

日
本
形
　
　
　
　
　
　
　
知
多
郡
瀬
木
村

一
栄
力
丸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
弥
七
船

直
乗

右
者
今
般
御
検
査
被
成
下
候
様
奉
御
願

奉
申
上
候
以
上

明
治
六
年

四
月

北
条
港
　
　
　
　
　
　
　
右

伊
藤
弥
七
　
①

船
改
所御

中

§

‐３

脚
肩
御
改
願

一
冨
吉
九
　
　
　
　
　
　
尾
張
国
知
多
郡

直
乗
壱
人
　
　
　
　
　
　
東
端
叫

中
村
喜
三
兵
衛

右
脚
肩
御
改
御
鑑
札
御
下
渡
候
被
下
置
候
様

奉
願
上
候
己
上

明
治
六
年
　
　
　
　
右

四
月
　
　
　
　
　
中
村
喜
三
兵
衛
　
⑪

北
条
港船

御
役
所

御
中

§

‐４

御
願
之
事

一　
伊
寿
丸
　
　
　
　
　
　
知
多
郡
小
の
浦
村

中
川
清
吉
船

直
乗

右
者
今
般
首
港
入
津
仕
侯
間
入
石

御
検
査
被
成
下
御
鑑
札
御
下
渡

被
下
置
候
様
仕
度
此
段
奉
願
上
候
以
上

明
治
六
　
　
　
　
右

酉
六
月
　
　
　
中
川
清
吉

営
村伊

藤
弥
之
右
工
門
　
①

北
条
港船

御
改
所

§

‐５

御
願
事

今
般
知
多
郡
北
条
村
正
吉
丸
中
井
次
良
佐
船

首
港
御
改
役
所
之
御
改
願
呉
候
間

何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡

被
成
下
候
様
仕
度
奉
願
上
候

百
六
月
十
八
日
　
船
宿瀧

田
幸
重
　
①

北
条
港船

御
改
所

御
中

§

‐６

御
願
之
事

一
永
吉
九
　
　
　
　
　
　
　
知
多
郡
西
端
村

日
比
吉
兵
衛

音
蔵
乗

右
者
今
般
営
港
入
津
仕
候
間
入
石

御
検
査
被
成
下
御
鑑
札
御
下
渡

被
下
置
候
様
仕
度
此
段
奉
願
上
候
以
上

明
治
六酉

六
月右

日
比
音
蔵
　
①

営
村伊

藤
弥
之
右
工
門
　
③

北
条
港船

御
改
所

§

‐７

御
願
書

今
般
知
多
郡
小
の
浦
樋
口
慶
助
船

営
港
御
改
所
御
改
之
上
御
鑑
札

御
下
渡
之
程
奉
願
上
候
已
上

明
治
六百

六
月
十
四
日

右
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船
頭
権
兵
衛
　
・◎

首
村伊

藤
弥
之
右
ヱ
門
　
③

北
条
港御

船
役
所

御
中

§

‐８

御
願

一
福
寿
丸
　
　
　
　
　
　
知
多
郡
大
野
村

高
橋
房
吉
持
船

右
者
今
般
新
規
作
事
二
御
御
座
候
間

御
検
査
之
上
脚
肩
積
石
等
御
鑑
札

御
下
渡
被
成
下
候
様
奉
願
上
候
巳
上

明
治
六
　
　
　
　
　
右
村
副
戸

六
月
十
六
日
　

　

　

萩
原
宗
平

①

北
条
港船

御
改
所

§

‐９

（側
塾
雨
圭
日

一　
観
運
九
　
　
　
　
尾
張
国
知
多
郡
大
里
村

蜂
郷
園
六

直
乗
外
二
人

右
者
今
般
依
願
御
検
査
之
上

御
鑑
札
御
下
渡
正
二
奉
請
取
侯
他
方
船

海
中
常
々
大
切
二
所
持
可
仕
候
解
船
又
者

譲
渡
等
仕
候
ハ
ハ
日
数
五
日
之
内
返
上
可
仕
旨

被
仰
渡
奉
畏
候
依
請
御
證
文
如
件

明
治
六
年
酉
十
月

右
同
国
同
郡
同
村

蜂
郷
園
六
　
①

右
船
宿

北
条
村瀧

田
幸
重
　
①

北
条
港

船
御
改
所御

中

§

２０

御
請
書

一　
豊
全
丸
　
　
　
　
　
尾
張
国
名
古
屋
偉
馬
町

高
崎
清
六

乗
組
七
人

右
今
般
依
願
御
検
査
之
上

御
鑑
札
御
下
渡
正
三
奉
請
取
候
他
方
航

海
中
常
々
大
切
二
所
持
可
仕
候
解
船
又
者

譲
渡
等
仕
候
ハ
ハ
日
数
五
日
之
内
返
上
可
仕
旨

被
仰
渡
奉
畏
侯
依
請
御
證
文
如
件

明
治
六
年
酉
十
月

右
同
国
同
郡
同
町

高
崎
清
六

沖
船
頭
加
藤
清
次
郎
　
⑪

右
船
宿

北
条
村

瀧
田
幸
重

北
条
港

船
御
改
所御

中

§

２‐

北
条
港
船
改
所
へ

賓
飯
郡
之
内
左
之
村
々
持
舟
之
儀
改
所

手
遠
二
付
難
願
之
趣
有
之
営
分
所
属
戸
長

此
よ
り
出
帆
免
状
為
相
渡
候
筈
二
而
為
承
知

相
達
候
事

十
月

三
州
賓
飯
郡

西
浦
村
　
　
　
一二
谷
村

不
相
村
　
　
　
御
馬
村

拾
石
村
　
　
　
竹
谷
村

鹿
嶋
村
　
　
　
下
佐
脇
村

西
方
村
　
　
　
汗
野
村

大
塚
村
　
　
　
赤
根
村

大
草
村
　
　
　
形
原
村

〆
　
十
四
ヶ
村

§

２２

御
届

一　
私
儀
　
船
賣
買
商
業
二
御
座
侯

間
　
今
般
別
紙
船
数
賣
買

届
書
差
出
申
候
初
此
段
奉

届
上
候
以
上

日
比
長
三
郎

①

明
治
六
年

酉
十
月
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北
条
港

船
御
改
所

§

２２

船
賣
届

一
重
栄
九

壱
艘

右
者
　
私
儀
　
船
賣
買
渡
世
仕
候
間

此
度
第
七
大
区
内

一
色
村
森
下

重
兵
衛
方
〈、
今
股
船
壱
艘
賣

マ
マ

渡
し
申
候
間
依
之
御
段
御
届
申
上
候

以
上

明
治
六
年

酉
十
月

第
七
大
区
之
内
六
小
西
端
村

九
百
廿
番
地
所
　
居
住

船
売
買
渡
世日

比
長
三
郎

③

北
条
港

船
御
改
所

§

２３

囲
船
届

日
本
形

一　

清
雄
九′積

石
九
百
弐
石
積

乗
紅
十

一
人
乗

右
ハ
私
所
持
船
御
座
候
庭
船
頭
病
気
ニ

御
座
候
間
営
分
之
内
囲
船
仕
候
而
修
復

仕
度
候
間
此
段
御
願
奉
申
上
候
也

常
滑
村

明
治
六
年
十
月
　
　
山
本
藤
次
郎
　
③

北
条
港船

御
改
所

右
届
正
三
候
也右

村
副
戸
長
介

伊
奈
長
三
郎
　
◎

§

２４

御
願
事

今
般
知
多
郡
内
海
東
端
内
田
源
三
郎
船

営
港
御
改
所
之
御
改
願
出
候
間

何
卒
御
見
分
之
上
鑑
札
御
下
渡
之
程

奉
願
上

明
治
六
年
酉
四
月
十
二
日

右
同
所内

田
源
三
郎

⑪

営
村

瀧
田
幸
重
　
③

北
条
港船

御
改
所御

中

§

２５

御
願
事

今
股
知
多
郡
内
海
東
端
内
田
佐
七
船

首
港
御
改
所
之
御
改
願
出
候
間

何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡
之
程

奉
願
上
候

明
治
六
年
酉
四
月
十
二
日

右
同
所

内
田
佐
七

◎

首
村瀧

田
幸
重
　
◎

北
条
港船

御
改
所御

中

§

２６

御
願
事

今
般
三
州
渥
美
郡
山
神
村
高
吉
九
河
部
助
右
ヱ
門
船

首
港
御
役
所
之
御
改
願
出
候
間

何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡

之
程
奉
願
上
候

明
治
六
年
四
月
十
五
日

営
村

瀧
田
幸
重
　
①

北
条
港船

御
改
所御

中

§

２７

御
願
事

今
般
三
河
国
渥
美
郡
野
田
村
久
吉
九
河
合
源
太

夫
船

営
港
御
役
所
之
御
改
願
出
候
間
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何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡

之
程
奉
願
上
候

明
治
六
年
酉
四
月
十
五
日

宿
受瀧

田
幸
重

北
条
港船

御
改
所御

中

§

２８

御
願
事

今
般
知
多
郡
大
谷
村
大
徳
丸
沢
田
偉
三
郎
船

首
港
御
役
所
之
御
改
願
出
候
間

何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡

之
程
奉
願
上
候

明
治
六
年
酉
四
月
十
五
日

宿
受瀧

田
幸
重
　
⑪

北
条
港

船
御
改
所御

中

§

２９

御
願
事

今
般
知
多
郡
大
谷
村
高
吉
九
大
岩
徳
右
ヱ
門
船

営
港
御
役
所
之
御
改
願
出
候
間

何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡

之
程
奉
願
上
候

明
治
六
年
酉
四
月
十
五
日

首
村瀧

田
幸
重
　
　
◎

北
条
港

船
御
改
所御

中

§

３０

御
願
事

今
般
知
多
郡
細
目
村
幸
昌
九
江
向
紋
四
郎
船

営
港
御
役
所
之
御
改
願
出
候
間
何
卒

御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡
之
程

奉
願
上
候

明
治
六
年
酉
四
月
十
五
日

宿
受瀧

田
幸
重
　
◎

北
条
港

船
御
改
所御

中

§

３‐

御
願
事

今
般
知
多
郡
須
佐
村
栄
吉
丸
家
田
半
三
郎
船

営
港
御
役
所
之
御
改
願
出
候
間

何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡

之
程
奉
願
上
候

明
治
六
年
酉
四
月
十
五
日

営
村瀧

田
幸
重
　
③

北
条
港

船
御
改
所御

中

§

３２

（倒
塾
甫
圭
『

尾
張
国
知
多
郡
古
場
村

古
川
甚
左
衛
門

住
吉
丸乗

組
弐
人

右
ハ
今
般
依
願
御
検
査
之
上

御
鑑
札
御
下
渡
正
二
奉
請
取
候
他
方
船

海
中
常
々
大
切
二
所
持
可
仕
候
解
船
又
者

譲
渡
等
仕
候
ハ
ハ
日
数
五
日
之
内
返
上
可
仕
候
二
付

被
仰
渡
候
奉
畏
候
依
而
請
御
證
文
如
件

右
同
所
直
乗

古
川
甚
左
ヱ
門
　
③

百
八
月
八
日

船
宿
北
条
村

瀧
田
幸
重
　
⑪

北
条
港船

御
改
所

御
中

§

３３

御
願
事

今
股
知
多
郡
坂
井
村
典
順
丸
山
本
典
三
左
衛
門
船

営
港
御
役
所
之
御
改
願
出
候
間

何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡

72



之
程
奉
願
上
候

右
同
所

明
治
六
年
酉
四
月
十
九
日

山
本
典
三
左
衛
門

営
村

瀧
田
幸
重
　
◎

北
条
港船

御
改
所御

中

§

３４

御
願
事

今
般
知
多
郡
北
条
村
賓
恵
九
富
浦
長
三
良
船

営
港
御
改
所
之
御
改
願
出
候
間
何
卒

御
見
分
之
上
鑑
札
御
下
渡
之
程

奉
願
上
候

酉
六
月
十

一
日

船
宿瀧

田
幸
重
　
⑪

北
条
港船

御
改
所御

中

§

３５

御
願
事

今
般
知
多
郡
常
滑
村
清
栄
九
山
本
籐
次
郎
船

新
親
造
船
仕
候
付
営
港
御
改
役
所
之
御
検
査

願
出
候
間
何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡

之
程
奉
願
上
候

明
治
六
年酉

六
月
十
三
日

船
宿瀧

田
幸
重
　
③

北
条
港船

御
改
所御

中

§

３６

御
願
事

今
般
知
多
郡
瀬
木
村
神
栄
丸
片
岡
角
兵
衛
船

新
親
造
船
仕
候
間
営
港
御
改
所
之

御
検
査
願
出
候
間
何
卒
御
見
分
之
上

御
鑑
札
御
下
渡
之
程
奉
願
上
候

酉
六
月
十
二
日

船
宿瀧

田
幸
重
　
⑪

北
条
港船

御
改
所御

中

§

３７

御
願
事

今
般
知
多
郡
坂
井
村
文
日
九
鈴
木
文
蔵
船

営
港
御
役
所
之
御
改
願
出
候
間

何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡

之
程
奉
願
上
候

明
治
六
年
四
月
十
九
日

右
同
所
直
乗

鈴
木
文
蔵
　
⑪

営
村瀧

田
幸
重
　
①

北
条
港船

御
改
所御

中

§

３８

御
願
事

今
股
知
多
郡
苅
屋
村
冨
吉
丸
古
川
鉄
次
郎
船

首
港
御
改
役
所
之
御
改
願
出
候
間

何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡

之
程
願
上
候

明
治
六
年
酉
四
月
十
九
日営

村瀧
田
幸
重
　
③

北
条
港船

御
改
所御

中

§

３９

御
願

知
多
郡
七
小
区

苅
屋
村

一
渡
海
船
三
艘
拾
弐
石
入
　
古
川
清
左
ヱ
門
持

右
ハ
今
般
愛
知
縣
御
出
張
所
北
条
港
船
御
改

之
儀
先
般
御
布
達
之
趣
承
知
奉
畏
候
私
持
船

前
顕
渡
海
船
今
日
乗
廻
し
候
間
即
刻

御
検
査
被
成
下
候
様
仕
度
奉
願
上
候
以
上

①
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明
治
六
年

四
月
　
　
　
　
　
古
川
清
左
ヱ
門
　
⑪

愛
知
縣
井
関
権
令
殿

右
清
左
ヱ
門
願
出
候
通
相
違
無
之
候
付
奥
印
仕
候

已
上

右
村
戸
長

岩
田
善
三
郎
　
①

§

４０

御
断
願

私
儀

本
月
拾
有
七
日
当
港
江
致
入
船
早
速

御
届
可
申
上
筈
二
候
庇
先
般
県
田
沖
工
而

脚
肩
寸
尺
御
検
査
之
上
御
鑑
札
奉
願

候
付
右
鑑
札
下
渡
り
次
方
御
届
可
申
上
心
得

二
而
固
循
二
相
成
今
般
御
祭
当
有
之

奉
恐
入
候
右
不
心
得
之
段
御
枚
免
被
成
下
度

此
段
奉
願
候
也

明
治
六
年
　
　
　
　
　
知
多
郡
古
場
村

十
月
三
十
有

一
日
　
　
澤
田
平
次
郎
　
◎

北
条
港

船
改
所

右
願
出
候
也

七
小
区
副
戸
長

古
場
村澤

田
儀
平
治
　
・③

§

４‐

御
願

今
般
知
多
郡
常
滑
村
肥
吉
丸
肥
田
甚
蔵
船

当
港
御
役
所
之
御
改
願
出
候
間
何
卒

御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡
之
程
奉
願
上
候

己
上明

治
六
年

酉
四
月
十
人
日
　
　
右

肥
田
甚
蔵
　
⑪

戸
長肥

田
小
兵
衛
③

北
条
港船

御
改
所御

中

§

４２

御
願

今
般
知
多
郡
常
滑
村
清
栄
九
伊
藤
与
三
郎
船

当
港
御
役
所
之
御
改
願
出
候
間
何
卒

御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡
之
程
奉
願
上
候
已
上

明
治
六
年

右

酉
四
月
十
八
日
　
　
　
伊
藤
与
三
郎
　
・◎

戸
長肥

田
小
兵
衛

③

北
条
港船

御
改
所御

中

§

４３

御
願

千
百
八
拾
九
石
積
　
　
　
知
多
郡

一
色
村

幸
寿
九
　
　
　
　
　
　
　
　
夏
目
平
三
郎
船

乗
組
拾
三
人
　
　
　
　
　
　
　
彦
助
乗

右
脚
肩
御
改
被
成
下
候
様
仕
度
”
元
御
鑑
札

一
枚

相
添
奉
願
上
候
以
上

明
治
六
年
四
月
　
　
　
右
村
旧
戸
長

夏
目
甚
七
　
⑪

北
条
港
船
御
改
所

§

４４

奉
願
上
候
御
事

一
色
村夏

目
平
三
郎
船

幸
昌
九

覚
三
郎
乗

右
者
此
度
御
鑑
札
為
御
下
シ
置
候
様

奉
願
上
候
已
上

明
治
六
　
　
　
　
　
伊
藤
弥
之
右
ヱ
門
　
・◎

酉
四
月
　
　
　
　
　
　
夏
目
覚
三
郎
　
◎

北
条
港

船
御
役
所

§

４５

御
願

知
多
郡

一
色
村
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小
漁
船
　
　
　
　
　
夏
目
平
三
郎
船

右
ハ
今
般
師
崎
村
実
蔵

・
買
請
申
候
間

脚
肩
御
改
奉
願
上
候
以
上

明
治
六
年
六
月
　
　
　
右
村副

戸
長
介

伊
藤
嘉
七
　
③

北
条
港船

御
改
所

§

４６

御
願

知
多
郡
東
端
村

日
本
形
　
　
　
　
　
　
内
田
佐
七
船

一
住
徳
九
　
　
　
　
　
　
　
　
内
田
長
七
乗

右

ハ
今
般
勢
州
大
港

二
而
新
艘

二
造
立

当
浦
江
相
廻
し
候
間
御
検
査
奉
願
上
候
以
上

明
治
六
年
　
　
　
　
　
　
右

四
月
　

　

　

　

　

内
田
佐
七
　
①

北
条
港船

改
所御

中

§

４７

御
届

住
徳
九
　
　
　
　
　
　
　
知
多
郡
東
端
村

一
廻
船
壱
艘
　
　
　
　
　
　
　
　
内
田
佐
七
直
乗

右

ハ
此
節
新
規
送
船
御
座
候
脚
肩

御
改
奉
願
上
候

乗
久
九

一
廻
船
壱
艘
　
　
　
橋
本
長
六

沖
船
頭
前
野
伊
佐
ヱ
門

右
ハ
本
月

一
日
名
古
屋
納
屋
町
師
崎
屋

定

一
殿
ヨ
リ
買
受
其
胸
同
郡
■

エ
テ
脚
肩
御
改
受
申
候

右
之
通
幸
未
年
己
未
新
規
造
船
又
ハ

他
港

・
買
受
侯
分
右
ノ
外
当
村
ニ
ハ
無
御
由
侯

努
之
御
届
申
上
候
己
上

四
月
十
八
日
　
　
　
　
　
副
戸
長
介

橋
本
長
六
　
⑪

§

４８

鑑
札
御
願知

多
郡
樽
水
村

一
勢
宝
九
　
　
　
　
　
　
山
田
庄
人
郎
船

沖
船
頭
新
太
郎
乗

乗
組
三
人

右
ハ
今
般
脚
肩
御
検
査
之
上

御
鑑
札
御
下
ゲ
渡
被
成
下
置
候
様
仕
度

御
願
申
上
侯
已
上

明
治
六
年
酉
四
月

山
田
庄
人
郎

③

北
条
港

船
御
改
所

§

４９

御
届

一
栄
昌
丸
　
　
　
　
知
多
郡
小
鈴
谷
村

斉
藤
市
左
衛
門
　
◎

右
ハ
今
般
測
量
御
願
申
上
候

一
勢
昌
九
　
　
　
　
　
　
　
　
田
崎
長
兵
衛

右
ハ
営
月
上
旬
紀
州
江
向
ケ
出
帆
之
後
未
タ

首
着
不
仕
入
津
次
第
為
相
廻
可
申
候

右
之
外
御
改
殊

一
切
無
御
座
候
已
上

明
治
六
年
　
　
　
右
村
戸
長

四
月
　
　
　
　
　
中
村
源
左
衛
門
　
⑪

船
改御

役
所

§

５０

御
届

小
野
浦
椰

一
伊
勢
九
　
　
　
　
山
本
定
助
船

一
伊
寿
丸
　
　
　
　
同
人
　
　
船

一
伊
勢
九
　
　
　
　
山
本
定
兵
衛
船

一
伊
乗
丸
　
　
　
　
同
人
　
　
船

一
幸
勢
九
　
　
　
　
樋
口
藤
助
船

一
幸
寿
九
　
　
　
　
樋
口
慶
助
船

一
伊
幸
丸
　
　
　
　
山
本
定
六
船

一
伊
寿
九
　
　
　
　
中
川
清
吉
船

右
之
船
ク
航
海
中
未
夕
帰
船

不
仕
候
依
而
此
段
御
届
奉
申
上
候
以
上

明
治
六
年
四
月
　
　
右
村
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山
本
定
兵
衛
　
・⑩

北
条
港

船
改
御
役
所

§

５‐

御
届

小
野
浦
村

一
渡
海
船
　
　
　
中
川
清
三
郎
船

ク

営
藤
清
左

ヱ
門
船

右
船
去
月
未
方
熊
野
地
江
向
ケ

出
帆
仕
未
夕
帰
船
不
仕
候
着
船

次
第
早
速
為
乗
廻
可
申
候
依

之
此
段
御
届
奉
申
上
候
以
上

右
村
戸
長

明
治
六
年
四
月
　
　
　
山
本
定
兵
衛
　
・①

北
条
港

船
改御

役
所

§

５２

御
願

同
所
七
大
区
六
小
区

四
十
石
積
　
　
　
　
　
　
知
多
郡

一
色
郁

一
不
知
波
船
壱
艘
　
　
　
　
藤
田
仲
右
ヱ
門
船

右
御
改
被
成
下
度
奉
願
上
候
以
上

明
治
六
年

四
月
　
　
　
右
村

旧
戸
長

藤
田
甚
七
　
◎

北
条
港船

御
改
所

§

５３

御
届

瀬
取
船
　
　
　
　
松
下
偉
右
衛
門
船

ク
　
　
　
　
　
林
重
蔵
船

ク
　
　
　
　
　
中
村
乙
五
郎
船

惣
計
三
般

右
船
其
只
今
不
申
候
付

此
旨
御
届
申
上
候
尤
着
船
次
第

御
伺
奉
申
上
候
已
上

明
治
六
年

酉
四
月

第
七
大
区
小
六
区
吹
越
村

旧
戸
長林

重
右
ヱ
門
　
・◎

北
条
港船

役
所
御
中

§

５４

御
願
事

今
般
知
多
郡
坂
井
村
清
吉
丸
鈴
木
助
左
衛
門
船

営
港
御
役
所
之
御
改
願
出
候
間

何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡

之
程
奉
願
上
候

明
治
六
年
酉
四
月
十
九
日

右
同
所
直
乗

鈴
木
助
左
衛
門

営
村

瀧
田
幸
重
　
⑪

北
条
港船

御
改
所御

中

§

５５

御
願
書

今
般
愛
知
郡
戸
影
村
水
野
勘
三
郎
船

船
頭
善
八
乗
営
港
船
御
改
所
御
改
之
上

御
鑑
札
御
下
渡
之
程
奉
願
上
候
以
上

明
治
六
酉
五
月

右
水
野
勘
三
郎

船
頭
菩
八
　
◎

北
条
港

船
御
役
所御

中

§

５６

御
願知

多
郡
小
野
浦
郁

伊
寿
九

内
山
松
蔵

直
乗

水
主
共
弐
人
乗

◎
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右
者
今
般
同
郡
西
端
村
松
岡
市
郎
ヱ
門

方
二
而
買
請
申
候
間
脚
肩

御
検
査
奉
願
上
候
以
上

明
治
六
年

八
月
　
　

　

右
内
山
松
蔵
　
・⑪

北
条
港船

御
改
所

右
之
通
相
違
無
御
座
候
以
上

福
古
長

岩
田
清
兵
衛

⑪

§

５７

御
願
事

今
般
知
多
郡
大
谷
村
神
徳
九
竹
内
弥
次
兵
衛
船

営
港
御
改
役
所
之
御
改
願
出
候
間

何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡

之
程
奉
願
上
候

明
治
六
年

酉
五
月
十
三
日
　
　
船
宿瀧

田
幸
重
　
⑪

北
条
港船

御
改
所御

中

§

５８

御
願
事

今
般
知
多
郡
西
端
村
生
福
九
日
比
安
左
衛
門

営
港
御
改
役
所
之
御
改
願
出
候
間

何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡

之
程
奉
願
上
候

明
治
六
年

酉
五
月
十
四
日
　
　
　
船
宿

瀧
田
幸
重
　
③

北
条
港船

御
改
所御

中

§

５９

奉
願
上
侯
御
事

一
色
村

夏
目
甚
七
船

永
泰
九太

吉
乗

右
者
此
度
御
鑑
札
為
御
下
被
置
候
様

奉
願
上
候
已
上

明
治
六
酉
四
月
　
　
船
頭夏

目
太
吉
　
③

首
村伊

藤
弥
之
右
ヱ
門
◎

北
条
港船

御
役
所

§

６０

御
願
事

今
般
知
多
郡
久
村
中
村
弥
助
船

首
港
御
役
所
之
御
改
願
出
候
間

何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡

之
程
奉
願
上
候

明
治
六
年
酉
四
月
　
　
　
右
同
所

中
村
弥
助
　
③

首
村瀧

田
幸
重
　
◎

北
条
港船

御
改
所御

中

§

６‐

御
願
事

今
般
知
多
郡
久
村
伊
藤
市
郎
左
衛
門
船

営
港
御
役
所
之
御
改
願
出
候
間

何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
被
渡

之
程
奉
願
上
候

明
治
六
年
酉
四
月
十
二
日

右
同
所

伊
藤
市
郎
左
ヱ
門

営
村瀧

田
幸
重
　
◎

北
条
港船

御
改
所御

中

§

６２

御
願
事

③
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今
股
知
多
郡
北
条
村
宮
栄
丸
又
三
郎
船

首
港
御
役
所
之
御
改
願
出
候
間
何
卒

御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡
之
程

奉
願
上
候

明
治
六
年
西
四
月
十
二
日
　
右
同
所

平
野
又
三
郎
⑪

営
村瀧

田
幸
重
　
①

北
条
港船

御
改
所御

中

§

６３

御
願
事

今
般
知
多
郡
久
村
冨
吉
九
大
森
平
左
ヱ
門
船

首
港
御
役
所
之
御
改
願
出
候
間
何
卒

御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡
之
程

奉
願
上
候

明
治
六
年
酉
四
月
十
二
日右

同
所

大
森
平
左
ヱ
門
　
⑪

営
村瀧

田
幸
重
　
③

北
条
港船

御
改
所御

中

§

６４

御
願
事

今
般
知
多
郡
久
村
永
神
九
中
村
利
平
次
船

営
港
御
役
所
之
御
改
願
出
候
間
何
卒

御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
渡
之
程

奉
願
上
候

明
治
六
年
酉
四
月
十
二
日右

同
所

中
村
利
平
次
　
⑪

営
村瀧

田
幸
重
　
⑪

北
条
港船

御
改
所御

中

§

６５

御
願
事

今
般
知
多
郡
大
泊
村
住
吉
九
山
下
徳
右
ヱ
門
船

営
港
御
役
所
之
御
改
願
出
候
間

何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡

之
程
奉
願
上
候

明
治
六
年
酉
四
月
十
二
日大

泊
村

山
下
徳
右
ヱ
門
　
◎

首
村瀧

田
幸
重
　
◎

北
条
港

船
御
改
所御

中

§

６６

御
願
事

今
般
三
河
国
渥
美
郡
野
田
村

藤
吉
九
藤
江
弥
七
船
　
①

営
港
御
役
所
之
御
改
願
出
候
間

何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡

之
程
奉
願
上
候

明
治
六
年酉

四
月
十

一
日
　
　
営
村瀧

田
幸
重
　
◎

北
条
港船

御
改
所御

中

§
伊

御
願
事

今
般
知
多
郡
上
野
間
村
松
祝
丸
安
達
熊
助
船

首
港
御
役
所
之
御
改
願
出
候
間

何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡

之
程
奉
願
上
候

明
治
六
年
酉
四
月
十
六
日

営
村瀧

田
幸
重
　
③

北
条
港船

御
改
所御

中
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§

６８

御
願
事

今
般
三
河
国
幡
豆
郡
桑
畑
村
順
徳
丸
越
野
清
右
ヱ

門
船

営
港
御
改
役
所
之
御
改
願
出
候
間

何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
候
下
渡

之
程
奉
願
上
候

明
治
六
年
酉
四
月
十
九
日

船
宿瀧

田
幸
重
　
⑪

北
条
港船

御
改
所御

中

§

６９

御
願
事

今
般
知
多
郡
大
谷
村
朋
喜
九
盛
田
茂
右
ヱ
門
船

営
港
御
改
役
所
之
御
改
願
出
候
間

何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡

之
程
奉
願
上
候

明
治
六
年酉

四
月
十
九
日
　
　
首
村瀧

田
幸
重
　
◎

北
条
港船

御
改
所御

中

§

７０

御
願
事

今
股
知
多
郡
大
谷
村
大
宝
丸
盛
田
長
四
郎
船

首
港
御
改
役
所
之
御
改
願
出
候
間

何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡

之
程
奉
願
上
候

明
治
六
年酉

四
月
十
九
日
　
　
営
村瀧

田
幸
重
　
◎

北
条
港船

御
改
所御

中

§

７‐

御
願
事

今
般
知
多
郡
上
野
間
村
灘
吉
丸
安
達
誠
右
ヱ
門
船

営
港
御
改
役
所
之
御
改
願
出
候
間

何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡

之
程
奉
願
上
候

明
治
六
年西

四
月
十
六
日
　
　
営
村瀧

田
幸
重
　
③

北
条
港船

御
改
所御

中

§

７２

御
願
事

今
般
知
多
郡
上
野
間
村
松
栄
丸
枝
本
利
助
船

営
港
御
改
役
所
之
御
改
願
出
候
間

何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡

之
程
奉
願
上
候

明
治
六
年酉

四
月
十
六
日
　
　
営
村瀧

田
幸
重

北
条
港船

御
改
所御

中

§

７３

御
願
事

今
般
上
野
間
村
松
順
九
谷
川
半
右
衛
門
船

営
港
御
改
役
所
之
御
改
願
出
候
間

何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡

之
程
奉
願
上
候

明
治
六
年酉

四
月
十
六
日
　
　
宿
受瀧

田
幸
重

北
条
港船

御
改
所御

中

§

７４

乍
恐
御
願
事

今
股
船
改
二
付
営
港
江
早
速

③ ①
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入
船
可
仕
之
処
右
船
作
事
等
有
之
候
二
付

延
引
此
段
御
断
申
上
候
新
し
く
作
事

出
来
候
間
入
船
之
上
御
改
之
程
奉
願
上
候

酉
四
月
十
六
日
　
　
　
知
多
郡
上
野
間
村

安
達
熊
助
　
・①

右
同
所

枝
本
利
助
　
・⑪

右
同
所

安
達
津
右
ヱ
門
③

北
条
港船

御
改
所御

中

右
願
二
付
奥
印
仕
候

北
条
村瀧

田
幸
重
　
①

§

７５

御
願
事

一
今
般
脚
肩
御
改
奉
願
上
候
処
是
迄

船
名
前
之
儀
升
徳
丸
米
蔵
乗
二
て

通
船
仕
来
候
得
共
勝
手
摸
通
二
付
此
度

金
剛
丸
嘉
吉
乗
二
改
名
仕
侯
間
何
卒

御
改
之
上
御
鑑
札
御
下
渡
之
程
奉

願
上
候

知
多
郡
常
滑
村

明
治
六
年
　
　
　
　
　
　
　
升
徳
丸

酉
四
月
十

一
日
　
　
　
　
一日
本
米
蔵
　
・⑩

北
条
港
　
　
　
　
　
　
　
　
宿
受

船
御
改
所
　
　
　
　
　
　
　
瀧
田
幸
重
　
⑪

御
中

§

７６

御
願

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
多
郡
多
屋
村

井
上
助
四
郎
船

右
ハ
今
般
紀
州
熊
野
引
本
浦
濱
田
兵
右
ヱ
門
方

二
而
買
求
乗
候
付
御
検
査
之
上
御
鑑
札

御
下
渡
被
成
下
度
奉
願
上
候
以
上

明
治
六
年
　
　
　
　
右

四
月
　
　
　
　
　
井
上
助
四
郎
　
⑪

北
条
港

船
改
所御

中

§

７７

御
願
事

今
股
知
多
郡
瀬
木
村
冨
吉
九
鯉
江
佐
平
次
船

営
港
御
役
所
之
御
改
願
出
候
間

何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡

之
程
奉
願
上
候

明
治
六
年
酉
四
月
十
五
日

宿
受瀧

田
幸
重
　
⑪

北
条
港船

御
改
所御

中

§

７８

御
願
事

今
般
知
多
郡
常
滑
村
金
剛
九
冨
本
嘉
吉
船

首
港
御
役
所
之
御
改
願
出
候
間

何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡

之
程
奉
願
上
候

明
治
六
年
四
月
十
九
日
　
　
右
同
所
直
乗

冨
本
嘉
吉
　
⑪

営
村瀧

田
幸
重
　
⑪

北
条
港船

御
改
所御

中

§

７９

御
願
事

今
般
知
多
郡
久
村
万
徳
丸
伊
藤
典
左
ヱ
門
船

営
港
御
役
所
之
御
改
願
出
候
間

何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡

之
程
奉
願
上
候

明
治
六
酉
四
月
十
二
日

右
同
所

伊
藤
典
左
工
門
　
⑪

首
村瀧

田
幸
重
　
⑪

北
条
港

船
御
改
所御

中
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§

８０

御
断
書

今
般
御
届
書
之
儀
追
々

御
布
告
有
之
候
処
五
十
石
以
下

御
改
之
儀
奉
拝
承
之
庭
運
送
船
と

相
心
得
候
限
延
行
二
仕
急
恐
入
候

何
分
右
之
段
宜
敷
御
断
奉
申
上
候

別
し
而
藻
取
舟
相
廻
り
申
候
間

御
見
分
之
程
奉
願
上
候

明
治
六
年西

二
月

一
日

知
多
郡
阿
野
村
副
戸
長
介

久
甲
本
蔵

◎

北
条
港

船
御
改
所

§

８‐

御
願
事

今
般
知
多
郡
古
場
村
宝
栄
九
山
本
弥
之
吉
船

営
港
御
役
所
之
御
改
願
出
候
間

何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡

之
程
奉
願
上
候

右
同
所

明
治
六
年
酉
四
月
十
二
日
　
　
山
本
弥
之
吉
⑩

首
村

瀧
田
幸
重
　
⑩

北
条
港船

御
改
所

御
中

§

８２

御
願
事

今
般
知
多
郡
古
場
村
宝
吉
丸
夏
目
重
三
郎
船

首
港
御
役
所
之
御
改
願
出
候
間

何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡

之
程
奉
願
上
候

明
治
六
年
酉
四
月
　
　
　
右
同
所

夏
目
墓

二
郎

◎

営
村瀧

田
幸
重
　
⑪

北
条
港船

御
改
所御

中

§

８３

御
願
事

今
般
知
多
郡
古
場
村
勢
力
九
中
野
友
七
船
　
・③

営
港
御
役
所
之
御
改
願
出
候
問

何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡

之
程
奉
願
上
候

明
治
六
年
四
月
十
二
日営

村瀧
田
幸
重
　
⑪

北
条
港船

御
改
所御

中

§

８４

御
願
事

今
般
知
多
郡
小
鈴
ケ
谷
村
栄
徳
九
森
本
彦
三
郎
船

営
港
御
改
役
所
之
御
改
願
出
候
間

何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡

之
程
奉
願
上
候
十
七
日

　

、

明
治
六
年
酉
四
月
十
七
日

首
村瀧

田
幸
重
　
③

北
条
港船

御
改
所御

中

§

８５

御
願
事

今
股
知
多
郡
上
野
間
村
伊
勢
九
小
嶋
竹
蔵
船

営
港
御
改
役
所
之
改
願
出
候
間

何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡

之
程
奉
願
上
候

明
治
六
年
酉
四
月
十
七
日

営
村瀧

田
幸
重
　
⑪

北
条
港船

御
改
所御

中

§

８６
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脚
肩
御
願

知
多
郡
樽
水
村

一
勢
興
九
　
　
　
　
　
　
柴
川
久
蔵
船

船
頭常

太
郎
乗

拾
人

右
者
最
近
所
持
罷
在
候
庭
追
々

右
船
相
成
候
間
此
度
今
拝
船
仕
右
跡

新
規
造
船
仕
候
何
卒
脚
肩
御
検

査
候
上
御
鑑
札
御
下
ケ
渡
相
成
候
様

仕
度
右
御
鑑
札
相
添
此
此
段
奉
願
候
以
上

明
治
六
年
七
月
　
　
　
右

柴
川
久
蔵
　
⑪

副
戸
長
介

森
下
久
助
　
①

ク

土
居
左
偉
　
◎

鷲
尾
愛
知
縣
令
殿

生
田
愛
知
縣
権
参
事
殿

§

８７

鑑
札
御
願七

小
区
樽
水
村

一
勢
九
　
　
　
　
　
　
谷
川
半
左

ヱ
門
船

自
分
船
頭
三
人
乗

右

ハ
今
般
脚
肩
御
検
査
之
上
御
鑑
札

御
下
ケ
被
成
下
置
候
様
御
願
申
上
候
以
上

明
治
六
年
酉
四
月

谷
川
半
左
ヱ
門
　
◎

山
田
庄
人
郎
　
・Ｏ

北
条
港船

御
改
所

§

８８

瀬
取
船
御
届
書

知
多
郡
大
谷
本

竹
内
新
六
船

一
嘉
悦
丸

壱
人
乗

右
之
通
相
達
申
上
候
以
上

右
村
戸
長

明
治
六
年

明
壁
三
郎
左
衛
門
　
◎

四
月
十
五
日

愛
知
縣
御
出
張

北
条
港
船
改
所

§

８９

御
検
査
御
願

知
多
郡
朝
倉
村

一
日
本
形
小
越
船
壱
艘
　
　
　
平
松
源
吉

加
藤
丈
蔵

壱
艘

一
同

壱
艘
　
　
　
近
藤
太
郎

一
同

壱
艘
　
　
　
近
藤
半
左

工
門

一
同

右
者
今
般
御
調
之
趣
被
伺
付

奉
畏
船
相
廻
シ
着
船
仕
候
間
何
卒

御
検
査
奉
願
上
候
以
上

右

明
治
六
年
四
月
　
　
　
　
平
松
源
吉

加
藤
丈
蔵

近
藤
太
助
　
⑪

近
藤
平
左
ヱ
門
①

右
御
願
申
上
候
二
付
奥
印
仕
候
以
上

右
副
戸
長
介

近
藤
新
重
　
◎

北
条
港船

御
改
所

§

９０

御
検
査
願第

七
大
区
内
九
小
区
古
見
村

乗
山
久
助

元
才
左
ヱ
門
持
古
船

一
猪
牙
作
船
壱
艘
　
　
　
但
荷
船

右
之
通
相
違
無
御
座
候
間
今
般
何
卒

御
検
査
奉
願
上
候
以
上

右
村
副
戸
長

明
治
六
年
五
月

冨
田
信
真
　
⑪

北
条
村

船
御
改
所

§

９‐

御
願

一
渡
海
壱
艘

山
口
市
五
郎
船

右
者
先
般
御
廻
相
二
相
成
御
改
之
節

不
居
合
御
検
査
洩
二
相
成
何
卒

◎ ③
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御
検
査
之
程
奉
願
上
候
已
上

小
十
区
大
里
村

山
口
市
五
郎
　
⑪

右
御
願
奉
上
候
二
付
押
印
候
已
上

右
村
別
戸
長

神
野
新
左
ヱ
門
　
③

北
条
村御

船
改
所

§

９２

藻
取
船
御
届知

多
郡
七
小
区

南
奥
田
村

一
壱
艘
　
但
拾
石
入
　
片
岡
忠
左
ヱ
門
　
・①

一
壱
艘
　
一二
石
入
　
　
野
田
繁
右
ヱ
門
　
⑪

久
邑
平
兵
衛
　
⑪

〆
弐
般

右
ハ
取
査
届
出
申
候
通
り

相
違
無
御
座
候
以
上副

戸
長

明
治
六
年
四
月
　
　
　
磯
部
丈
右
衛
門
　
・◎

北
条
港
　
船
改
所

§

９３

御
願

日
本
形
　
　
　
　
　
　
知
多
郡

一
色
村

幸
栄
九
　
　
　
　
　
　
　
夏
目
市
郎
兵
衛

乗
組
拾
三
人

右
者
私
所
持
之
船
竹
三
郎
乗
四
月

。

伊
勢
国
大
湊
二
於
作
事
取
斗
中
二
付

再
御
検
査
難
達
願
依
御
日
廷
之
儀

再
応
奉
願
置
候
処
此
節
作
事
仕
来

仕
候
付
其
港
江
相
廻
シ
候
間
何
卒
御
検
査
之
上

御
鑑
札
御
下
渡
被
成
下
候
様
仕
度
依
之

額
田
縣
御
鑑
札
相
添
奉
願
上
候
也

明
治
六
年
酉
九
月

右
村夏

目
市
郎
兵
衛
　
③

竹
三
郎
乗

愛
知
縣

鷲
尾
隆
衆
殿

右
之
通
相
違
無
御
座
候
付
検
印
仕
候
也

右
村
副
戸
長
介

伊
藤
嘉
七

右
他
役
二
付
代
印

夏
目
徳
三
郎
　
①

§

９４

御
願

日
本
形
　
　
　
　
　
　
　
知
多
郡

一
色
村

一
幸
栄
九
　
　
　
　
　
　
　
夏
目
市
郎
兵
衛
船

乗
組
拾
三
人
　
　
　
　
　
　
竹
三
郎
乗

右
者
私
所
持
之
船
竹
三
郎
乗
儀
当
四
月

ヨ
リ
勢
州
大
湊
二
お
ゐ
て
作
事
取
斗
中

二
付
再
御
検
査
難
達
願
依
而
御
日
延
之

義
再
応
奉
願
候
処
此
節
作
事

出
来
申
候
当
湊
相
廻
シ
候
間
何
卒

御
検
査
之
上
御
鑑
札
御
下
渡
シ
被
成
下

置
候
様
仕
度
依
之
額
田
縣
御
鑑
札

相
添
奉
願
上
候
也

明
治
六
年
　
　
　
　
右
村

九
月
　
　
　
　
夏
目
市
郎
兵
衛

竹
三
郎

愛
知
縣
令

鷲
尾
隆
衆
殿

右
之
通
り
相
違
無
御
座
候
二
付
検
印
仕
候
以
上

右
村
副
戸
長
介

伊
藤
嘉
七
　
⑪

§

９５

記

七
小
区
小
鈴
谷
村

一
藻
取
船
　
士τ
艘
　
　
中石
田
助
人

一
同
　
　
　
士τ
艘
　
　
鈴
木
助
三
郎

一
同
　
　
　
士τ
艘
　
　
菱
川
弥
十
郎

一
同
　
　
　
士τ
艘
　
　
鈴
木
半
左

工
門

右
四
艘
今
日
差
出
申
候
御
測
量
奉
願
候
以
上

明
治
六
年
四
月
十
九
日

右
村
戸
長
　
中
村
源
左
工
門
　
・③

北
条
港船

御
役
所

⑪ ①
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§

９６

御
願

西
端
郁

一
小
瀬
取
船
二
般
　
　
　
日
比
幸
右
ヱ
門

右
之
船
御
見
分
奉
願
候
以
上

酉
四
月
十
八
日
　
　
右
村
戸
長

日
比
安
左
工
門
　
⑪

北
条
港船

役
所
御
中

§

９７

記

知
多
郡
第
六
小
区

小
野
浦
郁

一
小
漁
船
壱
艘
　
　
　
斉
藤
清
左
ヱ
門
船

一
同
　
　
士τ
艘
　
　
　
岩
田
徳
七
郎
船

一
渡
海
船
壱
艘
　
　
　
中
村
弥
兵
衛
船

〆右
船
ク
者
為
乗
廻
申
候
間

御
検
査
奉
願
上
候
以
上

戸
長

酉
四
月
十
九
日
　
　
山
本
定
兵
衛
　
⑪

北
条
港改

船
御
役
所

§

９８

御
願

第
七
区
六
小
区

拾
石
積
　
　
　
　
　
　
　
知
多
郡

一
色
郁

一　

サ
ツ
パ
船
三
艘
　
　
　
　
岩
川
金
左
衛
門

右
之
通
御
改
被
成
下
度
奉
願
上
候
以
上

明
治
六
年
　
　
　
　
　
　
右
村

四
月
　
　
　
　
　
　
　
旧
戸
長

夏
目
甚
七
　
①

北
条
港船

御
改
所

§

９９

御
届知

多
郡
第
小
六
区

小
野
浦
郁

一
渡
海
船
壱
艘
　
　
　
　
　
　
山
本
定
助
船

右
者
為
乗
廻
申
候
御
見
分

奉
願
上
候
已
上

明
治
六
年
四
月
十
九
日右

村
戸
長

山
本
定
兵
衛
　
⑪

北
条
港船

改御
役
所

０

§

０

御
願

知
多
郡

一
色
村

幸
昌
丸
　
　
　
　
夏
目
市
郎
兵
衛
船

乗
組
拾
人
　
　
　
　
仙
蔵
乗

右
者
脚
肩
御
改
被
成
下
候
様

仕
度
旧
元
御
鑑
札
壱
枚
相
添

奉
願
上
候
己
上

右
村

明
治
六
年
　
　
　
　
　
副
戸
長
介

五
月
　
　
　
　
　
伊
藤
　
一掃
七
　
⑪

北
条
港船

御
改
所

§

０

御
願

知
多
郡

一
色
村

幸
徳
丸
　
　
　
　
　
　
森
田
伊
助
船

乗
組
拾
壱
人
　
　
　
　
　
弥
左
衛
門
乗

右
之
通
り
脚
肩
御
改
メ
被
成
候
様
此
度

旧
御
鑑
札
者
返
相
添
奉
願
上
候
已
上

右
村

明
治
六
年
　
　
　
副
戸
長
介

六
月
　
　
　
　
伊
藤
嘉
七
　
◎

北
条
港船

御
改
所

２

§

０

御
願

知
多
郡

一
色
村

舜
昇
丸
　
　
　
　
　
野
村
藤
治
郎
船
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乗
組
拾
壱
人
　
　
　
　
　
仲
吉
乗

右
者
脚
肩
御
改
被
成
下
候
様
仕
度

旧
元
御
鑑
札
壱
枚
相
添
奉
願
上
候
以
上

明
治
六
年
五
月
　
　
右
村
副
戸
長
介

伊
藤
嘉
七
　
⑪

北
条
港

船
御
改
所

３

§

０

御
願

一
瀬
取
船
壱
艘
　
　
日
比
伊
三
郎

右
船
御
見
分
被
下
御
鑑
札

頂
戴
仕
度
奉
願
上
候
己
上

四
月
十
七
日西

端
村
副
戸
長

日
比
安
左
ヱ
門
　
⑪

北
条
港

船
改
御
役
所

４

§

０

脚
肩
御
願

尾
張
国
知
多
郡
東
端
村

一
住
徳
九
日
本
形
　
　
　
　
　
内
田
佐
七
直
乗

乗
組
九
人

右
者
今
般
新
船
二
御
座
候
脚
肩
御

改
被
成
下
　
御
鑑
札
御
下
渡
被

成
下
候
様
奉
願
上
候
以
上

右

内
田
佐
七
　
◎

四
月
十
七
日

御
船
改
所

５

§

０

御
願
書

今
般
尾
張
国
知
多
郡
古
場
村
住
吉
九
古
川
甚
左
ニ

門
船

首
港
御
改
役
所
之
御
改
願
出
候
間

何
卒
御
見
分
之
上
御
鑑
札
御
下
渡

被
成
下
候
様
仕
度
依
而
奉
願
上
候
以
上

明
治
六
年

酉
人
月
七
日
　
　
右
船
主
直
乗

古
川
甚
左
衛
門
　
③

北
条
港船

御
改
所

前
願
之
通
無
相
違
御
座
候
検
印
仕
候
以
上

右
村
副
戸
長

澤
田
儀
三
郎

⑪

６

§

０

御
願

知
多
郡
第
七
大
区
内
六
小
区

栄
慶
九
　
　
　
　
　
　
　
　
一
色
村夏

目
甚
七
船

乗
組
拾
壱
人
　
　
　
　
　
　
　
彦
作
乗

右
者
脚
肩
御
改
被
成
下
候
様
仕
度

旧
元
鑑
札
壱
枚
相
添
奉
願
上
侯

已
上明

治
六
年入

月
　
　
右
村
副
戸
長

伊
藤
　
嘉
七
　
◎

北
条
港船

御
改
所

７

§

０

御
願

六
小
区
吹
越
村

一
小
瀬
取
船
壱
艘
　
　
　
　
林
重
蔵

右
之
船
御
見
分
奉
願
上
候
己
上

右
村
戸
長

酉
四
月
十
三
日
　
　
　
林
重
右
衛
門
　
・①

北
条
港

船
役
所
御
中

８

§

０

御
願

横
須
賀
町
方

一
日
吉
丸
　
　
　
　
　
村
瀬
元
蔵
船
　
①

右
御
改
奉
願
上
候
以
上

右

明
治
六
年
四
月
　
　
村
瀬
元
蔵
　
・⑩

右
之
通
奉
願
上
候
付
検
印
仕
候
也

戸
長村

瀬
房
次
郎

北
条
湊
船
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御
改
所

９

§

０

脚
肩
御
願

一
盛
費
九
　
　
　
　
　
坂
井
村

山
本
久
左
衛
門
船

右
脚
肩
御
改
奉
願
上
候
以
上

明
治
六
年
　
　
　
　
　
　
　
右
村
副
戸
長

四
月
十
四
日
　
　
　
　
　
　
本ヽ
田
善
蔵
　
・⑩

北
条
港船

御
改
所

０

Ｓ

ｌ

御
願

三
十
石
積
　
　
　
　
　
　
知
多
郡
細
目
村

一
不
知
波
船
　
　
　
　
　
　
　
奥
村
和
平
治
船

一
般
　
　
　
　
　
　
　
住
吉
九
二
人
乗

右
御
改
被
成
下
御
鑑
札

御
下
渡
可
被
下
候
様
奉
願

上
候
以
上

右
村
戸
長

明
治
六
年
　
　
　
　
　
中
村
久
右
衛
門
　
・Ｏ

愛
知
縣
御
尾
張

北
条
港
船
御
改
所

§

１

御
願

六
小
区
西
端
郁

一
瀬
取
船
壱
般
　
　
　
　
日
比
源
入
船

右
之
船
御
見
分
被
下
庭
奉

願
上
候
已
上

四
月
十
五
日
　
　
　
　
右
郁
戸
長
介

ク
組
頭

・⑩

北
条
港

船
改
御
役
所
衆
中

２

§

１

今
般
小
舟
御
届
之
儀
追
々

御
布
告
有
之
候
処
五
十
石
以
下

御
改
之
儀
奉
拝
承
之
処
運
送
船
と

相
心
得
日
限
廷
行
之
段
甚
奉
恐
入
候

何
分
右
之
段
宜
敷
御
断
申
上
候

則
し
而
藻
取
舟
相
廻
し
候
間

御
見
分
之
程
奉
願
上
候
　
以
上

明
治
六
年
　
　
　
　
古
場
村
副
戸
長
介

百
五
月
　
　
　
　
澤
田
儀
三
郎

北
条
港船

御
改
所御

中

３

§

１

御
願

小
船
三
艘

持
主

五
石
入
　
　
　
　
　
竹
内
清
吉

同
断

弐
石
入
　
　
　
　
　
竹
内
甚
右
衛
門

同
断

壱
石
入
　
　
　
　
　
榎
本
文
吉

右
之
者
農
相
買
漁
掛
仕
度
候

二
付
依
之
船
数
御
届
可
申
侯
以
上

四
月

鑑
治
屋
村

副
戸
長
助

峯
舛
源
助
　
⑪

Ａ
Ｖ

北
条
村

船
改
所

船
客
通
船
御
願
写

首
村
濱
手
長
浦
之
義
近
々
濱
欠
二
相
成
満
潮

之
節
者
通
路
難
出
来
儀
も
有
之
目
下

村
々
よ
り
相
越
候
老
人
足
弱
し
人
々
等
者
万
而

難
渋
仕
候
懸
り
首
村
於
乗
船
相
雇

候
■
■
多
御
座
候
二
付
而
者
私
共
義
幸
ひ
銘
々

持
船
有
之
候
付
農
間
二
往
来
し
人
々
並
荷
物

等
名
古
屋
堀
川
迄
運
送
仕
度
賃
銭
之

之
儀
左
之
通
相
定
受
取
候
積
御
座
候
尤

税
金
之
儀
ハ
御
定
通
上
納
可
仕
候
間
願
之
通

御
聞
済
被
成
下
候
様
奉
願
上
候
以
上

但
本
文
之
通
願
上
候
庭
船
客
之
都
合
ニ

寄
替
出
地
江
渡
海
致
度
者
も
間
々

⑪
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之
有
候
間
便
宜
二
往
桑
名
四
日
市
よ
り
も
渡
船

仕
度
賃
銭
之
義
ハ
名
古
屋
往
返
同
様
ニ

御
座
候
間
此
段
も
奉
願
上
候
以
上

本
文
之
通
御
許
客
被
成
下
候
ハ
ハ
免
許

為
締
乗
組
船
客
名
前
等

委
詳
證
帳
仕
候
積
御
座
候

一
渡
海
船

一
般
六
人
乗

壱
人
二
付
賃
銀
六
銭
二
厘
五
毛

一
同
断
仕
立
船

一
般

賃
銭
三
十
七
銭
五
厘

知
多
郡
森
村

明
治
六
年
二
月
　
　
　
　
　
勝
崎
新
右
ヱ
門

永
井
兵
助

吉
峯
治
右
ヱ
門

中
井
仲
入

井
関
権
令
殿

右
之
通
奉
願
上
候
付
検
印
仕
候
也

右
村
副
戸
長

吉
峯
忠
左
衛
門

九
小
区
戸
長

吉
田
織
江

§

第
七
大
区
副
区
長

林
　
茂

書
面
渡
船
義
聞
届
候
納
税
之

儀
者
近
ク
相
達
候
事

二
月
十
九
日

廉
　
　
勧
業
掛

一①

務

§

御
願
申
上
候
事

一
昇
保
九
　
常
太
郎
船
営
港
江
入
津
之
節
鑑
札
差
上

御
改
済
之
御
書
付
御
下
ケ
渡
し
工
相
成
右
者
大
切

之
御
書
付

其
心
得
二
而
船
頭
所
持
罷
在
候
処
俄
二
病
気
二
而

此
度
替
り

船
頭
二
付
而
者
右
御
書
付
所
持
不
仕
本
日
勢
州
四

日
市
表
江

相
廻
り
申
度
依
之
御
免
帖
御
下
ケ
渡
願
上
候
二
付

而
ハ
右
御
書
付

返
納
可
仕
義
候
処
前
賢
之
始
末
二
而
奉
恐
入
候
何

分
今
日

順
風
二
而
出
帆
差
懸
り
候
義
二
御
座
候
間
此
度
之

所
右
御
書
付
無
之
義

急
御
聞
済
被
成
下
置
候
様
仕
度
己
来
急
度
相
心
得

可
申
候
間

御
免
帖
御
下
ケ
渡
奉
願
上
候
以
上

明
治
六
年
　
　
　
　
　
　
　
常
滑
村

第
八
月
十
五
日
　
　
　
一三
井
常
太
郎
船

井
筒
屋
新
作
　
・③

北
条
港船

御
改
所

本
文
之
通
申
出
候
猶
更
お
尋
処
御
船

昇
保
丸
常
次
郎
事
俄
候
病
気
候
御
右
代
り
と
し
て

常
太
郎
相
越
候
付
何
と
な
く
持
参
迷
惑
之
趣
事

申
聞
候
事

§

名
前
御
届

知
多
郡
多
屋
村

二
拾
四
石
積
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
回
六

一
栄
寿
丸

元
栄
力
九

拾
三
石
積

一
栄
吉
九

元
栄
力
九
　
　
　
　
　
　
　
　
右
同
人
物
船

右
之
通
今
般
船
名
改
替
候
間
右
名
前
に

御
鑑
札
御
下
渡
ジ
被
下
度
此
断
奉
願
上
候
已
上

明
治
六
年
五
月
　
　
　
右

井
上
国
六
　
◎

右
村副

戸
長

人
木
忠
右
衛
門

北
条
港

船
改
御
役
所

§

出
入
船
荷
揚
御
伺
書

四
月
十
五
日
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紀
伊
国
牟
婁
郡
阿
田
和
村

荷
物
伊
丹
　
積
石
三
拾
三
石
　
直
乗
　
茂
七
船

右
荷
物
右
荷
物
上
候
間
付
　
水
野
七
太
郎
揚
ケ

五
月
四
日

同
国
同
郡
片
浦
　
　
　
　
　
　
直
乗
　
高
吉
船

荷
物
中
板
積
石
三
拾
五
石

右
同
断

五
月
十
八
日

同
国
同
郡
■
川
村

荷
物
伊
丹
　
積
石
三
拾
五
石

直
乗

善
兵
衛
船

右
同
断

六
月
九
日

同
国
同
郡
阿
田
和
村

荷
物
伊
丹
積
石
弐
十
六
石

　

直
乗

源
三
郎
船

右
同
断

六
月
九
日

同
国
同
郡
宮
崎
村

荷
物
伊
丹
積
石
三
拾
石

　

直
乗

偉
右
衛
門
船

右
同
断

六
月
十
二
日

同
国
同
郡
同
村

荷
物
伊
丹
積
石
三
拾
石

　

直
乗

金
兵
衛
船

同
国
同
郡
片
浦

荷
物
伊
丹
積
石
弐
拾
五
石

　

直
乗

〓
一右
衛
門
船

右
七
艘
水
野
七
太
郎
付
候
水
揚
仕
候
分

四
月
十
五
日

同
国
同
郡
新
宮

荷
物
伊
丹
　
積
石
四
拾
石
　
直
乗
　
文
蔵
船

四
月
十
七
日

同
国
同
郡
伊
田
村

荷
物
中
板
　
積
石
弐
拾
八
石
　
直
乗
忠
治
郎
船

五
月
十
七
日

同
国
同
郡
市
儀
村

荷
物
中
板
積
石
弐
拾
五
石
　
　
直
乗
利
吉
船

五
月
十
七
日

同
国
同
郡
小
戸
村

荷
物
中
板
積
石
弐
拾
五
石
　
　
直
乗
人
右
衛
門
船

六
月
弐
十
三
日

同
国
同
郡
阿
田
村

荷
物
伊
丹
積
石
弐
拾
人
石
　
　
直
乗
源
右
衛
門
船

右
五
艘
同
村
　
西
田
林
助
方
へ
水
揚
げ
候
分

六
月
中
旬

同
国
同
郡
賀
田
村

荷
物
中
板
　
積
石
　
　
　
直
乗
大
河
三
左
ヱ
門
船

右
壱
艘
同
村
江
本
三
十
郎
方
へ
水
揚
分

六
月
十
五
日

届
済
　
同
国
同
郡
新
宮
鑑
治
町

荷
物
伊
丹
千
五
百
十
五
束
　
　
濱
本
惣
吉
船

萱
八
十
三
束
　
積
石
百
十
九
石

住

一
九

六
月
十
九
日

届
済
同
国
同
郡
新
宮

荷
物
伊
丹
千
七
百
五
十
三
米
　
津
田
長
左
ヱ
門
船

新
吉
九右

二
般
同
村
水
野
七
太
郎
方
へ
水
揚
分

五
月

一
日

尾
張
国
海
西
郡
重
宝
新
田

荷
物
九
太
壱
艘
積
石
百
九
拾
石
　
直
乗
藤
次
郎
船

此
船
当
港
へ
届

右
壱
艘
同
村
藤
田
善
左
衛
門
方
へ
揚
分

船
数
拾
六
艘

右
四
月
已
来
ヨ
リ
六
月
三
十
日
迄
記
書
仕
候

右
之
通
御
座
候
付
検
印
仕
候

上
野
間
村

酉
七
月

一
日
　
　
　
副
戸
長
介

近
藤
金
三
郎
⑪

北
条
港船

御
改
所御

中

§

御
届

一
今
般
入
津
出
帆
船
共
御
届
方
之
義
西
端
村
よ
り

大
井
港
御
改
所
江
御
届
申
上
候
様
御
達
相
成
候
庇

吹
越
村
義

ハ
西
端
合
併
之
川
二
候
間
御
届
方
之
義

大
井
港
御
改
所
江
御
届
申
し
上
候
様
仕
度
旨
船
持

共
願
出

申
候
間
何
卒
御
何
卒
御
聞
届
可
被
下
様
仕
度
此
段

御
届
申
上
候
以
上

明
治
六
年
　
　
　
　
　
　
東
端
郁
年
行
司

五
月
十
四
日
　
　
　
　
　
　
内
田
佐
七

大
井
港
船

御
改
所

§

御
届
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私
儀
本
月
十
日
志
摩
国
と
答
志
郡
恵
利
原
村
積
問
屋

鍋
屋
次
左
ヱ
門
付
二
而
薪
壱
艘
買
積
仕
候
所
何
無
心

別
紙
仕
切
状
■
二
而
出
帆
仕
今
月
首
港
江
入
港
仕
候

直
様
御
届
申
上
候
所
的
矢
港
船
御
改
所
御
免
状

失
念
仕
誠
工
不
調
法
之
段
奉
恐
入
候
何
卒
何
卒

今
般
之
義
者
御
用
捨
被
下
置
候
様
仕
度
奉
願
上
候

自
分
急
度
相
心
得
候
此
段
御
聞
済
被
下
候
ハ
ハ

難
有
仕
合
候
奉
存
候

明
治
六
年
人
月
十
六
日
　
知
多
郡
常
滑
村

衣
川
善
右
ヱ
門
⑪

山
本
藤
次
郎
　
・⑪

北
条
港船

御
改
所

右
両
人
御
願
申
上
候
通
相
違
無
此
付
検
印
仕
候

副
戸
長山

本
長
次
郎
　
③

§

船
税
上
納
ノ
届

知
多
郡

一
色
村

百
拾
入
石
積

一
甚
吉
丸

山
本
代
兵
衛
船

金
壱
銭
三
厘

右
者
壬
申
之
年
税
金
不
足
二
・

此
度
上
納
仕
候
也

明
治
六
年

右
村
副
戸
長
介

五
月

伊
藤
嘉
七
　
⑪

北
条
港

船
御
改
所

§

新
規
造
船
鑑
札
御
下
渡
願

定
繁
場
尾
張
国
知
多
郡
常
滑
村
海
岸
　
全
国
全
部

全
村
千
二
百
三
拾
壱
番
地

一
宮
栄
九
　
　
　
　
　
　
　
士τ
艘
　
森
下
伊
三
郎

五
拾
九
石
積
　
　
　
　
附
属
偉
馬
船
壱
艘

右
ハ
今
般
三
重
県
度
会
郡
大
湊
造
船
所
二
於
テ

新
規
造
船
仕
段
鑑
札
相
受
帰
帆
候
間
更
二
本
鑑
札

御
下
渡
被
下
度
依
テ
段
鑑
札
札
相
添
此
段
奉

願
候
也

明
治
十
七
年
十

一
月
九
日
　
右

森
下
伊
三
郎
①

愛
知
県
令
国
貞
廉
平
　
花
押

前
書
之
趣
願
出
候
也

明
治
十
七
年
十

一
月
九
日

知
多
郡
第
廿

一
組
戸
長
伊
東
義
雄
　
・⑩

愛
知
縣
知
多
郡
長
長
坂
重
孝

書
面
願
之
趣
聞
届
鑑
札
下
渡
候
條

営
期
分
税
金
即
時
上
納
可
致
事

明
治
十
七
年
十

一
月
十
六
日

愛
知
県
令
国
定
廉
平
　
①

Ａ
ご

船
売
買
御
鑑
札
御
書
換
願

第
二

一
二

一
二
号

定
繋
場
尾
張
国
知
多
郡
常
滑
村
海
岸
尾
張
国
知
多

郡
常
滑
村
四
百
七
十
六
番
地

一
小
廻
船
壱
艘
　
一冗
主
片
岡
兼
次
郎

但
弐
間

改
定
繁
場
同
国
同
郡
同
村
海
岸
同
国
同
郡
同
村
千

五
十
番
地

一
改
小
廻
船
壱
艘
　
中貝
主
　
山
本
千
代
松

但
弐
間

右
ハ
今
般
売
買
候
二
付
鑑
札
御
書
換
被
成
下
度

依
テ
鑑
札
相
添
え
此
段
連
署
ヲ
以
奉
願
候
也

明
治
十
八
年
六
月

一
日
　
右

片
岡
兼
次
郎
①

右
山
本
千
代
松
⑪

愛
知
縣
令
勝
間
田
稔
殿
代
理

愛
知
縣
大
書
記
官
野
村
賀
真
殿

前
書
之
趣
願
出
候
也

明
治
十
八
年
六
月

一
日

知
多
郡
常
滑
村
　
一戸
長
　
伊
東
義
雄
　
・⑩

多
屋
村

愛
知
縣
知
多
郡
長
長
阪
重
孝
　
⑪

書
面
願
之
趣
聞
届
鑑
札
書
換
下
渡
候
事

明
治
十
八
年
六
月
五
日

愛
知
縣
令
勝
間
田
稔
代
理

愛
知
縣
代
書
記
官
野
村
賀
真
　
◎
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〇0

タ
イ

ト
ル

船
籍

地
は
名

(船
種
名

船
主

名
船

頭
名

主
  

旨
年
 

月
 

日
宛

  
先

差
 

出
 

人
鉦

J虫
備

  
考

1
l

御
願
申
上
候
御
事

須
佐

村
永
豊

九
山
本

大
十

郎
2人

山
本

源
五
郎

脚
肩

4月
20日

北
条
村

船
御

改
所

2
2

2
御
願

之
事

小
野

浦
村

伊
勢

九
山
本
定

兵
衛

12人
佐

兵
衛

入
石
検
査

,鑑
札

明
治

6年
酉

8月
北

条
港

船
御

改
所

山
本
佐
平

,伊
藤
弥
之
右
ヱ
門

3
3

3
御
鑑
札
御
請
書

常
滑
村

※
不
知
波
船

間
野

久
左

ユ
門

鑑
オ
L

明
治

6年
癸
酉

4月
北

条
港
船
御
役

所
関
野
久
左
ヱ
門

,肥
田
小
兵
衛

戸
長

4
4

4
御

願
書

小
野
浦
村

伊
勢
九

山
本

定
助

11人
喜

蔵
入
石
検
査

,鑑
札

明
治

6年
酉

8月
2日

北
条
港

船
御
役

所
喜
蔵

,伊
藤

弥
之

右
ヱ

門
5

5
5

御
願

久
村

※
瀬
取
船

竹
内
作
左

工
門

鑑
札

4月
20日

北
条
港

船
改
御

役
所

中
村

兵
四
郎

戸
長

6
5

5
御

願
久

村
※

瀬
取

1合
竹

内
作
左

ヱ
門

鑑
札

4月
20日

北
条
港

船
改
御

役
所

中
村

兵
四
郎

戸
長

7
5

5
御

願
久

村
※
瀬
取

船
竹

内
作
左

ヱ
門

鑑
札

4月
20日

北
条
港

船
改
御

役
所

中
村

兵
四
郎

戸
長

8
5

5
御

願
久

村
※
瀬
取
船

竹
内
作
左
ヱ
門

鑑
札

4月
20日

北
条
港

船
改
御
役

所
中
村

兵
四
郎

戸
長

9
5

5
御

願
久

村
※
瀬
取

船
竹

内
作

左
ヱ

門
鑑

札
4月

20日
北

条
港

船
改
御
役

所
中
村

兵
四
郎

戸
長

5
5

御
願

久
村

※
瀬
取

船
竹

内
作
左

ヱ
門

鑑
札

4月
20日

北
条
港
船
改
御
役
所

中
村
兵
四
郎

戸
長

5
5

御
願

久
村

※
瀬
取

船
竹

内
作
左

ヱ
門

鑑
札

4月
20日

北
条
港
船

改
御
役

所
中
村

兵
四

郎
戸

長

5
5

御
願

久
村

※
瀬
取

船
竹

内
作
左

ユ
門

鑑
札

4月
20日

北
条
港
船

改
御

役
所

中
村
兵

四
郎

戸
長

5
5

御
願

久
村

※
瀬
取
船

竹
内
作
左

ヱ
門

a監
ォ
し

4月
20日

北
条
港
船

改
御
役

所
中
村

兵
四
郎

戸
長

5
5

御
願

久
村

※
瀬

取
船

竹
内
作
左

ヱ
門

錐
札

4月
20日

北
条
港

船
改
御

役
所

中
村
兵

四
郎

戸
長

5
5

御
願

久
村

※
瀬
取
船

竹
内
作

左
ヱ

門
鑑
オ
し

4月
20日

北
条
港

船
改
御

役
所

中
村

兵
四
郎

戸
長

5
5

御
願

久
村

※
瀬
取

船
竹

内
作
左

ヱ
門

鑑
札

4月
20日

北
条
港

船
改
御
役

所
中
村

兵
四
郎

戸
長

5
御

願
久

村
※
瀬

取
船

竹
内
作

左
ヱ

門
鑑

札
4月

20日
北
条
港

船
改
御

役
所

中
村

兵
四
郎

戸
長

6
御

届
利
屋

村
大

岩
勘
左

ヱ
門

脚
肩

明
治

6年
4月

御
役

人
御

衆
中

内
田
新

蔵
元

戸
長

手
船

1般

7
7

船
御
願

柿
並

村
※
不
知
波
船

森
下
綿

吉
測

量
明
治

6年
4月

北
条
港
船
御

改
所

南
川
太

重
郎

戸
長

8
御

届
オ市

d2本
寸

畑
中
増

蔵
潰
I量

北
条
港
船
御

改
所

南
川
太

重
郎

戸
長

御
届

北
奥

田
村

※
颯
波
船

神
谷

伊
助

5石
届

け
明
治

6年
酉

4月
井

関
権

令
岡
嶋

久
右

ヱ
門

戸
長

御
届

北
奥

田
村

※
颯

波
船

前
田
此

右
ヱ

門
5石

届
け

明
治

6年
酉

4月
井
関
権
令

岡
嶋
久
右

ヱ
門

戸
長

御
届

北
奥

田
村

※
颯
波

船
田
口
定
助

5石
届

け
明
治

6年
酉

4月
井
関
権
令

岡
嶋

久
右

ヱ
門

戸
長

御
届

北
奥

田
村

※
狐

波
船

都
筑

安
右

ヱ
門

5石
届

け
明
治
6年

酉
4月

井
関
権
令

岡
嶋

久
右

ヱ
門

戸
長

御
届

北
奥

田
村

※
颯
波
船

都
筑
勘

助
5石

届
け

明
治

6年
酉

4月
井
関
権

令
岡
嶋

久
右

ヱ
門

戸
長

9
御

届
北

奥
田
村

※
颯

波
船

神
谷
庄
左

ヱ
門

5石
届

け
明
治

6年
酉

4月
井
関
権

令
岡
嶋

久
右

ヱ
門

戸
長

9
御

届
北
奥

田
村

※
颯

波
船

岡
村

茂
人

5石
届

け
明
治

6年
酉

4月
井

関
権
令

岡
嶋
久
右
ヱ
門

戸
長

9
御

届
北

奥
田
村

※
颯

波
船

神
谷
治
助

5石
届

け
明
治

6年
酉

4月
井

関
権

令
岡
嶋

久
右

ヱ
門

戸
長

9
御

届
北
奥
田
村

※
颯
波

船
神

谷
勘
左

ヱ
門

5石
届

け
明
治
6年

酉
4月

井
関
権

令
岡
嶋

久
右

ユ
門

戸
長

9
御

届
北
奥

田
村

※
颯

波
船

神
谷

七
右

ヱ
門

5石
届

け
明
治
6年

酉
4月

井
関
権

令
岡
嶋
久

右
ヱ

門
戸

長
9

御
届

北
奥

田
村

※
颯

波
船

田
村

角
助

5石
届

け
明
治
6年

百
4月

井
関
権

令
岡
嶋

久
右

ヱ
門

戸
長

9
御

届
北
奥

田
村

※
颯

波
船

萩
■
新

次
郎

5石
届

け
明

治
6年

酉
4月

井
関
権

令
岡

嶋
久

右
ユ

門
戸

長
9

御
届

北
奥

田
村

※
大
颯
波
船

田
村
太
吉
ヱ
門

25石
入

届
け

明
治

6年
酉

4月
井

関
権

令
岡
嶋

久
右

ヱ
門

戸
長

1
御

届
大
野
村

直
吉

九
永

蔵
検

査
明
治
6年

4月
船
御

改
所

西
村

治
朗

人
戸

長
l

御
届

大
野
村

龍
神

丸
与

六
検

査
明

治
6年

4月
船
御

改
所

西
村

治
朗

八
戸

長

ll
2

御
届

常
滑

村
※
渡

海
船

平
野

金
左

ヱ
門

1人
検

査
,鑑

札
明
治

6年
癸
酉

4月
16日

北
条
村
港

船
御

改
所

平
野
金
左
ヱ
門

,肥
田
小
兵
衛

戸
長

3
御

願
瀬

木
村

栄
力

丸
伊

藤
弥
七

伊
藤

弥
七

検
査

明
治
6年

4月
北

条
港

船
改

所
伊
藤

弥
七

日
本
形

13
脚
肩
御

改
願

東
端
村

冨
吉

丸
中
村

喜
三
兵

衛
1人

中
村
喜
三
兵
衛

脚
肩

,鑑
札

明
治
6年

4月
北

条
港

船
御

役
所

中
村

喜
三
兵

衛
御
願

之
事

小
野
浦
村

伊
寿

丸
中
川
清
吉

中
川
清

吉
入
石
検
査

,鑑
札

明
治

6年
百

6月
北

条
港
船
御

改
所

中
川
清
吉

,伊
藤
弥
之
右
工
門

御
願
事

北
条
村

正
吉

丸
中
井

次
良
佐

検
査

,鑑
札

酉
6月

18日
北

条
港
船
御

改
所

瀧
田
幸

重
差

出
入
船

宿
御
願

之
事

西
端
村

永
吉

丸
日
比
吉

兵
衛

日
比
音

蔵
入

石
検

査
.鑑

札
明
治

6年
酉

6月
北

条
港
船
御

改
所

日
比
音
蔵

,伊
藤
弥
之
右
工
門



御
願
書

小
野

浦
村

樋
口
慶

助
権

兵
衛

検
査

,鑑
札

明
治
6年

百
6月

14日
北

条
港
御

船
役
所

権
兵
衛

,伊
藤
弥
之
右
工
門

御
願

大
野
村

福
寿

丸
高
橋

房
吉

脚
肩

,石
.鑑

札
明
治
6年

6月
16日

北
条
港
船
御

改
所

萩
原

宗
平

副
戸

長

御
請
書

大
里
村

観
逗

九
蜂

郷
国
六

3人
蜂
郷

園
六

検
査

,鑑
札

明
治

6年
西

10月
北

条
港

船
御

改
所

蜂
郷

園
六

.瀧
田
幸

重
差

出
人
船

宿

御
請

書
名
古
屋
偉
馬
町

豊
全

九
高

崎
清

六
7人

加
藤

清
次
郎

検
査

,鑑
札

明
治

6年
酉

10月
北

条
港

船
御

改
所

鍛
留

垣
傘

'
差

出
人
沖
船
頭

,船
宿

戸
長
よ
り
出
帆
免
状
の
届
け

10月
北

条
港

船
改
所

賓
飯

郡
14ヶ

村

御
届

西
端
村

重
栄

丸
日
比
長

三
郎

船
売
買

明
治

6年
西

10月
北

条
港

船
御

改
所

日
比

長
三
郎

一
色
村
森
下
童
兵
衛
へ
売
却

囲
翔合

届
常

滑
村

清
雄
九

山
本
藤
次
郎

▼▼省
'

囲
船

,修
復

FIBユ
台
6年

10月
北

条
港

船
御

改
所

山
本
藤
次
郎

,伊
奈
長
三
郎

副
戸

長

御
願

事
東
端
村

内
田
源

三
郎

検
査

,鑑
札

明
治

6年
酉

4月
12日

北
条
港

船
御

改
所

内
田
源
三
郎

,瀧
田
幸
重

御
願

事
東

端
村

内
田
佐

七
検
査

,鑑
札

明
治

6年
酉

4月
12日

北
条
港

船
御

改
所

内
田
佐

七
,瀧

田
幸

重

御
願
事

渥
美
郡
山
神
村

萬
吉

九
i可
都
助

右
ヱ

門
検
査

,鑑
札

明
治

6年
4月

25日
北

条
港

船
御

改
所

瀧
田
幸
重

御
願
専

渥
美
郡
野
田
村

久
吉

丸
河
合

源
太

夫
検
査

,鑑
札

明
治

6年
酉

4月
25日

北
条
港

船
御

改
所

瀧
田
幸
重

差
出
人
宿

受

磁
御
願
事

大
谷

村
大

徳
丸

沢
田
偉

三
郎

検
査

,鑑
札

明
治

6年
西

4月
25日

北
条
港
船
御

改
所

瀧
田
幸

重
差

出
人
宿
受

53
御
願
事

大
谷

村
高
吉
九

大
岩
徳
右

ヱ
門

検
査

,鑑
札

明
治

6年
酉

4月
25日

北
条
港
船
御

改
所

瀧
田
幸

重

舅
御
願

事
細

ロ
キ寸

幸
昌
九

江
向
紋

四
郎

検
査

,鑑
札

明
治

6年
百

4月
25日

北
条
港
船
御

改
所

瀧
田
幸

重
差

出
人

宿
受

御
願

事
須

佐
村

栄
吉

丸
家

田
半

三
郎

検
査

,鑑
札

明
治

6年
酉

4月
25日

北
条
港
船
御

改
所

瀧
田
幸

重

御
請
書

古
場
村

住
吉
九

古
川
甚
左

衛
門

2人
古
川
甚
左
衛
門

検
査

,鑑
札

酉
8月

8日
北

条
港
船
御

改
所

古
川
甚
左
衛

門
,瀧

田
幸
重

差
出
入
船
宿

御
願

事
坂

井
村

典
順

丸
山
本
典
三
左
衛
門

検
査

,鑑
札

明
治

6年
酉

4月
19日

北
条
港
船
御

改
所

山
本
典
三
左
衛
門

,瀧
田
幸
重

御
願

事
Jと

夕鷺
本↓

費
恵
九

富
浦
長

三
史

検
査

,鑑
札

酉
6月

11日
北

条
港
船
御

改
所

瀧
田
幸

重
差

出
人
船
宿

御
願

事
常

滑
村

清
栄
九

山
本

籐
次

郎
検
査

,鑑
札

明
治

6年
酉

6月
13日

北
条
港
船
御

改
所

瀧
田
幸

重
差

出
人
船
宿

御
願

事
瀬
木
村

神
栄
九

片
岡
角
兵

衛
検
査

,鑑
札

酉
6月

12日
北

条
港
船
御

改
所

瀧
田
幸

重
差

出
人
船
宿

御
願

事
坂

井
村

文
日
丸

鈴
木
文
蔵

鈴
木
文
蔵

検
査

,鑑
札

明
治

6年
4月

19日
北

条
港
船
御

改
所

鈴
木
文

蔵
.瀧

田
幸

重

御
願

事
苅
屋

村
冨
吉

九
古

,I
鉄

次
郎

検
査

,鑑
札

明
治

6年
酉

4月
29日

北
条
港
船
御

改
所

瀧
田
幸

重

御
願

苅
屋
村

※
渡

海
船

古
)|
清
左

ヱ
門

12石
検

査
明
治

6年
4月

愛
知
縣
井
関
権
令

古
川
清
左
ヱ
門

,岩
田
善
三
郎

戸
長

御
願

苅
屋

村
※
渡

海
船

古
サ キ
清
左

ヱ
門

12石
検

査
明
治

6年
4月

愛
知
縣

井
関
権
令

古
川
清
左
ヱ
門

,岩
田
善
三
郎

戸
長

御
願

苅
屋

村
※

涯
海

船
古

サ
|
清
左

ヱ
門

12石
検

査
明
治

6年
4月

愛
知
縣
井
関
権
令

古
川
清
左
ヱ
門

,岩
田
善
三
郎

戸
長

御
断
願

古
場

村
澤

田
平
次

郎
北ぬ

り断
よお

明
治

6年
10月

31日
北

条
港
船

改
所

澤
田
平
次
郎

,澤
田
儀
平
治

副
戸

長

御
願

常
滑
村

肥
吉

丸
肥

田
甚
蔵

検
査

,鑑
札

明
治

6年
酉

4月
18日

北
条
港

1合
御

改
所

肥
田
甚
蔵

,肥
田
小
兵
衛

戸
長

御
願

常
滑
村

清
栄
九

伊
藤

与
三
郎

検
査

,鑑
札

明
治
6年

酉
4月

18日
北

条
港
船
御

改
所

伊
藤
与
三
郎

,肥
田
小
兵
衛

戸
長

御
願

一
色

村
幸
寿

九
夏

目
平

三
郎

彦
助

脚
肩

,鑑
札

明
治
6年

4月
北

条
港
船
御

改
所

夏
目
甚

七
旧
戸

長

奉
願
上
候
御
事

一
色

村
幸

昌
丸

夏
目
平

三
郎

夏
目
覚

三
郎

鑑
札

明
治

6年
酉

4月
北

条
港
船
御

役
所

伊
藤
弥
之
右
ヱ
門

,夏
目
覚
三
郎

御
願

一
色

村
※
小

漁
船

夏
目
平

三
郎

脚
肩

明
治

6年
6月

北
条
港
船
御
改
所

伊
藤
嘉

七
副

戸
長

師
崎
村
実
蔵
よ
り
買
い
受
け

御
願

東
端
村

住
徳

九
内

田
佐

七
内

田
長
七

検
査

明
治

6年
4月

北
条
港
船

改
所

内
田
佐

七
日
本

形

御
届

東
端
村

住
徳

九
内

田
佐

七
内

田
佐

七
脚

肩
4月

28日
北

条
港

御
船

改
所

橋
本

長
六

副
戸

長
廻

船

御
届

東
端
村

乗
久
九

橋
本
長
六

前
野
伊
佐
ヱ
門

検
査

済
み
届

け
4月

28日
北

条
港
御

船
改

所
橋

本
長

六
副
戸

長
快
霞
耳
圧

Fれ
崎
歴
よ
り

鑑
札

御
願

樽
水
村

勢
宝

九
山

田
庄

人
郎

3人
新
太
郎

脚
肩

,鑑
札

明
治

6年
西

4月
北
条
港

船
御

改
所

山
田

庄
人

郎

Ъ
御

届
小

鈴
谷

村
栄

昌
丸

斎
藤
市
左

衛
門

測
量

明
治

6年
4月

船
改
御
役

所
中
村

源
左

衛
門

戸
長

御
届

小
鈴
谷

村
勢

昌
九

田
崎

長
兵
衛

検
査

の
廷
期
願

い
明
治

6年
4月

船
改
御

役
所

中
村

源
左
衛

門
戸

長

醐
御

届
小

野
浦
村

伊
勢

丸
山
本

定
助

未
帰

船
届

明
治

6年
4月

北
条

港
船

改
御

役
所

山
本

定
兵

衛

50
御

届
小

野
浦

村
伊
寿

丸
山
本

定
助

未
帰
船

届
明
治
6年

4月
北

条
港
船
改

御
役

所
山

本
定

兵
衛

80
岡

御
届

小
野

浦
村

伊
勢
丸

山
本

定
兵

衛
未
帰

船
届

明
治

6年
4月

北
条
港
船

改
御
役

所
山
本
定

兵
衛

御
届

小
野
浦
村

伊
奈

丸
山
本

定
兵

衛
未
帰

船
届

明
治

6年
4月

北
条
港
船

改
御

役
所

山
本
定

兵
衛

52
御

届
小

野
浦

村
幸

勢
丸̀

樋
口
藤
助

未
帰

船
届

明
治

6年
4月

北
条
港

船
改
御

役
所

山
本

定
兵
衛

ｒＯ



側0

合延
タ

イ
ト

ル
船

籍
地

陰
名

(1合
種
名

)
船

主
名

石
教

船
頭

名
主
  

旨
年
 

月
 

日
宛

先
差
 

出
 

人
創

J長
備

考

御
届

小
野

浦
村

幸
寿

九
樋

口
慶
助

未
帰
船

届
明
治

6年
4月

北
条
港

船
改
御

役
所

山
本
定

兵
衛

御
届

小
野

浦
村

伊
幸

九
山
本

定
六

未
帰
船

届
明
治

6年
4月

北
条
港

船
改
御

役
所

山
本

定
兵
衛

御
届

小
野

浦
村

伊
寿

九
中
川
清
吉

未
帰
船
届

明
治

6年
4月

北
条

港
船

改
御

役
所

山
本

定
兵
衛

御
届

/1ヽ
野
イ甫

本寸
※
渡

海
船

中
川
清

三
郎

未
帰

船
届

明
治
6年

4月
北
条
港

船
改
御

役
所

山
本

定
兵

衛
戸

長

御
届

小
野

浦
村

※
渡

海
船

斎
藤
清
左

ヱ
門

未
帰
船

届
明

治
6年

4月
北
条
港

船
改
御

役
所

山
本

定
兵

衛
戸

長

「
D2

御
願

一
色
村

※
不
知
波
船

藤
田
仲
右

ヱ
門

407三
検

査
明
治

6年
4月

北
条
港

船
御

改
所

藤
田
甚

七
旧

戸
長

御
届

吹
越
村

※
瀬
取

船
松
下
偉

右
衛

門
未

帰
船

届
明
治

6年
西

4月
北
条

港
船
役

所
林

重
右

ヱ
門

旧
戸

長

御
届

吹
越

村
※

1頼
取

船
林
重
蔵

未
帰

船
届

明
治

6年
酉

4月
北
条
港

船
役

所
林

重
右

ヱ
門

旧
戸
長

御
届

吹
越

村
※
瀬
取

船
中
村

乙
五
郎

未
帰

角合
届

明
治

6年
酉

4月
北

条
港

1合
役

所
林

重
右

ヱ
門

旧
戸

長

御
願
事

坂
井

村
清
吉

丸
鈴
木
助
左

衛
門

鈴
木
助
左
衛
門

検
査

,鑑
札

明
治

6年
西

4月
19日

北
条
港
船
御

改
所

鈴
木
助
左
衛
門

,瀧
田
幸
重

御
願

書
愛
知
郡
戸
影
村

水
野
勘

三
郎

善
八

検
査

,鑑
札

明
治

6年
酉

5月
北

条
港
船
御

役
所

水
野
勘
三
郎

,善
八

御
願

小
野

浦
村

伊
寿

丸
内

山
松

蔵
2人

内
山
松

蔵
一肩

明
治

6年
8月

北
条
港

船
御

改
所

内
山
松

蔵
,岩

田
清

兵
衛

副
戸

長

御
願

事
大
谷
村

神
徳

九
竹

内
弥
次

兵
衛

検
査

,鑑
札

明
治

6年
酉

5月
23日

北
条
港

船
御

改
所

瀧
田
幸

重
差

出
人
船
宿

御
願

事
西
端
村

生
福

九
日
比
安
左

衛
門

検
査

,鑑
札

明
治

6年
百

5月
24日

北
条
港

船
御

改
所

瀧
田
幸

重
差

出
人
船
宿

奉
願

上
候

御
事

一
色

村
永

泰
丸

夏
目

甚
七

夏
目
大

吉
鑑
オ
し

明
治

6年
酉

4月
北

条
港

船
御

役
所

夏
目
大
吉

.伊
藤
弥
之
右
ヱ
門

御
願

事
久

村
中
村
弥
助

検
査

,鑑
札

明
治

6年
酉

4月
北

条
港

船
御

改
所

中
村
弥
助

,綻
田
幸
重

御
願

事
久

村
伊
藤
市
郎
左
衛
門

検
査

,鑑
札

明
治

6年
酉

4月
12日

北
条
港
船
御

改
所

伊
藤
市
郎
左
衛
門

,瀧
田
幸
重

御
願

事
北

条
村

宮
栄

丸
平

野
又

三
郎

検
査

.鑑
札

明
治

6年
酉

4月
12日

北
条

港
船

御
改

所
平

野
又

三
郎

.瀧
田
幸

重

御
願
事

久
村

冨
吉

九
大

森
平
左

ヱ
門

検
査

,鑑
札

明
治

6年
酉

4月
12日

北
条
港
船
御

改
所

大
森
平
左
ヱ
門

,瀧
田
幸
重

64
御

願
事

久
村

永
IIH丸

中
村
利

平
次

検
査

,鑑
札

明
治

6年
西

4月
12日

北
条
港
船
御

改
所

中
村
利

平
次

.瀧
田
幸

重

御
願

事
)(1白

ホ寸
住

吉
九

山
下

徳
右

ヱ
門

検
査

、鑑
札

明
治

6年
酉

4月
12日

北
条
港
船
御

改
所

山
下
徳
右
ヱ
門

,瀧
田
幸
重

御
願
事

渥
美
郡
野
田
村

藤
吉

九
藤

江
弥
七

検
査

,鑑
札

明
治

6年
酉

4月
21日

北
条
港
船
御

改
所

瀧
田
幸

重

御
願
事

上
野

間
村

松
祝

丸
安

達
熊

助
検
査

,鑑
札

明
治

6年
酉

4月
26日

北
条
港
船
御

改
所

瀧
田
幸
重

文
書
番
号
術
で
検
査
の
廷
期
願
い

御
願
事

幡
豆
郡
桑
畑
村

順
徳

九
越

野
清
右

ヱ
門

検
査

,鑑
札

明
治
6年

酉
4月

29日
北

条
港
船
御

改
所

瀧
田
幸

童
差

出
人
船

宿

御
願
事

大
谷
村

朋
喜

九
盛

田
茂
右

ヱ
門

検
査

,鑑
札

明
治

6年
酉

4月
29日

北
条
港
船
御

改
所

瀧
田
幸

重

御
願
事

大
谷

村
大

宝
九

盛
田
長

四
郎

検
査

,鑑
札

明
治

6年
酉

4月
29日

北
条
港

1合
御

改
所

瀧
田
幸

重

御
願
事

上
野

間
村

灘
吉

丸
安

達
津

右
ヱ

門
検
査

,鑑
札

明
治

6年
酉

4月
26日

北
条
港
船
御

改
所

瀧
田
幸
重

文
書
番
号

76で
検
査
の
延
期
願
い

質
御

願
事

上
野

間
村

松
栄

九
枝

本
利

助
検
査

,鑑
札

明
治
6年

酉
4月

26日
北

条
港
船
御

改
所

瀧
囲
幸

重
文
書
番
号

76で
検
査
の
延
期
願
い

御
願
事

上
野

間
村

松
順

丸
谷

川
半

右
衛

門
検

査
,鑑

札
明

ツ台
6年

酉
4月

26日
北

条
港
船
御

改
所

瀧
田
幸

重
差

出
人
宿

受

乍
恐
御
願
事

上
野

間
村

検
査

の
廷
期

願
い

酉
4月

26日
北

条
港
船
御

改
所

瀧
田
幸

重

77
御

願
事

常
滑

村
升
徳

九
冨
本

米
蔵

鑑
札

明
1台

6年
酉

4月
21日

北
粂

港
船

御
改

所
冨
本

米
蔵

,瀧
田
幸

重
↑
饒
碁
錯

工
舟
昴
辞
V(

御
願

多
屋

村
井

上
助

四
郎

検
査

,鑑
札

明
治

6年
4月

北
条
港

船
改

所
井
上
助

四
郎

御
願
事

瀬
木
村

冨
吉

九
鯉

江
佐
平

次
検

査
,鑑

札
明
治

6年
酉

4月
25日

北
条
港
船
御

改
所

瀧
田
幸

重
差

出
人
宿
受

御
願
事

常
滑
村

金
岡
!丸

冨
本
嘉

吉
冨

本
嘉

吉
検
査

,鑑
札

明
治

6年
4月

19日
北
条
港
船
御

改
所

冨
本
嘉

吉
,瀧

田
幸

重

御
願
事

久
村

万
徳

九
伊

藤
典
左

ヱ
門

検
査

,鑑
札

明
治

6年
酉

4月
12日

北
条
港
船
御

改
所

伊
藤
典
左
工
門

,瀧
田
幸
重

御
Lh書

阿
野

村
※

藻
取

船
検

査
明

治
6年

酉
5月

1日
北
条
港

船
御

改
所

久
田
永
蔵

副
戸

長
検
査

遅
延

の
理

由

御
願

事
古

場
村

宝
栄

丸
山
本
弥

之
昔

検
査

,鑑
札

明
治

6年
酉

4月
22日

北
条
港

船
御

改
所

山
本

弥
之
吉

,瀧
田
幸

重

御
願

事
古

場
村

宝
吉

丸
夏

目
重

三
郎

検
査

,鑑
札

明
治

6年
酉

4月
北

条
港

船
御

改
所

夏
目
重

三
郎

,瀧
田
幸

重

118
御
願
事

古
場

村
勢
力

九
中
野

友
七

検
査

,鑑
札

明
治

6年
酉

4月
22日

北
条

港
船

御
改

所
瀧

田
幸

重

御
願

事
卜
鈴

ケ
谷
村

栄
徳

九
森
本
彦
三
郎

検
査

,鑑
札

明
治
6年

酉
4月

27日
北
条
港

船
御

改
所

瀧
田
幸

重

御
願

事
上
野

間
村

伊
勢

九
小
嶋
竹
蔵

検
査

,鑑
札

明
治

6年
酉

4月
27日

北
条
港

船
御

改
所

瀧
田
幸

重



脚
肩
御

願
樽
水

村
勢
興

九
柴

川
久
蔵

10人
常

大
郎

脚
肩

明
治
6年

7月
転

濤
修

雲
壬

'
柴
川
久
蔵

,森
下
久
助

,土
居
左
俸

副
戸
長

2名
新
造

船

122
鑑

札
御

願
樽
水

村
勢
生

九
谷

川
半
左

ヱ
門

3人
谷
川
半
左
ヱ
門

脚
肩

,鑑
札

明
治
6年

酉
4月

北
条
港
れ合
御

改
所

谷
川
半
左
ヱ
門

,山
田
庄
八
郎

123
瀬
取
船
御
届
書

大
谷
村

嘉
悦

九
竹

内
新

六
1人

届
け

明
治

6年
4月

15日
北
条
港
船

改
所

明
壁

三
郎

左
衛

門
戸

長

91,92
御
検
査

御
願

朝
倉
村

※
小
越

船
平

松
源
吉

検
査

明
治
6年

4月
北

条
港

船
御

改
所

平
松

源
吉

,近
藤

新
重

副
戸

長
日
本

形

91,92
御
検

査
御

願
朝

倉
村

※
イヽ
越

句合
加

藤
丈

蔵
検

査
明
治

6年
4月

北
条

港
打合

御
改

所
加
藤
丈

蔵
,近

藤
新
重

副
戸

長
日
本

形

91,92
御

検
査

御
願

朝
倉
村

※
小

越
船

近
藤

太
助

検
査

明
治

6年
4月

北
条
港

船
御

改
所

近
藤
太

助
,近

藤
新

重
副

戸
長

日
本

形

91.92
御

検
査

御
願

朝
倉
村

※
小

越
船

近
藤

平
左

工
門

検
査

明
治

6年
4月

北
条
港

船
御

改
所

近
藤
平
左
ヱ
門

,近
藤
新
重

副
戸

長
日
本
形

御
検

査
願

古
見

村
※
猪
方
作
船

桑
山
久
助

検
査

明
治

6年
5月

北
条
村

船
御

改
所

冨
田
信

興
副

戸
長

元
才
左
ヱ
門
持
古
船

,荷
船

94
御

願
大

里
村

※
渡

海
船

山
口
市

五
郎

検
査

北
条

村
御

船
改

所
山
口
市
五
郎

,神
野
新
左
ヱ
門

副
戸
長

95,96
藻
取

船
御

届
南
奥

田
村

※
藻

取
船

片
岡
忠
左

ヱ
門

10石
届

け
明
治

6年
4月

北
条
港
船
改

所
久
邑
平
兵
衛

,磯
部
文
右
衛
門

副
戸

長

95,96
漠
取

船
御

届
南

奥
田
村

※
藻

取
船

野
田
繁
右

ヱ
門

3石
届

け
明
治

6年
5月

北
条
港
船

改
所

久
邑
平
兵
衛

.磯
都
文
右
衛
門

副
戸

長

97,98
御

願
一
色
村

幸
栄
丸

夏
目
市
郎

兵
衛

13人
竹
三
郎

検
査

,鑑
札

明
治
6年

酉
9月

愛
知
縣
鷲
尾

隆
衆

夏
目
市
郎
兵
衛

,伊
藤
嘉
七

副
戸

長
肺
粕
銘
μな

4縮
貼
升淮

1絲
ψ

飩
99,100

御
願

一
色

村
幸
栄

丸
夏

目
市
郎

兵
衛

13人
竹

三
郎

検
査

,鑑
札

明
治

6年
9月

愛
知
縣

令
鷲
尾

隆
衆

夏
目
市
郎
兵
衛

,伊
藤
嘉
七

副
戸

長

記
小
鈴

谷
村

※
藻
取

船
岩

田
助

八
測

量
明
治

6年
4月

19日
北

条
港

船
御

役
所

中
村

源
左

工
門

戸
長

小
鈴

谷
村

※
凛
取

船
鈴

木
助

三
郎

測
量

明
治

6年
4月

19日
北

条
港
船
御

役
所

中
村

源
左

工
門

戸
長

小
鈴
谷

村
※

漢
取

船
菱

川
弥
十
郎

漬
1量

明
治
6年

4月
19日

北
条
港
船
御

役
所

中
村

源
左

工
門

戸
長

記
小
鈴
谷

村
※
藻
取
船

鈴
木

半
左

工
門

測
量

明
治

6年
4月

19日
北

条
港
船
御

役
所

中
村

源
左

工
門

戸
長

御
願

西
端

村
※
小
瀬
取
船

日
比
幸
右

ヱ
門

検
査

酉
4月

18日
北

条
港
船

役
所

日
比
安
左

工
門

戸
長

御
願

西
端

村
※
小

瀬
取

船
日
比

幸
右

ヱ
門

検
査

酉
4月

18日
北

条
港

船
役
所

日
比

安
左

工
門

戸
長

小
野

浦
村

※
小

漁
船

斉
藤
清
左

ヱ
門

検
査

酉
4月

19日
北
条
港

改
1合
御

役
所

山
本

定
兵

衛

小
野
浦
村

※
小

漁
船

岩
田
徳

七
郎

検
査

酉
4月

19日
北

条
港

改
船
御

役
所

山
本

定
兵

衛

/1ヽ
堅
,i粛

本寸
※
渡

海
船

中
村

弥
兵

衛
検

査
酉

4月
19日

北
条

港
改

船
御

役
所

山
本

定
兵
衛

104
御

願
一
色

村
※
颯

波
船

岩
川
金
左

衛
門

検
査

明
治

6年
4月
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